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序

東温市は、 松山平野の東端部に位置する市で、 北は高縄山塊、 東は石鎚山地、

南に皿ヶ 嶺連峰を 望み、 市の中央部を 流れる １ 級河川重信川には表川や拝志川

などの数多く の支流があり ます。

こ のよ う な立地の中に、 市指定名勝「 滑川渓谷」 や、 正岡子規や夏目漱石な

ど も 観瀑し た市指定名勝「 白猪の滝」「 唐岬の滝」、「 風穴」 などの数多く の景

勝地があり 、 それら 自然名勝は季節ごと に変わる 様相で私たち を 楽し ませてく

れています。

令和４ 年度から 令和５ 年度にかけて、 国庫補助事業を 活用し 東温市内の自然

名勝を 対象と し た調査を 実施し 、 それら の名勝が持つ魅力や特性の把握を 行う

と と も に、 名勝の掘り 起こ し に努め、 こ の度報告書を 刊行する 運びと なり まし

た。

今後、 本報告書が東温市内の自然名勝の価値を 位置付け、 将来の保存や活用

等につながればと 考えており ます。

最後と なり まし たが、 本事業を 実施する にあたり ご協力、 ご指導いただき ま

し た文化庁、 愛媛県教育委員会、 関係者の方々に厚く お礼申し 上げます。

　 令和６ 年３ 月

東温市教育委員会

教育長　 八木 良



例　 　 　 　 　 言

１ 　 本書は、 愛媛県東温市内に所在する 自然名勝を 対象と し て実施し た「 東温市内名勝調

査事業」 の成果を と り まと めた報告書である。

２ 　 調査のための東温市内名勝調査事業は、 東温市が国庫補助金の交付を 受け、 令和４ 年

度から 令和５ 年度までの２ ヶ 年で実施し た。

３ 　 調査は令和４ 年度に「 東温市内名勝調査委員会」 を 設置し 、調査対象や方法を 検討し 、

その指導・ 助言のも と 、 東温市教育委員会生涯学習課（ 東温市立歴史民俗資料館） が行っ

た。 また、 オブザーバーと し て文化庁文化財第二課、 愛媛県教育委員会事務局文化財保護

課の指導・ 助言を 得た。

４ 　 本書の執筆は、 株式会社上智の協力のも と 東温市教育委員会生涯学習課（ 東温市立歴

史民俗資料館） が行っ た。 また、 一部を 東温市内名勝調査委員会委員の方々に依頼し 執筆

いただいた。 執筆分担は次のと おり である 。

・ 第１ 章 第１ 節 地質環境　 髙橋治郎

・ 第１ 章 第２ 節 自然環境　 江﨑次夫

・ 第１ 章 第３ 節 歴史環境　 前園實知雄

・ 第 4 章 調査成果の評価　  丸山宏

なお、「 第 3 章 第 2 節 調査対象地の報告」 の地質に関する 記載部分については、 髙橋

治郎氏に一部加筆を いただいた。

５ 　 業務の一部及び測量・ 本書の編集は、 株式会社上智が行っ た。

６ 　 名称が確定し ていない自然名勝は、聞き 取り 調査等から 地元の呼称を 検討し 採用し た。

７ 　 自然名勝のう ち 、 表記が定まっ ていないも のは、 旧重信町及び旧川内町が刊行し た町

誌などを 基に、読み方については、『角川日本地名大辞典 38 愛媛県（ 1981）』 を 参考と し た。

８ 　 調査対象の分類は、 文化財保護委員会第２ 号（ 昭和 26 年） で告示さ れている『 特別

史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準』 を 基と し 、 該当がないも のは「 そ

の他」 を 設け分類し た。
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はじ めに

第１ 節　 調査の背景及び経緯

東温市の代表的な自然名勝と し て、明河地区の「 滑川渓谷」、河之内地区の「 白猪の滝」「 唐

岬の滝」 などの市指定名勝を はじ め、 上林地区の「 風穴」 などが挙げら れる。 こ れら の名

勝には数多く の人々が訪れ、 四季の移り 変わり を 楽し むこ と ができ る 景勝地と し て知ら れ

ている。

し かし 、 市内にはそれ以外にも 数多く の自然名勝があり ながら 、 現在まで総合的な調査

が行われた記録はなく 、 それら 全体を 網羅的に把握する こ と はでき ていなかっ た。

こ のため、 東温市教育委員会は市内の自然名勝の把握を行う と 共に、 各名勝に対する評価

を 行う こ と が課題であると 考え、 平成 30 年度に文化庁文化財第二課平澤毅名勝部門主任文

化財調査官を招聘し 、 現地調査等による結果を基に、 今後の方向性について指導を受けるこ

と と なっ た。 現地調査は、 市指定名勝「 滑川渓谷」 をはじ めと する東温市内５ 箇所の自然名

勝を 対象と し 、 ９ 月 12 日・ 13 日の２ 日間実施さ れ、 それぞれの現地の状況や規模等につい

て確認が行われた。 こ の結果、 専門家の意見の下、 東温市内の自然名勝全体を対象と し た調

査を実施し 、 地質的な成り 立ちや特徴を把握する必要があると の見解が出さ れた。

こ れを 受け、 東温市教育委員会は令和４ 年度に各分野の専門家によ る東温市内名勝調査

委員会（ 以下、「 委員会」 と いう 。） を 組織し 、 東温市内の自然名勝を 対象と し た総合的な

調査を 実施する こ と と なっ た。

東温市内名勝調査委員会

委員長　 　 　 　  丸山　 宏　 　 　 　 　 名城大学名誉教授

副委員長　 　 　  江﨑　 次夫　 　 　 　 愛媛大学名誉教授

委員　 　 　 　 　  髙橋　 治郎　 　 　 　 愛媛大学名誉教授

　 　 　 　 　 　 　  前園　 實知雄　 　 　 公益財団法人愛媛県埋蔵文化財センタ ー理事長

オブザーバー　  平澤　 毅　 　 　 　 　 文化庁文化財第二課　 名勝部門主任文化財調査官

　 　 　 　 　 　 　  西村　 暢人　 　 　 　 愛媛県教育委員会事務局 文化財保護課係長　

事務局　 　 　 　  東温市教育委員会事務局　 生涯学習課（ 東温市立歴史民俗資料館）

名勝調査委員会開催日時等

第 1 回東温市内名勝調査委員会

令和４ 年７ 月８ 日（ 木）　 東温市中央公民館

【 参加者】 委員 丸山宏委員長・ 江﨑次夫副委員長・ 髙橋治郎委員・ 前園實知雄委員

オブザーバー 文化庁文化財第二課　 平澤毅文化財主任調査官

  愛媛県教育委員会文化財保護課　 西村暢人係長

教育委員会 八木良教育長・ 河端徳明生涯学習課長・ 樋口康裕課長補佐

委託業者  ㈱上智愛媛支店　 ３ 名



- 2 -

第２ 回東温市内名勝調査委員会

令和４ 年 10 月５ 日（ 水）　 東温市中央公民館

【 参加者】 委員　 丸山宏委員長・ 江﨑次夫副委員長・ 髙橋治郎委員・ 前園實知雄委員

オブザーバー 愛媛県教育委員会文化財保護課　 西村暢人係長

教育委員会 八木良教育長・ 渡部啓二事務局長

 河端徳明生涯学習課長・ 樋口康裕課長補佐

委託業者 ㈱上智愛媛支店　 ２ 名

第３ 回東温市内名勝調査委員会

令和５ 年２ 月１ 日（ 水）　 東温市中央公民館

【 参加者】 委員 丸山宏委員長・ 江﨑次夫副委員長・ 髙橋治郎委員

オブザーバー 文化庁文化財第二課　 平澤毅文化財主任調査官

 愛媛県教育委員会文化財保護課　 西村暢人係長 

教育委員会 渡部啓二事務局長・ 河端徳明生涯学習課長・ 樋口康裕課長補佐

委託業者 ㈱上智愛媛支店　 ３ 名

第４ 回東温市内名勝調査委員会

令和５ 年７ 月５ 日（ 水）　 東温市中央公民館

【 参加者】 委員 丸山宏委員長・ 江﨑次夫副委員長・ 髙橋治郎委員・ 前園實知雄委員

オブザーバー 愛媛県教育委員会文化財保護課　 西村暢人係長 

教育委員会 渡部昌弘生涯学習課長・ 樋口康裕課長補佐

委託業者 ㈱上智愛媛支店　 ３ 名

第５ 回東温市内名勝調査委員会

令和５ 年 10 月 11 日（ 水）　 東温市中央公民館

【 参加者】 委員 丸山宏委員長・ 江﨑次夫副委員長・ 髙橋治郎委員・ 前園實知雄委員

オブザーバー　 文化庁文化財第二課　 平澤毅文化財主任調査官

 愛媛県教育委員会文化財保護課　 西村暢人係長

教育委員会 八木良教育長・ 渡部昌弘生涯学習課長・ 樋口康裕課長補佐

委託業者　  ㈱上智愛媛支店　 ２ 名

第６ 回東温市内名勝調査委員会

令和６ 年２ 月 14 日（ 水）　 東温市中央公民館

【 参加者】 委員  丸山宏委員長・ 江﨑次夫副委員長・ 髙橋治郎委員・ 前園實知雄委員

オブザーバー 文化庁文化財第二課　 平澤毅文化財主任調査官

　 　 　 　 　 　 　  愛媛県教育委員会文化財保護課　 西村暢人係長
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教育委員会　 　 八木良教育長・ 森賢治事務局長・ 渡部昌弘生涯学習課長

 樋口康裕課長補佐

委託業者　  ㈱上智愛媛支店　 ２ 名

第２ 節　 調査の対象と 目的

本調査は、 東温市内に所在する 自然名勝のう ち 、 風致景観の良好なも のを 対象と し た。

対象は、 現在指定を 受けている 名勝に限ら ず、 未指定名勝に加え一般的に認知さ れていな

いも のも 含める こ と と し た。 また、 対象と し た自然名勝の中から 特に学術的価値の高いも

のについて選定を 行う と 共に、 総合的に評価する こ と を 目的と し た。

なお、 文献や聞き 取り 調査の段階において、 重信川の上流域や井内地区にも 大小様々な

瀑布がある と の記載や情報を 得る こ と ができ たこ と から 、 こ れを 基に現地調査を 実施し た

が、 実際に現地へ辿り 着く こ と が困難な場所に位置し ているも のも あっ た。 こ れら の取り

扱いについては、 環境的に人と の関わり が少ない状況であるこ と が確認でき たため、 今回

の調査対象から 除外し た。

委員会の様子

現地視察

委員会の様子

現地視察
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東温市地区名
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第１ 章　 東温市の自然名勝を取り 巻く 環境

第１ 節　 地質環境

地域の自然景観は、 地質環境と 気象環境によっ て形成さ れている 。 地質環境、 すなわち

分布する 岩石、 こ の岩石の種類により 強度が異なり 雨風による 風化・ 侵食程度が違っ てく

る 。 こ の結果、表層に凹凸が形成さ れ、河川が刻まれてゆく 。 また、地質環境と し てプレ ー

ト と の位置関係、 こ れによ り 地震や火山活動、 地殻変動の激し さ が左右さ れ大地は大き く

変容し 、 さ ら に気象災害である 斜面崩壊などにと も なう 地形改変によ り 大地は時間と と も

にその姿を 変えていく こ と になる 。 ち なみに、 地形は準平原から 幼年期、 壮年期、 老年期、

そし て再び準平原へと 変化 ( 地形輪廻 ) し ていく が四国山地は、 壮年期の地形であり 中国

山地は老年期の地形である 。

東温市を 含む四国は、 ユーラ シアプレ ート 上にあり 、 こ れに南から フ ィ リ ピ ン 海プレ ー

ト が沈み込んでいる 。 し たがっ て、 95 年から 150 年に 1 度、 プレ ート 境界地震である 「 南

海地震」 が発生し 、 室戸半島は上昇し 、 高知平野や瀬戸内海側は沈降する。 こ う し た地震

によ る地形改変を 何度も 受けながら 、 こ の変わり ゆく 大地に気象条件に見合っ た植物が繁

茂し 、 また、 植物も 気候変動の影響を 受け、 生育地の緯度や高度を 変え生き 残り を かけ移

動する。 こ の植物の移動に動物も 付き 合わざる を 得ない。 こ の結果、 繫栄する 動植物と 絶

滅に向かう 動植物と が常に存在するこ と になる 。

こ う し た微妙な自然のバラ ン スによ っ て景観が形作ら れている。 東温市は自然景観に恵

まれ、 平野部から の遠望がよ く 、 また、 山に分け入っ ても 見飽き る こ と のない渓谷や滝な

どを 堪能するこ と ができ る 。 植生の素晴ら し さ と 共に滝壷に落ち る 水の音、 水し ぶき 、 せ

せら ぎを流れ下る水の音、鳥たちのさ えずり 、こ れら が私たちの五感に潤いを与えてく れる。

（ １ ） 地形

東温市は、 西の伊予灘を 底辺と する 二等辺三角形状を し た松山 ( 道後 ) 平野の頂部に位

置し 、 周り を 山地に囲まれている。 こ の松山 ( 道後 ) 平野は、 重信川やその支流である 表

川などによ っ て形成さ れたも ので 、 東西約 20km、 南北最大 17km の規模を 有し 、 扇状地

などから 成る 沖積平野である 。 重信川は、 かつて伊予川と 呼ばれる 暴れ川であっ たが 17

世紀の初め、 松山藩主加藤嘉明の家臣、 足立重信が河川改修を 行い氾濫を 減少さ せた。 こ

の功績によ り 伊予川を 重信川と 呼ぶよ う になっ た。 重信川上流の阿歌古谷川には「 阿歌古

渓谷」 が、また、中流には足立重信が造っ た水防のための「 霞堤」 がある 。 近年、こ の「 霞

堤」 脇の遊水地の意義が忘れ去ら れ、 こ の場所に家屋等が建てら れている。 東温市の東部

には、 伊予灘ではなく 燧灘に注ぐ 中山川の支流、 滑川が北流し 、 上流部が「 滑川渓谷」 と

呼ばれる 景勝地と なっ ている。

志津川から 東を 眺める と 石鎚山が遠く の山と 山の間に見え、 その連なり が南東から 南の

皿ヶ 嶺へと 続き 、 さ ら に西に追う こ と ができ る 。 こ の石鎚山系や皿ヶ 嶺連峰は見るから に

急峻で鋭利な刃物のよ う な山頂である が、 皿ヶ 嶺は一変し て平ら で柔ら かな山容になる 。

- 6 -
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こ れら の山々は、 今から 約 1,500 万年前の石鎚火成活動によっ て形成さ れた岩石から 成る。

皿ヶ 嶺連峰の南斜面(久万高原町側)は緩傾斜である が、北斜面(東温市側)は急傾斜である 。

こ の急傾斜地の北側には、 崩れ落ち てき た安山岩の巨礫や土砂から なる崖錐によっ て形成

さ れた緩傾斜地が広がっ ている 。 こ れら の崩落し てき た岩の隙間を 水と と も に空気が流れ

下り 、 風穴が発達し ている場所も ある。 皿ヶ 嶺連峰の北側には、 白亜系和泉層群よ り 成る

丸味のある 山頂を 持つ山々、 丘陵が発達し ている。 こ の南方の丘陵の山頂に、 凸型に飛び

出たも のがある が、 こ れは和泉層群の岩石中に石鎚火成活動時に貫入し た岩頸である ( 花

崗岩中に円柱状の安山岩が貫入し 、 侵食さ れる と 、 富士山型の山が形成さ れ、 讃岐富士と

か興居島富士などと よばれる山と なる )。 なお、 急峻な山並み ( 石鎚山系や皿ヶ 嶺連峰 ) と

北側の山々、丘陵を 分かつ断層が中央構造線である 。 し たがっ て、こ こ でいう「 中央構造線」

と は、 地質境界と し ての断層、 すなわち 和泉層群の南限を 画す断層を 指し ている 。

重信川の北側にも 和泉層群よ り 成る山々が発達し 、 さ ら にこ の北側に領家変成岩類や領

家花崗岩類が分布し 、 高縄半島を 構成し ている。 高縄山南西にある「 白
し ら つえ

潰」 は花崗岩が風

化し ポロ ポロと 崩れ、 草木も 生えていない様を 地名と し て表現し たも のである 。

なお、 徳島県の吉野川沿いを 西進し 、 四国中央市、 新居浜市、 西条市と ほぼ西方へと 追

跡さ れてき た中央構造線が、 西条市丹原町湯谷口の西方から 直角に南に曲がり 、 河之内狩

場へと 続いている。 中央構造線は狩場から 再び西進し 、 伊予郡砥部町の砥部川河床（ 国指

定天然記念物「 砥部衝上断層」） を 通り 、 犬寄峠を 経て伊予灘へと 追跡する こ と ができ る 。

中央構造線が大き く 南方向に曲がっ た部分を 「 桜樹屈曲」 と 呼んでいる。 砥部の衝上断層

で観察さ れるよ う に通常の中央構造線は北傾斜である が、 東温市の狩場から 花山の間は南

傾斜の断層と なっ ており 、 砥部衝上断層と は区別さ れるも ので、 こ の南傾斜の断層は「 花

山衝上断層」 と 名付けら れ、 北傾斜の砥部衝上断層を 切っ ている と 考えら れている 1）。

東温市には地形的に明瞭な活断層が二条ある。 こ れら は、 中央構造線が南に屈曲する こ

と なく ほぼ西進し た位置にあり 、 一条は、 旧川内地区の相之谷から 音田、 原、 医王寺、 北

方へと 追跡さ れる も ので、「 川上断層」 と 命名さ れている。 も う 一条は、 愛媛大学医学部

の北から 四国がんセン タ ーの北側、 さ ら に松山市高井の西林寺北側へと 続く も ので 、「 重

信断層」 と 呼ばれている も のである。 こ れら は、 地形的にも 明瞭で、 航空写真でリ ニアメ

ン ト （ 線状構造） と し て見いださ れる と と も に地表踏査で低断層崖と し て追跡する こ と が

でき る 2）。 愛媛県 (1999) が行っ た活断層調査によ れば、 両断層と も 数千年に１ 回活動し て

いる と 考えら れている 3）。

（ ２ ） 地質 4）

愛媛県は四国山地北側山裾を 東西によ ぎる中央構造線によっ て二分さ れ、 北側の内帯と

南側の外帯と に区分さ れる 。 東温市においては、 内帯の領家帯と 外帯の三波川帯の諸岩石

が分布し ている （ 図 1 － 1） 5）。

1） 領家帯

領家帯には、 領家変成岩類や領家花崗岩類、 和泉層群が分布し ている 。
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領家変成岩類は、 高縄半島の基部に 0.5 ～ 2㎞の幅を 持っ て帯状にほぼ東西に分布する 。

熱変成を 蒙り ホルン フ ェ ルス化し ており 、チャ ート 質ホルン フ ェ ルス、玄武岩質ホルン フ ェ

ルス、 泥質～砂質ホルン フ ェ ルスなどがある。 こ れら の形の良いも のや模様の面白い石を

磨き 、 水石と し て観賞し ている 。 後述する 三波川変成岩類と は、 対（ ペアー） の変成岩関

係にあり 、 領家変成岩類は高温低圧型の変成岩であり 、 三波川変成岩類は高圧低温型の変

成岩である 。 変成岩である ため長ら く 時代がわから なかっ たが、 近年、 放散虫化石の発見

によ り 、 原岩堆積の時代は、 三畳紀後期から ジュ ラ 紀初期と 考えら れている 。 領家変成岩

類は、 領家花崗岩類に貫かれ、 上部白亜系和泉層群に覆われる 。

領家花崗岩類は、 道後の石手川ダム付近から 東三方ヶ 森を 結ぶ東西の線以北に広く 分布

し ている 。 主と し て花崗閃緑岩よ り 成り 、 半花崗岩や巨晶花崗岩などに貫かれる 。 地下深

部で形成さ れたも のである ため、 地下深部にある も のは強靭だが、 地表近く で温度差によ

る 造岩鉱物の膨張率の違いによ る 風化で真砂（ マサ） 土化が進んでいる 。 し たがっ て、 松

山市近傍では花崗岩の石材は採れず、 大島ぐ ら いでし か採石はおこ なわれていない（ 兵庫

県の御影石や香川県の庵治石も 花崗岩である ）。 花崗岩は地表近く では容易に風化し 、 真

砂土になる ため、 土砂災害が発生し やすい。 そのため広島市や呉市、 松山市の高浜地区な

どで大雨による 土石流などの斜面災害が発生する 。 なお、 瀬戸内海を 形容する 言葉と し て

「 白砂青松」 がある が、 こ の「 白砂」 は花崗岩が風化し 真砂土と なっ たも のが、 河川水や

海水で洗われ、 白い砂になっ たも のである 。 また、 真砂土の洗いださ れた粘土を 利用し て

菊間瓦など瓦を 焼いたのである 。

花崗岩は地下深いと こ ろ でゆっ く り と マグマが固まっ たので、 石英や長石、 黒雲母、 角

閃石が肉眼で見える く ら い大き く 成長し 岩石と なっ たも のである 。 こ の花崗岩が地表近く

図１ －1　 愛媛県地質概略図（ 鹿島ほか、1997）



- 9 -

図１ －2　 東温市周辺地形図（ 地理院タ イ ルに山の位置と 名称を追記し て掲載）
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図１ －３ 　 東温市地質図
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に上昇し 、 寒暖差を 蒙る と 石英や長石などが膨張率の違いによ り 、 く っ 付いていた鉱物が

バラ バラ になり 砂化し てし まう 。 こ れが真砂土である 。 墓石を 見ても 古いも のほど刻まれ

た文字が読みづら く 、表面のツ ヤも 無く なっ ている 。 こ れも 風化（ 真砂土化） なのである 。

本岩形成の時代は、 白亜紀中期に貫入し たも ので、 K -A r 法（ 注） によ れば、 約 8,700 万年

と さ れている。

和泉層群は、 領家変成岩類や花崗岩類の南に幅 13㎞内外で東西方向に領家変成岩類や

花崗岩類を 不整合に覆っ て分布し ている 。 基底礫岩に始まり 、砂岩と 泥岩の互層よ り 成り 、

礫岩や凝灰岩（ 火山灰が岩石になっ たも の） を 挟む。 重信川の上流などでは、 和泉層群の

砂岩を 骨材と し て採石し ている 。 本層群は海成層で、 イ ノ セラ ムスや三角貝、 放散虫など

や漣痕化石（ 重信川上流にある 市指定天然記念物） を 産し 、 白亜紀後期の堆積物と さ れて

いる 。 南限は中央構造線によっ て切ら れている 。

砂岩と 泥岩が交互に堆積し 、 その断面が露出し たも のと し て 南方地区表川右岸の「 山

椒ヶ 崖」 がある 。 こ の露頭は、 国道 11 号から 観察する こ と ができ る 。

砂岩と 泥岩が互層し た堆積物なので、 褶曲し た部分の地層の傾き と 地形の傾き が同じ に

なる と 流れ盤と いっ て下位の支えがなく なると 上部が滑り 落ち る と いう 斜面災害を 引き 起

こ す。 松山城の山腹に復元さ れていた夏目漱石の下宿先「 愚陀佛庵」 が平成 22 年（ 2010）

年 7 月の大雨で倒壊し たが、 こ れも 和泉層群の流れ盤部分が崩れ落ち たためである。

2） 三波川帯

三波川帯には、 三波川変成岩類や久万層群、 石鎚層群が分布する。

三波川変成岩類は外帯の基盤を 成す岩石で、東温市においては新期の堆積物や火山砕屑物、

火山岩に覆われる ため、 その分布は断片的である 。 主と し て東温市東部の中央構造線が南

北走向を と る 桜樹屈曲以東 ( 滑川沿い ) に広く 分布し ている 。 緑色片岩及び黒色片岩を 主

と し 、 石英片岩の薄層を 介在する 。 緑色片岩中にはキースラ ーガー ( 層状含銅硫化鉄 ) 鉱

床を 胚胎し 、 千原鉱山や別子銅山などで採鉱さ れてき た。 三波川変成岩類は、 三波川結晶

片岩類と も 呼ばれ片状に割れやすい性質を 持つ。 し たがっ て、 地すべり や崩壊を 起こ し や

すい岩石である。 平成 16 年（ 2004） の台風によ る 大雨が引き 金と なり 東温市でも 斜面災

害で死者がでている 。

一方、 塊状の緑色片岩も 存在し 、「 伊予の青石」 と し て庭石などと し て利用さ れてき た。

また、 愛媛県東部では、 屋根瓦が強風（ やまじ 風） で飛ばないよ う に瓦の重し と し たり 、

漬物石、 片状に割れる も のを タ イ ル代わり に青色鉄平石 ( 商標名 ) などと し て利用し てき

た。 領家変成岩類が低圧変成岩なのに対し 、三波川変成岩類は高圧低温型の変成岩であり 、

両者は対になっ た変成岩である 。 永ら く 変成岩である ため化石は産出し ないと 考えら れて

き たが、 コ ノ ド ン ト 化石が発見さ れ、 後期三畳紀の堆積岩が原岩の一部である と さ れてい

る 。 三波川変成岩類全体の原岩は、 古生代末から 白亜紀、 大半は中生代前半に堆積し たも

のと 考えら れている。 なお、 変成作用のピ ーク は K -A r 法で 1 億 1 千万年から 1 億 2 千万

年前頃と 推定さ れている 。



- 12 -

久万層群は、 三波川変成岩類の砕屑物から 成る二名層と 和泉層群を 主と し 、 領家花崗岩

類など内帯由来の砕屑物から 成る 明神層と から 構成さ れている 。 二名層は海成層で中期始

新世、 一方、 明神層は河成ある いは湖成で植物化石を 産し 、 後期始新世？から 中新世の堆

積物と 考えら れている。 ただし 、 三波川変成岩類の砕屑物から 成り 二名層と さ れている も

のの中には化石を 産せず、 二名層と は時代の異なる堆積物も ある 。 久万層群は主と し て中

央構造線の南側に分布する が、 北側の和泉層群上にも 分布し ている。 砥部町では、 砥部衝

上断層（ 中央構造線） に切ら れている 。 なお、 東温市においては、 北傾斜の砥部衝上断層

を 切る、 南傾斜の花山衝上断層が観察さ れる。

表川の中・ 上流や滑川渓谷などで久万層群を 観察するこ と ができ 、 明神層の泥岩層から

は植物化石（ 江戸時代に「 木の葉石」 と し て紹介さ れていた） が産出する。

東温市東部の滑川渓谷では、礫岩や砂岩、泥岩の各層の侵食の違いから 面白い景観を 造っ

ている。 なお、「 路線バスで行く ぶら り 滑川の旅」（ みんなの公共交通を 考える 会発行） が

地質の見どこ ろ のみなら ず歴史や自然景観、 ハイ キン グコ ースなど情報満載の冊子を 作成

し ている 。こ れを 片手に滑川へ行っ てみるのも 東温市を よ り 知るこ と ができ る も のと 思う 。

石鎚層群は、 中新世の火成活動に由来する 火山砕屑物や火山岩類から 成る。 本層群は、

久万層群を 不整合に覆い、 中央構造線、 さ ら には和泉層群を も 不整合に覆っ ている。 岩種

と し ては、凝灰岩 ( 含熔結凝灰岩 ) や輝石安山岩、讃岐岩質安山岩、粗面岩質安山岩、流紋岩、

花崗岩などで、 形成さ れた時代は中期中新世（ 1,500 万年前頃） である 。 讃岐岩質安山は、

香川県に産する 讃岐岩（ かんかん石、 古銅輝石安山岩） よ り 粒子が荒いため澄んだ高音は

出ないが、割る と 同じ よ う に鋭い破片と なる ので、打製石器の材料と し て利用さ れてき た。

粗面岩質安山岩の中には，熱水変質 (陶石化 )を 蒙り 陶石と なっ たも のがある 。こ の陶石が、

砥部焼の原料と なっ ている 。

安山岩類には、柱状節理や板状節理が発達し ており 、節理で割れた部分が急崖や滝を 造っ

ている。 東温市南部の多く の滝は、 こ う し た安山岩の節理ででき た懸崖に形成さ れたも の

である。

3） 未固結堆積物

扇状地堆積物・ 河川堆積物は、 流路変更を 繰り 返し た重信川や表川などの支流から 供給

さ れた砂礫などから 成り 、松山 ( 道後 ) 平野を 形成し 、川上断層や重信断層の活断層によ っ

て切ら れている 。 地下水が豊富で、 水道水と し ても 利用さ れている。 横河原付近に広がる

扇状地は西流する 重信川の北、 見奈良や表川付近に扇状地末端を 有し 、 こ れら 末端部にお

吉泉や龍沢泉、 柳原泉などの泉が点在し ている 。 近年、 重信川は「 瀬切れ」 と 称する 表流

水が途切れている 個所が増えてき ている が、 河床の上昇（ 天井川化） により 、 河川水が地

下に浸透し ている から であろ う と 考えら れる。 し たがっ て、 大雨が降っ た時だけ上流から

連続し て河川水が瀬戸内海 ( 伊予灘 ) へと 注いでいる。

松山 ( 道後 ) 平野や横河原扇状地など は、 重信川やこ れに合流する 支流の氾濫によ っ て

形成さ れたと いう こ と を 忘れてはいけない。 自然景観は、 大雨や洪水、 地震、 火山活動と
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いっ た自然の営みによっ て瞬時に改変さ れ、 形成さ れてき たのである 。 そう いう 「 生き て

いる 地球」、「 変化する地球」 に私たち人類は、 住んでいる のである。 私たちに恩恵を 与え

てく れている自然も 上述のよう に時には災いを も たら せる 。 先人が造っ た各種構築物が洪

水等で流さ れ、 その基礎部分が埋めら れる などの災害で、 埋蔵文化財と さ れる も のが保存

さ れる。 こ れら は、 表層から 地下深く なればなる ほど古い時代のも のが埋まっ ている 。 こ

う し た場所は、 何度も 洪水被害を 受けたのである 。 私たち は、 住んでいる 地域の自然景観

のすばら し さ を 愛でると と も に自然の猛威も 知っ たう えで生活し ていかねばなら ない。

【 髙橋　 治郎】

（ 注） Ｋ -Ａ r 法　 地殻の主要構成元素である K（ カ リ ウム） の K （ カ リ ウム） 40 が A r（ アルゴン） 40

に放射崩変するこ と を利用し た鉱物や岩石の年代測定法。
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第２ 節　 自然環境

（ １ ） 位置及び地形 1,5,9)

東温市は、 愛媛県中央部のやや北に位置し 、 県都である 人口 50 万都市松山市の南東部

に隣接し ている 。 北に高縄山系、 東に石鎚山脈、 南に皿ヶ 嶺連峰を 望み、 三方の山間部と

西の松山平野に広がる扇状地などから 形成さ れており 、 面積は 211.30㎢である 。 市内各所

の標高 7) は、 市庁舎付近で 101.5m 、 北野田で 56.3m 、 牛渕で 73.7m、 田窪で 87.7m 、 見奈

良で 106.5m 、 横河原で 129.0m 、 上村で 144.4m、 西岡で 150.1m、 南方で 154.9m、 志津川

で 179.3m 、 下林で 184.6m 、 山之内で 297.4m 、 樋口で 299.0m 、 則之内で 340.8m、 北方で

399.1m、 松瀬川で 419.6m 、 上林で 456.4m、 河之内で 487.8m 、 井内で 527.4m 及び滑川で

630m である 。 市内の最高標高は、 石墨山の北側で 1,350m である 。 上林の上部に位置す

る 県立の自然公園である 皿ヶ 嶺の標高は、 1,271m である 。 水系は重信川水系と 中山川水

系と に大別さ れる 。

重信川は市の中心部を 流下する １ 級河川で標高 1,233m の東三方ヶ 森に源を 発し て 、 山

之内地区を 南西に流下し 、 その後、 松山平野に入っ て、 本谷川と 井内川を 支流に持つ表川

と 合流し て向き を 西に変え、 拝志川と 合流し て松山平野を 流下し 、 伊予灘に注いでいる 。
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図1－3　 重信川と 日本各地及び大陸の河川の縦断面曲線9）

写真1－1　 重信川（ 上流 、山之内地区）

（ 2023 .10 .24）　

写真1－2　 重信川（ 中流、拝志大橋より ）

（ 2023  .5 .8）

- 14 -



- 15 -

重信川は、 北側、 西側及び南側を 1,000m 級の山々に囲ま れおり 、 高低差の割に河川

長が短い日本有数の急流河川 ( 河道勾配が急である ) である（ 図１ －３ ）。

松山平野は重信川の氾濫によ り 形成さ れた砂礫層から なる沖積平野であり 、 上流部には

風化し た花崗岩の真砂土や和泉層群、 そし て石鎚層群と 豪雨時に崩壊し やすい地質が分布

し ている。 ま た、 山地の傾斜も 急で、 土壌厚も 比較的薄く 、 土壌浸透能も 高く ないので、

上流部で降っ た雨は一気に下流部へと 下る と 共に 、 多量の砂礫も 流下さ せている 。 また、

典型的な扇状地河川で伏流し ている ため、 普段は流量も 少なく 見える が、 降雨が続く と 一

気に雨水が地上に溢れ、 大き な災害を 誘発する 。 そのため、 古く から 伊予の暴れ川と も 言

われている 。

江戸時代には災害によ る 被害を 軽減する 手法と し て、 現在、 防災・ 減災対策の視点から

脚光を 浴びている 「 霞堤」 が造成さ れたと 伝わる 。 なお、 重信川は典型的な天井川で流域

全体と し ては、 大量の地下水の利用によ る 「 瀬切れ」 箇所が拡大し 、 砂礫の河原が続いて

いる 箇所も 見受けら れる が、 地下水が切れるこ と はなく 、 流域には、 人為的な手が加わっ

た泉などが 130 箇所（ 内、 東温市内には 40 箇所） 余り ある 。

こ の流域の低地には、 河川沿いに沖積地、 そし てその周辺には段丘や扇状地地形が見ら

れる。 山地では、 傾斜 30°～ 40°以上の急傾斜地が 70％以上を 占めている 。  また、「 阿歌

古渓谷」、「 漣痕化石」、「 山椒ヶ 崖」、「 風穴」、「 白糸の滝」、「 御来光の滝」、「 琴の滝」、「 水

写真1－５ 　 中山川（ 上流　 滑川地区 ）

（ 2023 .10 .24）

写真1－３   重信川の「 瀬切れ」
（ 拝志大橋より 上流を望む2023 .10 .12）

写真1－４   重信川の「 瀬切れ」

（ 上村大橋より 下流を望む2023 .10 .27）

写真1－６ 　 滑川（ 下流、滑川地区）

（ 2023 .10 .24）
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神の滝」、「 唐岬の滝」、「 白猪の滝」 及び「 雨滝」 など、 特異な地形で地形学上も 評価の高

、どな」泉沢龍「び及」泉村ヶ三「、」泉原柳「、てしと泉にうよたし述上、や所場な媚明光風い

人々の手が加わっ た泉が多々認めら れる 。

中山川は東温市の東側に隣接する 西条市の道前平野を 流下する 愛媛県の代表的な河川

であり 、 石鎚山系の青滝山（ 1,304m ） の北方を 源流と し 、 市の東部の山間部を 流下する

２ 級河川である 。 源流部の明河地区と 下流の滑川地区を 流下し て、 その後、 西条市内に入

り 、 瀬戸内海の燧灘に注いでいる 。 滑川はその支流であり 、 滑川渓谷はその源流部の明河

地区に位置し ている 。 　

こ の流域には低地は少なく 、 山地では、 傾斜 30°～ 40°以上の急傾斜地が 70％以上を占

めている 。 一方で渓谷には千畳川原、 犬く ぐ り 、 簑淵、 甌穴、 熊の爪及び龍の腹など、 特

異な地形で地形学上評価の高い風光明媚な渓流や、 前の滝、 奥の滝などが見ら れる。 加え

て、 こ の渓谷は岩場などに育つカ エデ類の種類が豊富なこ と で有名であり 、 秋の紅葉の時期

には県内外から 多く の人々が訪れる 。

（ ２ ） 気温及び雨量 1,6,7,8)

　 東温市の年平均気温は 15.8℃、 最高気温は８ 月で 31.6℃、 最低気温は１ 月で 1.5℃であ

る 6)。 年降水量は 1,502m m、 標高 460m の上林観測所の 30 年間の平均で 1,750.1mm であ

る 8)。 小雨地域で ある 瀬戸内気候帯（ 松山市や今治市では 1,300m m 前後） の内では、 比

較的降雨量の多い地域であると 考えら れる 8)。

　 冬期の厳寒期には、 表川上流の白猪の滝や拝志川上流の白糸の滝は氷瀑と な る 。 また、

中山川上流の滑川渓谷では、 冬期は長さ 2 ～ 3 ｍ程度まで氷柱が垂れ下がる 。

（ ３ ） 森林及び森林帯 5)

東温市の森林は、 市面積全体の 76％を 占め 5)、 市の中心部を 東から 西に流下する 重信川

右岸側の高縄山系（ 福見山、 稔山、 明神ヶ 森（ 1,271m）、 東三方ヶ 森 (1,233m）） の山之内

地区や松瀬川地区と 、 表川上流の本谷川周辺、 左岸側の表川の上流の東谷地区、 井内川上

流の西谷地区（ 井内地区、 別名、 皿ヶ 嶺から 石墨山に至る 通称「 東温アルプ ス」 5））、 及

び石鎚山系に連なる 皿ヶ 嶺連峰の拝志川上流の上林地区、 そし て、 中山川の支流である 滑

川並びに明河地区の流域全体に広がっ ている。こ の内、民有林は14,773 ha、国有林は1,288ha

である 。 森林面積の 63％はスギと ヒ ノ キの人工林で、 残り が常緑・ 落葉広葉樹、 常緑針

葉樹及び竹林などの天然生林である（ 図１ －４ ）。 ま た、 森林と 農地を 含めた面積は市全

体の 82％を 占める 5) こ と から 、 松山市に隣接し ながら 、 いかに東温市が森林を 主体と し

た緑資源に恵まれている かを 計り 知る こ と ができ る。

その恵まれた森林に源を 発し て流下する 水は、 農地を 潤し 、 市民の飲み水と なり 、 工業

生産にも 利用さ れる 。 森林や農地に恵まれ、 加えて、 重信川の河床は砂礫層であり 、 東温

市内の流域の両岸には、 上述し たよ う に 40 箇所近く の泉があり 、 伏流水によ る 湧水にも

恵まれている。 こ のよう な自然環境から 東温市は緑と 水の町と も 言える 。

隣接する 松山市が全国有数のレ ベルでヒ －ト アイ ラ ン ド 現象が進行し ている にも 関わら

ず 4,5)、 社会環境と し ては包摂さ れる 東温市のヒ －ト アイ ラ ン ド 現象の進行度合いが遅く 、
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図1－４ 　 東温市の森林の植生図（ 林相図）江﨑作
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住みやすいまち と 言われる ひと つの重要な理由になっ ていると 考える 。

森林帯と し ては、 平野部から 標高 800m 程度までの地域は暖温帯林（ 年平均気温が 13℃

以上で 21℃未満、 温かさ の指数 130） で、 その大部分はスギ、 ヒ ノ キの人工林と なっ てい

る （ 図 1 －４ ）。 それ以外の場所では、 常緑広葉樹が優占し ている 。 標高 800m ～ 1,000m

程度の地域には中間温帯林と し て、 高縄山系や皿ヶ 嶺などでは針葉樹のモミ 、 ツ ガや落葉

広葉樹のケヤキ、 サワグルミ などを 見る こ と ができ る 。 また、 高縄山系や皿ヶ 嶺などの標

高 1,000m 程度以上の地域では冷温帯林（ 年平均気温が６ ℃以上で 13℃未満、 温かさ の指

数 57） と し てミ ズナラ やブナの落葉広葉樹林が優占し 、 林床には、 ミ ヤマク マザサやイ

ブキザサなどが一面に繁茂し ている箇所がある 。

暖温帯の地域は、 戦後の昭和 20 年代後半から 昭和 30 年代初めの拡大造林政策に基づい

て植栽さ れたスギ、 ヒ ノ キが大部分を 占めている が、 一部は果樹園地やシキミ 栽培地など

になっ ている。 最近は放置林やこ れにモウソ ウチク 、 マダケ及びハチク などのタ ケ・ ササ

類の侵入が目立つよ う になっ てき た。

こ の内、 重信川流域では、 こ れに天然生二次林のコ ジイ 、 スダジイ 、 アラ カ シ、 ホルト

ノ キ、 カ ゴノ キなどの常緑及びコ ナラ 、 ク ヌ ギ、 ケヤキなどの落葉広葉樹が混在する 林と

なっ ている 。こ れら の生育場所の土壌は弱乾性及び乾性の褐色森林土壌が主体である のと 、

土壌厚が 40cm ～ 60cm と 薄いために拡大造林が困難な場所である。

また、 中山川流域の両岸の山地斜面では、 重信川流域と 同様、 スギやヒ ノ キの人工林が

主体である が、 上流域の滑川の渓流沿いには、 イ ロハモミ ジ、 ウリ ハダカ エデなどの高木

落葉広葉樹のカ エデ類やク マシデ、 アサガラ 、 フ サザク ラ 、 リ ョ ウブ、 ハナイ カ ダ、 ヤマ

ハン ノ キ、 アカ シデ及びイ ヌ シデなどの低木から 中木そし て高木の落葉広葉樹など、 多様

写真1－７ 　 春の里山の景観（ コ ジイ 、アラ カ シ、ヒ ノ キ、スギ、コ ナラ 、ク ヌ ギ）、下林地区（ 2023 .4 .9）
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な種の分布が見ら れる。

森林帯の土壌は、 水土保全環境の見地から の堆積区分で分類すると 、 大部分が急峻匍行

土壌及び匍行土壌であり 、 土壌浸透能は 100m m /hr 程度である 4,10,11)。 普通の降雨であれ

ば（ 現実には、10m m/hr から 30m m/hr の降雨回数が一番多い 4,10,11））、充分に浸透するが、

100m m /hr 以上の降雨であれば表面流が発生し 、 地表面を 流下する 部分が多く なり 、 さ ら

には土壌侵食を 引き 起こ すこ と も 考えら れる。 こ のこ と から 、 重信川及び中山川流域の土

壌は、 経常的な水源かん養機能に関し ては、 一応の役割を 果たし ている 土壌が多いが、 豪

雨時の洪水調節機能に関し ては、 不満足な状態にあると いえそう である 10,11)。

なお、暖温帯地域のスギ、ヒ ノ キなどの人工林は昭和 39 年の木材の全面輸入自由化以降、

安い外材が多量に輸入さ れたこ と と 、 高度成長期に農山村の若い労働力が都市へ流出し た

こ と によ り 、 その後、 前述し たよ う に除間伐遅れの林分（ 放置林、 竹林を 含む） が増大し

ている。 ま た、 天然生の広葉樹の二次林も 昭和 30 年代頃までは、 炭焼の原料、 各家庭用

の薪やカ ヤ、 水田や畑地の有機質肥料、 農機具の材料や稲木及び山野草などを 採取する た

めに、 人々が積極的に関わっ てき た。 と こ ろ が、 その後の社会情勢の変化に伴っ て天然生

林と 人々の関わり が希薄と なり 、 その状態が今日まで続いている 。 つまり 里山林の管理放

棄である 。 その結果と し て、 落葉広葉樹のコ ナラ 林にはアラ カ シ、 ヤブツ バキやカ ゴノ キ

などの常緑広葉樹が目立つこ と から 、 コ ナラ 林の常緑広葉樹林への遷移が進んでいる も の

と 考えら れる（ 写真 1 － 7）。

（ ４ ） 植生

1） 木本植物（ 森林植物） 5)

木本植物は前項（ ３ ） の森林及び森林帯で記述し た種が主体である が、 他に次に記すよ

う な種も 認めら れる 。 低木と し て、 ヒ サカ キ、 ヤマツ ツ ギ、 セン リ ョ ウ、 マン リ ョ ウ、 ク

ロ モジなど、 中木と し て、 アカ メ ガシワ、 アセビ、 ヌ ルデ、 ヤマハゼなど、 高木と し て、

セン ダン 、 シバグリ 、 ヤマザク ラ などが認めら れる。

2） 草本植物類 5)

東温市内では、 森林・ 水田や畑地地帯、 河川やその周辺の泉及びため池などを 中心にし

て、 こ れら の地域には、 草本植物を はじ めと し て、 以下に記すよ う な種が認めら れる 。

草本植物（ 一般的） －ヤマブキソ ウ、 ヤマシャ ク ヤク 、 ササユリ 、 ク マガイ ソ ウ、 ヒ ト

リ シズカ 、 シコ ク カ ッ コ ウソ ウ、 イ ヨ アブラ ギク 、 ヒ ガン バナな

どが見ら れる 。

湿生植物－ウワバミ ソ ウ、 イ ワタ バコ 、 ク サアジサイ 、 ク サヤツデなどが見ら れる 。

羊歯植物－ワラ ビ、 ゼン マイ 、 スギナ、 ウラ ジロ、 コ シダ、 ヤマソ テツ、 シシガシラ 、

ヒ ト ツバ、 ヒ カ ゲノ カ ズラ などが見ら れる 。

蘚苔植物－シッ ポゴ ケ、 イ ワダレ ゴケ、 コ ウヤノ マン ネン グサ、 ヤマゴケ、 スギゴケ、

ヒ ノ キゴケなどが見ら れる 。

河川堤防植物－チガヤ、 ススキ、 ヨ モギ、 外来特定雑草オオキンケイ ギク などが認めら

れる。
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河川内の氾濫原植物－カ ワラ ヨ モギ、 ク ズ、 オオオナモミ 、 シナダレ スズメ ガヤなどが

認めら れる 。 他に木本類のセンダン 、エノ キ、ムク ノ キが認める 。

タ ケ・ ササ類－モウソ ウチク 、 マダケ、 ハチク 、 ミ ヤマク マザサ、 イ ブキザサなどが見

ら れる 。

（ ５ ） 鳥類、 昆虫及び野生動物 5)

木本及び草本植物類の他に以下に記すよ う な多種、 多様な生物が東温市内には多数生息

し ている 。

鳥類－ホト ト ギス、 カ ケス、 キジ、 メ ジロ 、 ウグイ ス、 オオタ カ ， ハヤブサ、 カ ラ ス、

ヤマセミ 、 キビ タ キ、 オオルリ などが生息し ている 。

昆虫類－アサギマダラ 、 ク ワガタ 、 ガブト ムシ、 ヤマゼミ 、 ハルゼミ 、 ムカ シト ン ボ、

オオムラ サキ、 ウスバシロ チョ ウなどが生息し ている。

野生動物－ニホンシカ 、 ニホンザル、 イ ノ シシ、 リ ス、 キツ ネ、 イ タ チ、 タ ヌ キなどが

生息し ている。

水生動物－コ イ 、 フ ナ、 イ シド ジョ ウなどが生息し ている。

渓流生物－アマゴ、 イ ワナ、 サンショ ウウオ、 カ ジカ カ エルなどが生息し ている。

爬虫類－マムシ、 シマヘビ、 ト カ ゲなどが生息し ている。

両生類－カ エル、 イ モリ などが生息し ている 。

その他の生物と し て、 ク モ類や土壌生物も 多数生息し ている 。

（ ６ ） 生物多様性

東温市の各地区の集落及び周辺や後述する 霞堤周辺にも 多種多様な生物が多数生息し て

おり 、 東温市では多様な生物生息空間（ ビ オト －プ） が認めら れる。 こ れに伴っ て多様な

生態系が形成さ れている 12)。

これまで述べてきたよう に東温市は、 動植物が豊富で生物多様性の基本と なる種、 遺伝子及び

生態系の多様性にも富んでいる。 このこと から東温市の生物多様性は非常に高いものと 判断さ れ

る。 こ の生物多様性が高いこと も東温市の自然環境の非常に大きな特色の一つと 言える。 なお、

東温市にも特定外来生物のオオキンケイギク、 アメ リ カザリ ガニ、 ブル－ギル、 ブラッ クバス及

びアライグマなどが見られる。

（ ７ ） 景観

自然景観と し て、 愛媛県が昭和元年（ 大正 15 年） に設定し た伊予十二景 2) に選定さ れた白猪

の滝や重信川、 また中山川上流の滑川渓谷の地形の変化に順応し た渓流の流れやこ れに映る樹木

の四季の変化などの渓谷美や、 皿ヶ 嶺連峰県立自然公園からの眺望等が上げられる。 さ らに重信

川の上流、 表川、 井内川及び拝志川上流の変化に富んだ渓流美や緑と 調和し た水の流れも素晴ら

し く 、 また牛渕地区と 上村地区を結ぶ上村橋から重信川を中央におき、 遠方に石鎚連峰、 左岸側

の皿ヶ 嶺連峰と 右岸側の高縄山系を望む遠景には、 心が和み気持ちが落ち着く 。 特に、 春の新緑

の時期と 冬の冠雪時の景観には生命の営みさ えも感じ 取ること ができる。
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（ ８ ） その他

特記すべき こ と と し て、 自然環境と はやや異なる（ 社会環境） が、 名勝地と し て、 河之

内雨滝音田（ 東谷）、井内（ 西谷）、奥松瀬川、下林及び上林の棚田景観、サク ラ の名所と し て、

塩ヶ 森ふる さ と 公園、 重信川河川敷の桜並木・ 茶堂公園、 久尾エド ヒ ガン ザク ラ 、 大通庵

エド ヒ ガン ザク ラ 、 河之内地区穂田琉園の陽光桜、 南方の四国乳業本社工場裏の表川右岸

沿いのソ メ イ ヨ シノ 並びに旧桜三里の源太桜などがある 。 また、 樋口に所在する 国指定天

然記念物「 北吉井のビャ ク シン 」 は古来よ り 人々に親し まれている。 さ ら に、 人工物であ

る が、 洪水被害軽減のために重信川本流に設置さ れ、 防災・ 減災の見地から 、 現在でも 高

い社会的評価を う けている 南野田、 開発 12)、 井口及び見奈良の「 霞堤」 5) と 石積で登録有

形文化財である「 除ヶ の堰堤」 が挙げら れる。

さ ら には、見奈良地区には「 見奈良天然温泉利楽」、北方地区には「 ふる さ と 交流館（ さ

く ら の湯）」 と 、 それぞれボ－リ ング掘削で湧出さ せた温泉がある 。

以上、 こ れまで述べてき たこ と は、 東温市の自然環境の特徴である と いえる 。 東温市で

は、 こ のよ う に恵まれた自然環境、 中でも 森林や緑・ 水資源を 町づく り に大いに活かすべ

き である と いう 意見が多々ある 。こ のよ う 意見を 最大限に尊重し た施策の展開が望まれる 。

なお、 植生図（ 林相図） の作成には、 松山流域森林組合の脇長靖政常務理事と 愛媛森林管

理署にご協力いただいた。 記し て謝辞を 表す。

【 江﨑次夫】
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第３ 節　 歴史環境

石鎚山脈から 北に延びる 高縄半島は、 愛媛県を 東西に分断する よ う に存在し 、 現在の東

予と 中予の境界と も なっ ている 。 古代の南海道を 基準に、 東の地区を 道前、 西の地区を 道

後と 呼ばれている が、 東温市は道後地区の東端部に位置し ている 。 東温市の中央を 東から

西に流れ、 伊予灘に注ぐ １ 級河川重信川は東温市の山之内地区に水源を 持ち 、 井内川、 表

川、 本谷川、 渋谷川、 宝泉川、 拝志川などが合流し 、 大き な扇状地（ 道後平野） を 形成し

ている。

こ の川はも と も と 氾濫の多い川で、 江戸時代初期松山藩主加藤嘉明は、 家臣の足立重信

に命じ て、 重信川の改修にあたら せた。 その功績によ っ て今まで呼ばれていた「 伊予川」

から 彼の名を 川名と し たと いう 。 東温市域はこ の道後平野の東部に当たり 、 古代の遺跡は

主に周辺の山麓部及び扇状地の高所に多い。

現在のと こ ろ 市内では旧石器、 縄文時代の遺跡は確認さ れていない。 し かし 、 通称「 桜

三里」 と 呼ばれている高縄山系から 川内地区の山並みを 下っ た、 東温市の東端にある 中世

の遺構の残る「 保免遺跡」（ 川内 41） では、 後期旧石器時代の石器、 縄文時代草創期の遺

物が出土し ている こ と から 、 当時の遺構の存在は充分予測さ れる 。 また拝志古窯群（ 重信

15） の一角でも 後期旧石器の剥片の出土が知ら れており 、 東温市東部の山麓にはすでに後

期旧石器、 縄文時代草創期の人たちの生活の痕跡がう かがえる 。

弥生時代になる と 重信川左岸の丘陵地に、 中期と 見ら れる竪穴住居跡を 検出し た「 宝泉

遺跡」（ 川内 18） がある 。 またこ の遺跡の近く で、文政年間に出土し たと 伝えら れている 、

弥生時代の中細型銅鉾 1 点が個人宅に伝わっ ている。 愛媛県は弥生時代の銅剣、 銅鉾が多

く 見ら れる 地域と し て注目さ れている が、 道後平野の東端部のこ の地域も その文化圏に属

し ていたこ と が考えら れる 。

「 宝泉遺跡」 から 南東に 700 ～ 800m の丘陵に広がる のが「 揚り 畑遺跡」（ 川内 40） で、

平成８ 年度から 25 年度にかけて８ 次に及ぶ調査が行われている 。 その結果、 弥生時代中

期中葉から 後期後葉にかけての住居跡、 溝などが検出さ れ、 こ こ に長期にわたる 弥生時代

の集落が営まれていたこ と が明ら かになっ た。 多量の出土遺物の中には、 弥生時代中期後

葉期の鋤先状口縁部を 持つ高坏、 分銅形土製品など、 松山市内の「 文京遺跡」、「 祝谷遺跡」

を 中心と する遺物が含まれている こ と から 、 こ の時期にすでに道後平野の中心部の遺跡と

も 深く 繋がっ ていたこ と がう かがえる 。

東温市は律令時代には主に北部は久米郡、 南部は浮穴郡に分かれていたが、 重信川の左

岸にあたる 浮穴郡では目立っ た縄文、 弥生時代の遺跡は確認さ れていない。 おそら く 平野

部の多く が重信川の氾濫原であっ たためだろ う 。 し かし 、 川に並行し て東西に続く 低丘陵

上では、 縄文、 弥生時代の遺物も 散見さ れるため将来遺跡が確認さ れる 可能性は大き い。

古墳時代になっ ても 多く の遺跡は重信川右岸の南面する 丘陵地、「 揚り 畑遺跡」 の位置

する 重信川の扇状地などに分布し ている 。 現在確認さ れている 古墳はほと んど後期のも の

で、市の西北部には全長約 30m の規模の「 播磨塚天神山古墳」を 中心にし た「 播磨塚古墳群」
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（ 重信 13） の一部が含まれる。 東約３ km の丘陵南斜面には、 発掘調査などで確認さ れた

20 基の後期から 終末期（ ６ ～７ 世紀） の古墳で構成する 「 志津川古墳群」（ 重信 11） が分

布し ている 。 埋葬施設は横穴式石室を 主体と し たも のである。 その東に丘陵を 一つ隔てた

地区には「 志津川三島神社古墳群」（ 重信 10） があり 、 ６ 基の古墳が築かれ、 さ ら に東の

丘陵上には「 北吉井樋口遺跡」（ 重信９ ） があり 、 11 基の古墳が築かれている 。 その中の

「 向井古墳」 が発掘調査さ れ、 径約 15m の円墳で、 埋葬施設は両袖式の横穴式石室が築か

れていた。 石室の上半部は失われていたが、 内部の遺物の状態は当初の姿を 残し ており 、

玄室の奥で主埋葬が行われ、 羨道部に追葬の跡が残っ ていた。 特に羨道部では喪送時の姿

を 彷彿さ せる状態で遺物が配置さ れていた。 築造時期は、 志津川古墳群から はやや溯る 6

世紀後半頃と 見ら れる。 また墳丘周辺部から は、 弥生時代中期の土器片や石庖丁などが出

土し ている 。 こ の一帯に弥生時代の遺跡が存在し ている こ と も 明ら かになっ た。

道後平野の東端部に当たる 位置に弥生時代中期の集落が存在し 、 出土遺物から 中心部

の松山の「 文京遺跡」、「 祝谷遺跡」 と も 近い関係にある こ と が知ら れる が、 古墳時代後期

から 終末期の古墳が、 こ の「 揚り 畑遺跡」 に重なるよ う に集中し て分布するこ と は注目す

べき である。 なかでも 川上神社境内に残る「 川上神社古墳」（ 川内 20） は、 方墳で東西に

２ つの石室を 持つ双室墳である 。 現在内部を 見る こ と の可能な西石室は、 切石状の巨石を

用いた終末期の横穴式石室であり 、 近畿地方に近似し た石室も 見ら れる 。 出土遺物は鉄冑

や馬具類、 須恵器などが残さ れているが、 なかでも 馬具の鐘形杏葉は、 奈良県「 藤ノ 木古

墳」 から 出土し た馬具 B 類に共通するも ので、全国の主要な古墳でも 数少ない遺物である 。

ただ石室の時期と は合致し ないこ と から 、 伝世し たも のと 捉える べき かも 知れない。 愛媛

県に多い双室墳を 持つが、 終末期の大形方墳で畿内色の強い石室形態と 遺物を 持つ「 川上

神社古墳」 は、 律令国家成立前期の地方のあり 方を 知る 手がかり と なる 古墳の可能性があ

る 。 弥生時代中期末の動乱期の「 揚り 畑遺跡」 と 、 古墳時代終末期の古墳が高縄半島を 越

えた道後地区の東端に位置する こ と は、 伊予の古代史を 考える 大き な手がかり になる かも

知れない。

奈良から 平安時代初期の遺跡と し ては「 拝志古窯群」 がある 。 重信川左岸の旧浮穴郡で、

『 和名抄』（ 934 年） に宇城安奈（ う き あな） 郡拝志（ はやし ） 郷の名が見ら れるのが初見

で、 慶長２ 年（ 1597） に上林、 下林、 上村と なっ たが、 こ の遺跡は下林の伽藍地区に残る

「 拝志古窯群」 である 。 こ の古窯跡群は、 昭和 41 年（ 1966） の第 1 次の調査で、 ８ 世紀末

の軒丸瓦、 須恵器片、 硯片などが検出さ れこ の地区に複数の古窯跡群があるこ と が確認さ

れた。 その後平成６ 年 ( 1994) から 平成８ 年 ( 1996) にかけて発掘調査を 行っ ている。 窯本

体は検出でき なかっ たが灰原を 確認し 、 奈良から 平安期の須恵器が出土し た。 また松山市

の「 来住廃寺」 で同笵瓦が出土し ている こ と から 、 こ の瓦窯で生産さ れたも のであろ う と

思われる 。

また遺構は検出さ れていないが、 旧石器、 弥生時代中期の土器、 石庖丁、 扁平片刃石斧

なども 出土し ている 。

古代、 中世の遺跡と し ては足利尊氏の創建で、 国家安穏の祈願道場と し て伊予国に設け
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番号 名　 称 ふり がな 所在地 種　 別 時 代 備　 考

重信 1 烏ヶ 嶽城跡 から すがだけじ ょ う あと 山之内 城館跡 中世 叢林 :市指定天然記念物

重信 2 麓城跡 ふも と じ ょ う あと 山之内 城館跡 中世

重信 3 岩伽羅城跡 いわがら じ ょ う あと 樋口 城館跡 中世

重信 4 衣掛城跡 き ぬかけじ ょ う あと 樋口 城館跡 中世

重信 5 吉山城跡 よし やまじ ょ う あと 志津川 城館跡 中世

重信 6 野中城跡 のなかじ ょ う あと 下林 城館跡 中世

重信 7 三嶽城跡 みたけじ ょ う あと 下林 城館跡 中世

重信 8 花山城跡 はなやまじ ょ う あと 上林 城館跡 中世

重信 9 北吉井樋口遺跡 き たよ し いひのく ち いせき 樋口
散布地・

古墳

弥生・ 古墳・

中世

古墳 11基

向井古墳： 市指定史跡

重信 10 志津川三島神社古墳群
し つかわみし ま じ んじ ゃ こ

ふんぐ ん
樋口 古墳 古墳 古墳 6基

重信 11 志津川古墳群 し つかわこ ふんぐ ん 西岡 古墳 古墳 古墳 20基

重信 12 西岡窯跡 にし おかかまおと 西岡 生産遺跡 近世・ 近代 窯 1基以上

重信 13 播磨塚古墳群 はり まづかこ ふんぐ ん 西岡 古墳 古墳 古墳 1基

重信 14 太郎丸古墳群 たろ う まる こ ふんぐ ん 牛渕・ 田窪 古墳 古墳 古墳 4基

重信 15 拝志古窯群 はいし こ よ う ぐ ん 下林
散布地・
生産遺跡

弥生・ 奈良・

平安・ 中世
窯 3基以上

重信 16 定力遺跡 じ ょ う り き いせき 下林 散布地 弥生

重信 17 八幡遺跡（ 経塚） はち まんいせき 下林 経塚 中世 市指定史跡

重信 18 エギ谷遺跡 えぎだにいせき 下林 散布地 弥生

重信 19 仙幸寺遺跡 せんこ う じ いせき 下林 墳墓 中世

重信 20 芋根遺跡 いも ねいせき 下林 散布地 弥生・ 古墳

重信 21 西之谷遺跡 にし のたにいせき 下林 散布地 弥生

重信 22 船川大池前遺跡 ふながわおおいけまえいせき 下林・ 上村 散布地 弥生

重信 23 下ノ 段遺跡 し も のだんいせき 上村 散布地 弥生・ 中世

重信 24 西山遺跡 にし やまいせき 上林
古墳・
散布地

縄文・ 古墳 古墳 8基

重信 25 上ノ 段遺跡 う えのだんいせき 上村 散布地 弥生・ 古墳 古墳 1基

表1－1　 東温市遺跡一覧（ 重信地区）

表1－2　 東温市遺跡一覧（ 川内地区）

番号 名　 称 ふり がな 所在地 種　 別 時 代 備　 考

川内 1 則之内焼窯跡 すのう ち やき かまあと 則之内 生産遺跡 江戸

川内 2 安国寺跡 あんこ く じ あと 則之内 社寺跡 中世

川内 3 鳥屋ヶ 森城跡 と やがも り じ ょ う あと 則之内 城館跡 中世

川内 4 大熊城跡 おおぐ まじ ょ う あと 則之内 城館跡 中世

川内 5 名越城跡 なごえじ ょ う あと 河之内 城館跡 中世

川内 6 七森城跡 ななも り じ ょ う あと 河之内 城館跡 中世

川内 7 亀甲城跡 き っ こ う じ ょ う あと 河之内 城館跡 中世

川内 8 川上古墳群 かわかみこ ふんぐ ん
北方・ 南方・

松瀬川
古墳 古墳

川内 9 西法寺墓地 さ いほう じ ぼち 北方 社寺跡 平安

川内 10 苔谷焼窯跡 こ けだにやき かまあと 北方 生産遺跡 江戸

川内 11 塩ヶ 森城跡 し おがも り じ ょ う あと 南方 城館跡 中世
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番号 名　 称 ふり がな 所在地 種　 別 時 代 備　 考

川内 12 小手ヶ 滝城跡 こ てがたき じ ょ う あと 井内 城館跡 中世

川内 13 三軒屋焼窯跡 さ んげんややき かまあと 奥松瀬川 生産遺跡 近世

川内 14 立烏帽子城跡 たてえぼし じ ょ う あと 滑川 城館跡 中世

川内 15 天神山山頂遺跡
て んじ んやまさ んち ょ う い
せき

則之内 散布地 弥生

川内 16 日浦遺跡 ひう ら いせき 河之内 散布地 -

川内 17 宝泉・ 新池周辺遺跡
ほう せん・ し んいけし ゅ う
へんいせき

北方 散布地 弥生

川内 18 宝泉遺跡 ほう せんいせき 北方 散布地 弥生・ 中世

川内 20 川上神社古墳 かわかみじ んじ ゃ こ ふん 南方 古墳 古墳 県指定史跡

川内 21 竹之鼻遺跡 たけのはないせき 南方 散布地 弥生・ 中世

川内 22 表川西遺跡 おも てがわにし いせき 南方 散布地 中世

川内 23 表川東遺跡 おも てがわひがし いせき 則之内 集落跡 中世

川内 24 和田丸古墳群 わだまる こ ふんぐ ん 則之内 古墳 古墳 古墳 3基

川内 25 南方広見 1号墳 みなみかたひろ み 1 ごう ふん 南方 古墳 古墳

川内 26 南方広見 2号墳 みなみかたひろ み 2 ごう ふん 南方 古墳 古墳

川内 27 南方広見 3号墳 みなみかたひろ み 3 ごう ふん 南方 古墳 古墳

川内 28 曲里古墳 まがり こ ふん 南方 古墳 古墳

川内 29 旦之上 1号墳 だんのう え 1 ごう ふん 北方 古墳 古墳

川内 30 旦之上 2号墳 だんのう え 2 ごう ふん 北方 古墳 古墳

川内 31 西之側古墳 にし のがわこ ふん 北方 古墳 古墳

川内 32 揚り 畑 1号墳 あがり はた 1 ごう ふん 北方 古墳 古墳

川内 33 揚り 畑 2号墳 あがり はた 2 ごう ふん 北方 古墳 古墳

川内 34 三島神社御旅所古墳
みし まじ んじ ゃおんたび
し ょ こ ふん

北方 古墳 古墳

川内 35 北方古墳 き たかたこ ふん 北方 古墳 古墳

川内 36 物部塚古墳 も ののべづかこ ふん 北方 古墳 古墳

川内 37 揚塚古墳 あがり づかこ ふん 北方 古墳 古墳

川内 38 西組金比羅さ ん古墳
にし く みこ んぴら さ んこ ふ
ん

松瀬川 古墳 古墳

川内 39 西組 1号墳 にし く み 1 ごう ふん 松瀬川 古墳 古墳

川内 40 揚り 畑遺跡 あがり はたけいせき
松瀬川・
北方

散布地・

集落跡
弥生

川内 41 保免遺跡 ほう めんいせき 則之内 社寺跡 中世

川内 42 松尾城跡 まつおじ ょ う あと 則之内 城館跡 中世

川内 43 揚り 畑 3号墳 あがり はた 3 ごう ふん 北方 古墳 古墳
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図1－5　 東温市遺跡分布図（ 東温市教育委員会生涯学習課作成図を基に作図）
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ら れた「 安国寺跡」（ 川内２ ）、さ ら に中、近世の城館跡も 樋口の「 岩加羅城跡」（ 重信３ ）、

「 吉山城跡」（ 重信５ ）、 上林の「 花山城跡」（ 重信８ ）、 下林の「 野中城跡」（ 重信６ ）、 戒

能備前守の持城であっ たと 言われる 「 鳥屋ヶ 森城跡」（ 川内３ ）、「 塩ヶ 森城跡」（ 川内 11）

など多く が存在する 。

東の讃岐から 伊予の松山を 結ぶ街道には、 瀬戸内海沿いの「 今治街道」 と 、 東温市内を

東西に伸びる 「 讃岐街道」（ 中山道） が主に利用さ れてき た。 古代から の遺跡の分布から

見ても 、 両街道と も に人々の往来は認めら れる が、 海岸沿いの今治街道に比べて、 山間部

を 横断する「 讃岐街道」は距離と し ては短いが、困難な往来であっ たと 思われる 。 そんな中、

貞享４ 年（ 1687） に矢野五郎右衛門源太が、 街道沿いに桜木 8,240 本を 植えたこ と により 、

今治街道を 利用し ていた人々がこ の讃岐街道を 利用する こ と が増えたよ う である 。 檜皮峠

を 越えて国道 11 号と 合流する と こ ろ から 始まるこ の街道は、「 桜三里」 の呼称で現在も 親

し まれている。 古道には当初の「 源太桜」 が２ 本が現存し 、春には今も 花を 咲かせている 。

東温市の西南部を 南北に走る 県道美川・ 松山線は、 江戸時代に南の久万地方と 、 上林峠

を 越えて松山を 結ぶ主要な街道であっ た道沿いに造ら れている 。 こ れに沿う よ う に各所に

「 六十六部回国供養塔」 が残さ れている 。 回国供養塔と は、 正式には「 日本回国大乗妙典

六十六部経聖」 の建てた塔のこ と である 。 現在東温市内には 30 基以上の回国供養塔が確

認さ れているが、 内８ 基がこ の上林地区に残っ ている 。 一例を 除いてほと んどが自然石の

大石を 用いたも ので、 天明５ 年（ 1785） から 文政５ 年（ 1822） ま でのほぼ 40 年に渡っ て

建立さ れている 。 六十六部は『 法華経』 を 六十六部書写し 、 全国を めぐ っ て六十六箇所の

代表的な社寺（ 霊場） に一部ずつ納経する 回国の修行者を いう 。 略し て「 六部」、「 回国聖」

と も いう 。 明治３ 年（ 1870） に廃止令が出て以降途絶えた。 江戸時代末の安政４ 年 ( 1857）

の四国八十八箇所霊場の納経帳に、 東温市の寺院名が記さ れている こ と が近年明ら かに

なっ た。 それは安政元年（ 1854） に起き た南海大地震によ っ て発布さ れた、 土佐国への入

国禁止令にと も なっ て霊場の代理の兼拝が許可さ れたこ と にと も なっ たも のだろ う 。 その

寺院は三十一番の竹林寺は善城寺、 三十二番の禅師峰寺は法蓮寺、 三十三番の雪蹊寺は長

福寺、 三十四番の種間寺は香積寺、 三十五番の清滝寺は応観寺、 三十六番の青龍寺は上福

寺、 三十七番の岩本寺は医王寺、 三十八番の金剛福寺は福見寺、 三十九番の延光寺は大蓮

寺と なっ ている 。 こ れら を 見ていく と 四国山脈北沿いの、 ほと んどが現在の東温市に集中

し ている よ う である 。 こ の時期に短期間ではあっ たが、 四十五番の岩屋寺から 三坂峠を 越

えて四十六番の浄瑠璃寺へ向かう 巡礼路と は異なっ た道、 おそら く 上林峠を 越える回国供

養者の往来し た道が利用さ れたのであろ う 。

近世後期には、 全国的に窯が作ら れ、 磁器や陶器の生産が盛んになっ たが、 東温市内で

は西岡地区の西岡窯、 則之内地区の則之内窯、 松瀬川地区の三軒家窯、 北方の苔谷窯など

が知ら れている が、 いずれも 近代の明治時代中期には廃窯と なっ ている 。

【 前園　 實知雄】
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第４ 節　 社会環境

東温市は、 平成 16 年９ 月 21 日に温泉郡重

信町と 温泉郡川内町の２ つの町が合併し 、 面

積 211.30㎢の愛媛県内の最も 小さ な市、 また

海岸線を 持たない唯一の市と し て、 県中央部

に広がる松山平野東部に誕生し た。 愛媛県は

東部を 東予地方、 中央部を 中予地方、 南西部

を 南予地方と 大き く ３ つの地域に分かれてい

る が、 東温市は中予地方に区分さ れている。

「 東温」 の由来は、 明治 11 年（ 1878） に発足

し た温泉郡の東部に位置し ていたこ と に由来

し 、古く から「 東温地区」と 呼ばれていた。 こ のため「 東温消防署」や「 愛媛県立東温高等学校」

などの「 東温」 を冠し た公共施設などがあり 、 多く の住民に親し まれていたこ と、 律令体制

下から その名称を確認でき る由緒ある「 温泉」 の名称が一部含まれているこ と 、 温暖で、 人

情豊かなまちのイ メ ージにふさ わし いこ と などから 、 公募の結果「 東温市」 が選定さ れた。

令和６ 年１ 月１ 日現在の人口は 33,154 人で、 国勢調査によ る 人口の変化を みると 、 平成

17 年まで増加し 、 その後横ばいで推移し ていたが、 平成 21 年以降は減少傾向と なっ ている。

特に０ － 14 歳の人口は年々減少し ており 、 65 歳以上の人口が増加する少子高齢化が進んで

いる。 産業別就業者数（ 平成 27 年国勢調査結果） は、 第１ 次産業就業者数は 1,347 人、 第２

次産業就業者数は 2,882 人、 第３ 次産業就業者数は 11,561 人と なっ ており 、 平成７ 年と 比べ

ると 第１ 次産業、 第２ 次産業は大幅に減少し 、 第３ 次産業は大幅に増加し ている。

本市は、 温暖な気候であるこ と に加え、 三方を山地に囲まれ、 市の主要部が１ 級河川重信

川の流域に開けた水と 緑が豊かな土壌に恵まれている。 また、 県都松山市から 12㎞の距離に

あり 、 国道 11 号を はじ めと する主要一般道、 一般県道及び伊予鉄道横河原線が走り 、 平成

６ 年 11 月 16 日には四国縦貫自動車道（ 松山自動車道） 川内イ ンタ ーチェ ンジの供用が開始

さ れるなど、 交通網の整備等条件にも 恵まれている。 こ のよう な自然・ 社会環境の下、 水稲

作や麦作、 野菜栽培などの農業が盛んに行われており 、 特に愛媛県の食文化に欠かせない麦

味噌の材料と なる裸麦の県内主要産地と なっ ている。 製造業においても、 大規模工場が立地

するほか、 特色のある中小零細企業も 数多く あり 、 近年は土地区画整理事業や工業団地の整

図1－7　 東温市人口動態 図1－8　 東温市産業区分別就業者数の推移

図1－6　 東温市の位置

東経 132 度 52 分

北緯 33 度 47 分

N
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備に加え、 東温スマート イ ンタ ーチェ ンジの

供用が令和６ 年３ 月 23 日に予定さ れており 、 

製造業等を中心と し た企業進出がさ ら に進む

と みら れている 。 また、 教育・ 社会福祉の面

においても 昭和 48 年に愛媛大学医学部が開設

さ れ、 幼稚園から 大学・ 大学院までのあら ゆ

る 教育施設が整備さ れているほか、 医療や福

祉施設も 数多く 設置さ れ、充実し た環境が整っ

ている。 近年は、 愛媛大学医学部と の連携に

よ る、 医療・ 健康関連産業の活性化も 期待さ

れている。

こ の他にも 、 観光を核と し た産業の振興と 交流人口拡大に向け、 東温市観光物産協会の支

援充実を注力し 、 東温市観光物産センタ ーでの多彩な取組みを行っ ているほか、 温泉資源と

し て、「 ふるさ と 交流館（ さ く ら の湯）」 と 「 見奈良天然温泉利楽」 の２ 施設、 平成 18 年に開

業し た西日本初の地域文化発信を行う 常設ミ ュ ージカ ル劇場「 坊っ ちゃん劇場」 やアート ヴィ

レッ ジセンタ ーなど、 集客につながる観光施設等を活用し た観光ルート の開発・ PR、 イ ベン

ト 等の充実に取り 組んでいる 。 また、「 東温版まちづく り 型観光」 の確立を目指し 、 産業振興

と 交流人口の拡大による地域活性化や、 市内にある文化財等をはじ めと する地域資源の活用

や近隣市町と の広域観光の充実を図ると と も に、 県内外の交流のある自治体・ 企業と も 連携

し 観光・ 物産の PR 活動の強化を行っ ている。

し かし 、 人口減少による集落等の過疎化や地域コ ミ ュ ニティ の希薄化、 山間部の集落維持

などの多く の課題があり 、 持続可能な地域社会を維持する取組みを進めるこ と が求めら れて

いる。

写真1－8　 上林から 見た東温市

写真1－9　 東温スマート イ ンタ ーチェ ンジ 写真1－10　 ふるさ と 交流館（ さ く ら の湯）

写真1－11　 坊っ ちゃ ん劇場 写真1－12　 東温市イ メ ージキャ ラ ク タ ー「 いのと ん」
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第２ 章　 法令による保護等の状況

文化財保護法や文化財保護条例と いっ た文化財そのも のを 保護する 法令以外にも 自然

公園法、 森林法及び河川法等、 自然名勝を 含んだ一体的な保護がなさ れる 法令がある 。 目

的や内容は異なる が、 結果的に名勝の保護と 重複する 部分が多いため、 こ こ で概観する 。

（ １ ） 文化財保護法及び文化財保護条例による保護の状況

東温市内の指定及び登録文化財は、令和６ 年３ 月 31 日現在で指定 69 件、登録１ 件と なっ

ている。 文化財の一覧と 位置については表２ －１ 、 ２ －２ 及び図２ －２ と なる 。 こ れら の

文化財のう ち、 名勝は「 滑川渓谷」、「 白猪の滝」、「 唐岬の滝」 の３ 件で、 昭和 38 年４ 月

１ 日に川内町の名勝と し て指定を 受け、 現在へと 引き 継がれている。

（ ２ ） その他の法令による保護等の状況

1） 自然公園法

自然公園法と は、 優れた自然の風景地を 保護すると と も にその利用の増進を 図るこ と に

よ り 、 国民の保健、 休養及び教化に資する と と も に、 生物の多様性の確保に寄与する こ と

を 目的に定めら れたも のである 。

東温市内には、 自然公園法に基づき 皿ヶ 嶺連峰（ 3,095ha） が県立自然公園に定めら れ

ている（ 昭和 42 年 1 月 25 日指定）（ 図２ －３ ）。

自然公園の風致を 維持するため、 自然公園法 20 条及び愛媛県立自然公園条例第 21 条の

公園計画に基づいて、 区域内に特別地域を 指定し 、 その保護を 図っ ている 。

・ 第一種特別地域　 特別地域の中では風致を 維持する 必要性が最も 高い地域であり 、 現

在の景観を 極力保護する こ と が必要な地域。

・ 第二種特別地域　 特に農林漁業活動について努めて調整を 図る こ と が必要な地域。

・ 第三種特別地域　 特に通常の農林漁業活動については原則と し て風致の維持に影響を

及ぼすおそれが少ない地域。

・ 普通地域　 特別地域や海域公園地区に指定さ れていない自然公園の地域。

2） 森林法

森林法に基づく 保安林制度は、 水源の涵養、 土砂の崩壊その他の災害の防備、 生活環境

の保全・ 形成等、 特定の公益目的を 達成するために指定さ れる 森林である 。 それぞれの目

的に沿っ た森林の機能を 確保する ため、 立木の伐採や土地の形質の変更等が規制さ れてい

る 。 また「 風穴」、「 白糸の滝」、「 御来光の滝」 と 「 阿歌古渓谷」 上流が国有林の範囲内に

存在し 、 狩猟や伐採、 樹木の損壊や下草の採取等が禁止さ れる などの制限がある 。

令和５ 年４ 月１ 日現在、 東温市内の国有林の面積は 1,288ha である 。

3） 河川法

河川法と は、 河川について、 洪水、 津波、 高潮等による 災害の発生が防止さ れ、 河川が

適正に利用さ れ、 流水の正常な機能が維持さ れ、 及び河川環境の整備と 保全がさ れる よう
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にこ れを総合的に管理するこ と により 、 国土と 保全の開発に寄与し 、 も っ て公共の福祉を増

進するこ と を目的と するも のである。 河川法における「 河川」 と は、 一級河川及び二級河川

を いい、 こ れら の河川に係る河川管理施設も 含まれ、 河川管理施設には、 ダム、 堰、 水門、

堤防、 護岸、 床止め、 樹林帯やその他河川の流水によっ て生ずる公利を増進し 、 又は公害を

除去し 、 若し く は軽減する施設のこ と を指す。 東温市では中心部を流れる一級河川重信川が

対象と なっ ている。

4） 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第７ 条について、 土砂

災害を防止するために警戒避難体制を特に整備すべき土地の区域と し て指定さ れる「 土砂災

害警戒区域」 と し て、 東温市内では令和５ 年９ 月１ 日現在、 594 箇所が指定さ れている。 ま

た建築物に損壊が生じ 、 住民等の生命・ 身体に著し い危害が生じ るおそれがある土地の区域

で、一定の開発行為制限及び居室を有する建築物構造を規制すべき土地と し て指定さ れる「 土

砂災害特別警戒区域」 と し て、 令和５ 年９ 月１ 日現在、 533 箇所が指定さ れている。

5） 急傾斜地の崩落による災害の防止に関する法律

急傾斜地の崩落による災害の防止に関する法律第３ 条に基づき指定さ れる「 急傾斜地崩落

危険区域」 と し て、 令和５ 年９ 月１ 日現在、 東温市内では 427 箇所が指定さ れている。 区域

内では、 切土や掘削又は盛土、 立木の伐採、 土石の採取又は集積などの急傾斜地の崩壊を助

長・ 誘発するおそれのある行為を行う と き は、 愛媛県知事の許可が必要と なる。

凡例

指定区域 公表区域

指定区域 公表区域

指定区域 公表区域

特別警戒区域 特別警戒区域

警戒区域 警戒区域

特別警戒区域 特別警戒区域
警戒区域 警戒区域

土石流

急傾斜地

地すべり

特別警戒区域 特別警戒区域

警戒区域 警戒区域

0 1ｋｍ 2ｋｍ 3ｋｍ

図２ －１ 　 東温市内土砂災害等指定図（ えひめ土砂災害情報マッ プを基に作成）
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番号 名称 指定 区分 種別 指定年月日 所在地

1 三島神社本殿 国 有形 重要文化財 平成 4 年 8 月 10 日 則之内

2 医王寺本堂内厨子 国 有形 重要文化財 昭和 41 年 6 月 11 日 北方

3 オキチモズク 発生地 国 天記 昭和 19 年 6 月 26 日 吉久

4 北吉井のビ ャ ク シン 国 天記 昭和 23 年 12 月 18 日 樋口

5 木造随身立像　 ２ 躯 県 有形 彫刻 昭和 51 年 4 月 6 日 則之内

6 木造聖観世音菩薩立像 県 有形 彫刻 昭和 51 年 4 月 6 日 山之内

7 川上神社古墳出土品 県 有形 考古資料 平成 19 年 2 月 20 日 南方

8 麓の楽頭 県 無形 平成 12 年 4 月 18 日 山之内

9 川上神社古墳 県 史跡 昭和 25 年 10 月 10 日 南方

10 ウラ ジロガシ 県 天記 昭和 54 年 3 月 20 日 河之内

11 ベニモンカ ラ スシジミ 県 天記 昭和 37 年 3 月 23 日 上林

12 光明寺本堂 市 有形 建造物 平成 16 年 8 月 6 日 滑川

13 川上神社本殿 市 有形 建造物 平成 16 年 8 月 6 日 北方

14 船川神社本殿 市 有形 建造物 平成 16 年 4 月 1 日 上村

15 西法寺五輪塔群 市 有形 建造物 昭和 49 年 1 月 23 日 北方

16 北方三島神社常夜灯 市 有形 建造物 昭和 52 年 4 月 25 日 北方

17 上林の六十六部回国供養塔 市 有形 建造物 平成 9 年 4 月 1 日 上林

18 経塚（ 猿塚） 市 有形 建造物 昭和 45 年 3 月 21 日 下林

19 別府の石造物群 市 有形 建造物 平成 9 年 4 月 1 日 下林

20 層塔およ び五輪塔群 市 有形 建造物 昭和 45 年 3 月 21 日 下林

21 三島神社木造こ まいぬ一対 市 有形 彫刻 平成 9 年 4 月 21 日 則之内

22 安国寺須弥壇 市 有形 工芸品 昭和 38 年 4 月 1 日 則之内

23 善城寺須弥壇 市 有形 工芸品 平成 12 年 4 月 11 日 井内

24 土谷三島神社やなぐ い 市 有形 工芸品 平成 12 年 4 月 11 日 河之内

25 五十八社大明神の雨乞い面 市 有形 工芸品 昭和 44 年 10 月 1 日 山之内

26 雨乞い三面 市 有形 工芸品 平成 16 年 4 月 1 日 牛渕・ 野田

27 三輪田米山筆三十六歌仙絵馬 市 有形 工芸品 昭和 56 年 7 月 1 日 野田

28 志津川古墳群出土遺物 市 有形 考古資料 平成 16 年 4 月 1 日 東温市立歴史民俗資料館

29 拝志古窯群出土遺物 市 有形 考古資料 平成 16 年 4 月 1 日 東温市立歴史民俗資料館

30 銭壷およ び古銭 市 有形 考古資料 昭和 56 年 7 月 1 日 東温市立歴史民俗資料館

31 安国寺古地図 市 有形 歴史資料 平成 16 年 8 月 6 日 東温市立歴史民俗資料館

32 光明寺本堂側面絵図 市 有形 歴史資料 平成 16 年 8 月 6 日 滑川

33 龍神社の金幣 市 有形 歴史資料 平成 16 年 4 月 1 日 東温市立歴史民俗資料館

34 木樋 市 有形 歴史資料 平成 9 年 4 月 1 日 東温市立歴史民俗資料館

35 北方獅子舞 市 無形 昭和 52 年 4 月 25 日 北方

36 十七夜 市 無形 平成 16 年 3 月 5 日 北方

37 百八灯 市 無形 平成 16 年 3 月 5 日 吉久

38 ねり 行事 市 無形 平成 9 年 4 月 1 日 牛渕

39 浮穴郡の里神楽 市 無形 平成 16 年 4 月 1 日 下林・ 牛渕・ 上林

40 牛渕の獅子舞 市 無形 平成 21 年 3 月 26 日 牛渕

41 近藤林内墓 市 史跡 昭和 40 年 4 月 1 日 河之内

42 一畳庵 市 史跡 昭和 52 年 4 月 25 日 河之内

43 上市地蔵尊・ 下市地蔵尊 市 史跡 平成 16 年 4 月 1 日 志津川

44 白猪の滝 市 名勝 昭和 38 年 4 月 1 日 河之内

45 唐岬の滝 市 名勝 昭和 38 年 4 月 1 日 河之内

46 滑川渓谷 市 名勝 昭和 38 年 4 月 1 日 明河

47 日浦ムク ノ キ（ 双樹） 市 天記 平成 16 年 8 月 6 日 河之内

48 金比羅寺四本杉 市 天記 昭和 49 年 1 月 23 日 河之内

49 雨滝イ スの木群生 市 天記 昭和 38 年 4 月 1 日 河之内

50 大通庵エド ヒ ガン ザク ラ 市 天記 昭和 50 年 5 月 15 日 井内

51 久尾エド ヒ ガン ザク ラ 市 天記 昭和 50 年 5 月 15 日 井内

52 土谷三島神社杉 市 天記 平成 16 年 8 月 6 日 河之内

53 源太ザク ラ 市 天記 昭和 56 年 11 月 26 日 河之内

54 川筋のイ チョ ウ 市 天記 平成 5 年 1 月 14 日 松瀬川

55 上福寺ク スの木 市 天記 昭和 49 年 1 月 23 日 松瀬川

56 揚神社ク スの木 市 天記 昭和 52 年 4 月 25 日 北方

57 大興寺ヤマモモ 市 天記 平成 9 年 4 月 21 日 北方

表２ －1　 東温市内指定文化財一覧
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番号 名称 指定 区分 種別 指定年月日 所在地

58 吉久のイ ブキビ ャ ク シン 市 天記 平成 5 年 1 月 14 日 吉久

59 吉久吉井神社ク スド イ ゲ 市 天記 平成 16 年 8 月 6 日 吉久

60 漣痕化石 市 天記 昭和 56 年 7 月 1 日 山之内

61 シラ カ シと 龍神社社叢 市 天記 平成 16 年 4 月 1 日 山之内

62 稲荷五社神社社叢 市 天記 平成 9 年 4 月 1 日 山之内

63 烏ヶ 嶽城跡叢林 市 天記 平成 9 年 4 月 1 日 山之内

64 ヤブツ バキ 市 天記 平成 9 年 4 月 1 日 山之内

65 大ツ ツジ 市 天記 昭和 56 年 7 月 1 日 見奈良

66 宇氣洲神社社叢 市 天記 平成 16 年 4 月 1 日 田窪

67 ク ヌ ギ 市 天記 平成 9 年 4 月 1 日 下林

68 志津川天満神社チシャ ノ キ 市 天記 平成 22 年 4 月 20 日 志津川

69 向井古墳 市 史跡 平成 26 年 11 月 26 日 樋口

写真2－１ 　 三島神社本殿

写真2－３ 　 オキチモズク

写真2－2　 北吉井のビャ ク シン

写真2－４ 　 川上神社古墳出土遺物

番号 名称 登録 区分 種別 登録年月日 所在地

1 除ヶ の堰堤 国 有形 建造物 平成 13 年 8 月 28 日 山之内

表２ －２ 　 東温市内登録文化財一覧
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図２ －２ 　 東温市内指定文化財位置図
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図２ －３ 　 自然公園範囲図

図２ －４ 　 東温市内国有林・ 保安林位置図（ 環境アセスメ ント データ ベースを基に作成）
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第３ 章　 自然名勝の調査

第１ 節　 調査の方法

本調査を実施するにあたり 、 当市では過去に自然名勝を対象と し た総合調査を実施し た事

例がないこ と から、 １ 次調査と し て市内にある自然名勝及びそれに関連するも のを総合的に

抽出するこ と と し た。 こ の調査には、 旧重信町及び旧川内町が刊行し た町誌関連資料や、 伊

予史談会が翻刻し た『 愛媛面影』 及び『 予陽群郷俚諺集・ 伊予古蹟志』 の「 周布郡」、「 温泉郡」、

「 浮穴郡」 の項や、『 伊予国地理図誌（ 東予）』 及び『 伊予国地理図誌（ 中・ 南予）』 などの文

献資料や、 地元住民から の聞き 取り 調査を基に旧大字ごと に自然名勝の抽出を行っ た。

その後、 調査方法を 委員会で検討を 進める 中、 東温市の自然名勝地は市内の中央を 流れ

る １ 級河川「 重信川」 やその支流、 市の南部に連なる 皿ヶ 嶺連峰やそこ から 流れ出る 水な

どによ り 形成さ れた渓谷や滝などがある こ と に注目し 、「 水」 と の関連や繋がり を 持つ計

30 箇所を 対象に基礎調査を 実施し た。

表3－１ 　 1次調査にて抽出し た自然名勝

番号 名称 よみ 地区 分類 備考

1 滑川渓谷 なめかわけいこく 明河 峡谷、 渓流 市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

2 唐岬の滝 から かいのたき 河之内 瀑布 市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

3 白猪の滝 し ら いのたき 河之内 瀑布、 渓流 市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

4 雨滝 あまたき 河之内 瀑布、 深淵

5 阿歌古渓谷 あかごけいこく 山之内 渓谷

6 御来光の滝 ごら いこ う のたき 井内 瀑布

7 琴の滝 こ と のたき 井内 瀑布

8 水神の滝 みずがみのたき 井内 瀑布

9 風穴 かざあな 上林 その他

10 白糸の滝 し ら いと のたき 上林 瀑布

11 除ヶ の堰堤 よけのえんてい 山之内 築堤 国登録有形文化財（ 平成 13 年 8 月 28 日）

12 菖蒲堰分水工 しょ う ぶぜきぶんすいこう 山之内 その他

13 北方鉱泉 きたがたこ う せん 北方 その他

14 二本松泉 にほんまついずみ 樋口 湧泉

15 お吉泉 おきちいずみ 吉久 湧泉 国指定天然記念物「 オキチモズク 発生地」

16 柳原泉 やなぎはら いずみ 見奈良 湧泉

17 三ヶ 村泉 さ んかそんいずみ 田窪 湧泉

18 龍沢泉 たきざわいずみ 牛渕 湧泉

19 森ノ 木泉 も り のきいずみ 下林 湧泉

20 野中泉 のなかいずみ 南野田 湧泉

21 大割泉 おおわり いずみ 北野田 湧泉

22 野津合泉 のつごいずみ 北野田 湧泉

23 瞽女石 ごぜいし 上林 岩石

24 山椒ヶ 崖 さ んし ょ う がだけ 南方 岩石

25 鎌倉堂 かまく らどう 則之内 その他 正岡子規観瀑に関連

26 窪野淵 く ぼのふち 河之内 瀑布、 岩石

27 見奈良霞 みなら かすみ 見奈良 築堤

28 井口霞 いぐちかすみ 牛渕 築堤

29 開発霞 かいはつかすみ 上村 築堤

30 南野田霞 みなみのだかすみ 南野田 築堤
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No.1

名　 称 滑川渓谷 なめかわけいこ く

地　 区 明河

分　 類 峡谷、 渓流

市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

No.3

名　 称 白猪の滝 し らいのたき

地　 区 河之内

分　 類 瀑布、 渓流

市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

No.2

名　 称 唐岬の滝 から かいのたき

地　 区 河之内

分　 類 瀑布

市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

No.4

名　 称 雨滝 あまたき

地　 区 河之内

分　 類 瀑布、 深淵

No.5

名　 称 阿歌古渓谷 あかごけいこ く

地　 区 山之内

分　 類 渓谷

No.6

名　 称 御来光の滝 ごら いこ う のたき

地　 区 井内

分　 類 瀑布
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No.7

名　 称 琴の滝 こ と のたき

地　 区 井内

分　 類 瀑布

No.9

名　 称 風穴 かざあな

地　 区 上林

分　 類 その他

No.11

名　 称 除ヶ の堰堤 よけのえんてい

地　 区 山之内

分　 類 築堤

No.8

名　 称 水神の滝 みずがみのたき

地　 区 井内

分　 類 瀑布

No.10

名　 称 白糸の滝 し ら いと のたき

地　 区 上林

分　 類 瀑布

No.12

名　 称 菖蒲堰分水工 し ょ う ぶぜきぶんすいこ う

地　 区 山之内　

分　 類 その他
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No.13

名　 称 北方鉱泉 き たがたこ う せん

地　 区 北方

分　 類 その他

No.15

名　 称 お吉泉 おき ち いずみ

地　 区 吉久

分　 類 湧泉

No.17

名　 称 三ヶ 村泉 さ んかそんいずみ

地　 区 田窪

分　 類 湧泉

No.14

名　 称 二本松泉 にほんまついずみ

地　 区 樋口

分　 類 湧泉

No.16

名　 称 柳原泉 やなぎはら いずみ

地　 区 見奈良

分　 類 湧泉

No.18

名　 称 龍沢泉 たつさ わいずみ

地　 区 牛渕

分　 類 湧泉
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No.19

名　 称 森ノ 木泉 も り のき いずみ

地　 区 下林

分　 類 湧泉

No.21

名　 称 大割泉 おおわり いずみ

地　 区 北野田

分　 類 湧泉

No.23

名　 称 瞽女石 ごぜいし

地　 区 上林

分　 類 岩石

No.20

名　 称 野中泉 のなかいずみ

地　 区 南野田

分　 類 湧泉

No.22

名　 称 野津合泉 のつごいずみ

地　 区 北野田

分　 類 湧泉

No.24

名　 称 山椒ヶ 崖 さ んし ょ う がだけ

地　 区 南方

分　 類 岩石
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No.25

名　 称 鎌倉堂 かまく ら どう

地　 区 則之内

分　 類 その他

No.27

名　 称 見奈良霞 みなら かすみ

地　 区 見奈良

分　 類 築堤

No.29

名　 称 開発霞 かいはつかすみ

地　 区 上村

分　 類 築堤

No.26

名　 称 窪野淵 く ぼのふち

地　 区 河之内

分　 類 瀑布、 岩石

No.28

名　 称 井口霞 いぐ ち かすみ

地　 区 牛渕

分　 類 築堤

No.30

名　 称 南野田霞 みなみのだかすみ

地　 区 南野田

分　 類 築堤
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２ 次調査では、 １ 次調査で抽出さ れた 30 箇所の自然名勝の中から 、 風致景観の良好な

も のや、 特徴的な性格を 持つも のについて抽出を 行い、 13 箇所の自然名勝を 選定し た（ 表 

２ ）。 さ ら に委員会では、 こ の 13 箇所の中よ り 特に重要と 認めら れる も のを「 重要名勝」

と し て選定し 、 詳細調査を 実施し た。 選定さ れたのは市指定名勝「 滑川渓谷」、 市指定名

勝「 白猪の滝」 の２ 個所である 。「 滑川渓谷」 は久万層群と 呼ばれる 地層が流水によ る 侵

食を 受け形成さ れた渓谷である 。 渓谷内には本来の地質的な特徴と 侵食作用によ る独特な

風致景観を 併せ持つこ と が評価さ れた。「 白猪の滝」は現地の景観や、厳寒期の氷瀑の様子、

明治期に正岡子規や夏目漱石が観瀑のため訪れ、 俳句を 残し ているこ と から 人文的な要因

を 含め評価さ れた。 こ れら の自然名勝については、 流域範囲を 把握する ための現地調査や

周辺の詳細についての調査、 川幅などの測量調査等を 実施し た。 また、 重要名勝には選定

はさ れなかっ たが、 上林地区の「 風穴」 も 、 夏季には岩の間から 冷気が噴き 出すこ と など

が特徴的である と 評価さ れ、 周辺を 含めた簡易測量を 令和５ 年度に実施し た。

２ 次調査の選定においては、 こ の他にも 重信川に残る４ 個所の霞堤について議論がなさ れ

た。 霞堤は江戸期に足立重信により 行われた河川改修で造ら れた堤防であり、 人工的な要因

を含むも のである。 現在重信川上流から 下流域に残る霞堤は９ 箇所あるが、 松山市域に該当

する下流域の５ 箇所は、 今後重信川護岸工事等により 消失する見込みと なっ ており、 将来的

には東温市域の４ 箇所のみと なっ てし まう 。 こ の点を含め協議を行っ た結果、 江戸期に築か

れた霞堤は、 重信川の風致景観を形成するひと つの要因である共に、 地域の歴史を理解する

上でも 重要なも のであると 評価さ れ、 ４ 箇所の霞堤を「 重信川の霞堤」 と し て２ 次調査の対

象に選定し た。

なお、 ２ 次調査の対象と し た自然名勝の６ つの滝のう ち 、 特別名勝と し て選定し た「 白

猪の滝」 を 除く 「 唐岬の滝」、「 御来光の滝」、「 琴の滝」、「 水神の滝」、「 白糸の滝」 の滝は、

立地的要因から 「 皿ヶ 嶺連峰北壁の滝群」 と し てまと めて報告し た。

表３ －２ 　 ２ 次調査にて抽出し た自然名勝

番号 名称 地区 分類 　 備考　 　

1 滑川渓谷 明河 渓谷、 渓流 市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

2 白猪の滝 河之内 瀑布、 渓流 市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

3 風穴 上林 その他

4- ① 唐岬の滝 河之内 瀑布 市指定名勝（ 昭和 38 年 4 月 1 日）

4- ② 御来光の滝 井内 瀑布

4- ③ 琴の滝 井内 瀑布

4- ④ 水神の滝 井内 瀑布

4- ⑤ 白糸の滝 上林 瀑布

5 雨滝 河之内 瀑布、 深淵

6 窪野淵 河之内 瀑布、 岩石

7 山椒ヶ 崖 南方 岩石

8 阿歌古渓谷 山之内 渓谷

9 重信川の霞堤 見奈良・ 牛渕・ 上村・ 南野田 築堤
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図3－１ 　 2次調査で抽出し た自然名勝位置図
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第２ 節　 調査対象地の報告

1． 滑川渓谷（ なめかわけいこ く ）

　 　 地　 　 　 区　  東温市明河（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　  経度 133° 0′52″

　 　 　 　 　 　 　 　  緯度  33 °45′59″

　 　 分　 　 　 類　 　  峡谷、 渓流

　 　 文化財指定　  市指定名勝（ 昭和 38 年４ 月１ 日指定）

（ １ ） 渓谷の位置等

滑川渓谷は東温市南東部の明河地区の海上と 呼ばれる 集落を 抜けた先にある 渓谷であ

る 。 渓谷が所在する 明河地区は、 東は西条市、 南は久万高原町と 接する 場所で、 同地区か

ら 東は東予地方と 呼ばれる 地域と なる。 滑川は、 ２ 級河川中山川の支流で渓谷の奥の青滝

山及び黒森山を 源と し 、 明河地区の北に隣接する 滑川地区を 南から 北へと 流れ、 落出と 呼

ばれるあたり で土谷川と 合流し た後、 中山川へ合流する 。 その後中山川は道前平野を 東流

し 瀬戸内海の燧灘へと 注いでいる。 渓谷の長さ は約１ ㎞、 川幅は約 6.5 ｍから 約 34m を

測り 、上流の奥の滝から 下流の塩嶽までの高低差は約 140m と なる。 渓谷へのアク セスは、

市内中心部から 国道 11 号を 東に進み、「 桜三里」 と 呼ばれる峠道の途中から 滑川と 並行し

て走る県道 302 号（ 皿ヶ 嶺公園滑川線） に入る 。 県道を ６ ㎞ほど進むと 海上の集落に到着

する 。 渓谷への入口は、 海上橋から 約 300 ｍのと こ ろ にある 遊歩道から 「 塩嶽」 付近に向

かう ルート と 、県道 302 号の終点と なる 地点から「 前の滝」 と 呼ばれる 滝付近に向かう ルー

ト の２ 箇所があり 、 渓谷内の川底を 散策するこ と ができ る 。

本渓谷は皿ヶ 嶺連峰県立自然公園の東部に位置し ており 、 渓谷の中央から 上流部は普通

区域、 中央から 下流は第 1 種特別区域に指定さ れている 。 こ の県立自然公園は昭和 42 年

１ 月 25 日に指定さ れた地域で、 西日本最高峰である 石鎚山を はじ めと する 石鎚山系西部

に位置する 標高 1,271 ｍの皿ヶ 嶺を 中心と し 、 東西約 16㎞にわたっ て連なる山々と 山麓の

一部 3,095ha が面積と な る 。 その範囲は東温市と 久万高原町の境界部を 中心に、 松山市、

砥部町、 伊予市の一部を 含むも ので、 皿ヶ 嶺連峰の山岳、 森林の景観と 山麓一帯の渓谷美、

人口湖、 瀑布などの特異な展望景観が特色と し て挙げら れており 、 滑川渓谷はこ の自然公

園を 代表する渓谷と なっ ている 。

ま た、 平成２ 年（ 1990） には愛媛県によ り 愛媛自然百選「 水環境 46 滑川渓谷」、 平成

15 年３ 月にえひめ森林浴八十八カ 所の 55 番に、 平成 27 年（ 2015） には、 四国地方整備

局及び四国運輸局によ る 四国八十八景実行委員会により 「 62 自然が創り 出し た芸術の世

界 滑川渓谷」 と し て選定を 受けている 。
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（ ２ ） 渓谷の範囲

令和４ 年度に滑川渓谷の範囲について検

討を 行う ため、 伊予鉄道バス停「 海上」 か

ら 滑川渓谷源流ま で の約 1.8㎞の踏査を 実

施し た。 踏査では源流部に近い上流部では

流れが２ つに分かれていた。 本流は源流部

に近づく ほど 大き な転石によ り 河床が埋め

尽く さ れており 、 左岸側よ り 合流する 支流

では、 いく つかの滝を 確認し たが、 こ れら

に近づく こ と は困難な状況であっ た。 また、

下流部側では、 下流側入り 口よ り 下流に支流と の合流点がある 。 そこ から 海上橋までの流

路は、 地積での調査から 現流路は「 用悪水路」 と し て記載さ れており 、 現在畑地等と なっ

ている河川西側が「 流路」 と なっ ている こ と を 確認し た。 こ れについては、 当時こ の地区

の国土調査を 担当し た職員より 、 地元住民から 「 年代は分から ないが、 災害で川の流れが

変わっ たこ と を 聞いた。」 と の情報を 得るこ と ができ た。 また、『 川内町誌』 第 3 部第１ 篇

第５ 章変災の章には「 明治 35 年（ 1902） 大雨あり 洪水と なっ て海上に山崩れあり 田畑橋

梁多数流失し た。」「 大正７ 年（ 1918） 洪水、山崩れあり 海上山、田畑の流出等の損害甚大。」
1） と 記録さ れており 、 こ のいずれかの災害で流路が変更と なっ た可能性が考えら れる。

こ れら のこ と から 、 渓谷と し ての様相が保たれているこ と 、 人が現地へ到達でき る こ と

等を 踏まえ、 委員会で協議し た結果、 滑川の約１ km 区間及びそれに関連する 周囲を 「 滑

川渓谷の範囲と するこ と と し た（ 図３ －２ ）。」

なお、 近年の災害は、 平成 11 年（ 1999） 年９ 月 14 日から 15 日にかけて襲来し た台風

16 号によ る 豪雨によ る も ので、 上流から 多数の転石や流出が生じ 河川内の様相が変わっ

ている。

（ ３ ） 渓谷の成り 立ち

滑川渓谷は、 流水によっ て形成さ れた礫岩層や砂岩層、 泥岩層から 成る。 こ の堆積物か

ら は植物化石が見いださ れており 、後述する よ う に半井梧菴（ 1813 － 1889） が編集し た『 愛

媛面影』（ 1866） に木葉石と し て、 ま た、 塩嶽の「 白い物質」 が産する こ と が紹介さ れて

いる 。 すなわち 、 江戸時代後期には、 滑川が他では見る こ と のでき ない場所であるこ と が

認識さ れていた。 も ちろ ん、 こ れら の地質学的な解釈は以後の地質調査を 待つし かなかっ

た。 明治以降、 富国強兵の一環と し て地質図作り と 地下資源探査の調査が入り 、 こ の地に

は層状含銅硫化鉄鉱床 ( キースラ ーガー ) を 産する 三波川変成岩類や上位に礫岩層や砂岩

層、 泥岩層、 火山岩類が分布し ている こ と が明ら かになっ た。 こ れら の堆積物や火山岩類

は、 地質図に石鎚山第三系 ( 中新層 ) と し て示さ れている。 戦後には、 愛媛大学の永井浩

三教授によ っ て松山市近傍に分布する こ の石鎚山第三系の研究が精力的に行われ、 下部の

久万層群と 上部の石鎚層群と に分けら れた。 さ ら に、 久万層群は下部の二名層と 上部の明

神層と に区分さ れ、 二名層から は二枚貝やサン ゴ、 カ キ、 サメ の歯、 石灰藻、 そし て堆積

写真3－１ 　 海上橋から 見た滑川
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凡例

滑川渓谷の範囲
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図3－２ 　 滑川渓谷範囲図
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の時代を 決定でき る 有孔虫化石が見出さ れ、 二名層の堆積し た時代を 中期始新世である と

し た。 二名層は三波川変成岩由来の礫岩を 主体と し 砂岩を も 有する 海成層である 。 一方、

明神層は、 中央構造線の北側に分布する 和泉層群や花崗岩由来の砕屑物 ( 礫岩や砂岩、 泥

岩 ) から なり 、 後期始新世の植物化石を 含んでいると さ れた ( 永井、 1972) 。 し かし 、 化石

の産出する 二名層は、 久万高原町の二名地域に限ら れ、 他から は見いだせないこ と 、 さ ら

に後期始新世と さ れた明神層の化石は前期中新世から 中期中新世のも のと さ れ、 堆積の時

代が見直さ れ地層名の変更があっ た ( 成田ほか、 1999）。

こ こ では、 二名層については堆積の時代には触れないう え、 滑川の明神層についての議

論と なる ので、 従来通り の地層名を 使う こ と と する。

河川と し ての滑川においては、 下流 ( 北側 ) から 上流 ( 南側 ) へと 三波川変成岩類 ( 三波川

結晶片岩類 ) が分布し 、 伊予鉄バス停「 海上」 付近の西側の河床において三波川変成岩類の角

礫から 成る礫岩層を観察するこ と ができ る。 こ の堆積物をこ れまで二名層と し てき たが、 化

石が出ないので、 二名層かどう かは不明である。

そし て、 こ の上流に和泉層群など北方 ( 中央構造線の北側 ) 由来の砕屑物から 成る 礫岩

層、 砂岩層、 泥岩層の累重し た地層が分布する 。 こ れが明神層である 。 泥岩層や砂岩層か

ら は植物化石 ( 木葉石 ) が産出する 。 明神層を 構成する 砕屑物は、 既に述べたよ う に中央

構造線の北側から 供給さ れたも のである 。 なぜ北側から 礫や砂が供給さ れたと 判断し たの

か。 その根拠は 2 つある。 1 つは、 滑川渓谷にある 礫岩層の構成礫種は砂岩が主体で、 泥

岩や花崗岩を 混える 円礫である こ と 。 こ れら の礫は、 中央構造線の北側の領家帯に分布す

る 和泉層群や領家花崗岩類由来のも のである。 も う 1 つは、 礫岩層の断面に、 細長い礫が

地層面に対し 「 ＼」 のよ う に斜めに堆積し ている こ と である ( 図 3 － 4)。 こ のよ う な堆積

( イ ン ブリ ケーショ ン ) を する のは、 水の流れが右から 左へと 流れたから である 。 こ の手

法から みていく と 、滑川渓谷では、渓谷を 形成し ている 礫岩層の礫は、現在の滑川下流 ( 北 )

側から 上流 ( 南 ) 側へ流れていたと 判断でき る 。

すなわち 、 滑川渓谷の地層が堆積し た時代は、 現在と は違っ て北側が地形的に高く 、 南

側が低かっ たと みら れそのために、 中央構造線の北側にある 和泉層群由来の砂岩や泥岩、

領家花崗岩類が河川によ っ て運搬さ れてき たのである 。 こ う し た地形配置によ り 、 今日の

明神層は現在の久万高原町にまで広く 堆積、 分布し ている 。 こ れに因み、 旧地名の久万町

から 「 久万層群」、 さ ら に町内にある 地名の二名から 「 二名層」、 明神から 「 明神層」 と 命

名さ れたのである 。

さ て現在の滑川の地形は南側が高く 、 北側が低く なっ ているため、 河川は北へ流れてい

る 。 滑川渓谷を 造る 礫岩層などの堆積面 ( 層面 ) を 見る と 、 10 度内外の北傾斜である。 も

と も と 水平に堆積し たも のが今日では 10 度ほど南側が上昇し ており 、 こ れは石鎚山山脈

―皿ヶ 嶺連峰の上昇、 すなわち、 中期中新世 (1,500 万年前頃 ) の石鎚火成活動に起因する

も のと 判断さ れる 。永井浩三は、石鎚山系の形成過程について図3－3のよ う に考えている 。

こ のよ う に、 南側の地形の上昇し たこ と がよ り 地形の逆転が起こ り 、 南から 北へと 、 す

なわち 砕屑物の供給地であっ た中央構造線の北側へと 砂礫が運び返さ れている のであ る 。

滑川渓谷は 10 度内外の地層面 ( 層面 ) に平行に水が流れ、 川底は平滑である 。 ただし 、 平

滑と はいえ、愛媛県南予 ( 松野町 ) の花崗岩より 成る滑床渓谷と は異なり 、滑り 台やウオー
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タ ースラ イ ダーと し ての機能を 持ち 合わせてはいない。 川底は断層や節理によ る 小滝や甌

穴 ( かめ穴 ) が発達し 、 また切り 立っ た両岸の侵食に弱い泥岩層や砂岩層が流水に穿たれ、

人が潜り 込むこ と のでき る ノ ッ チが形成さ れている。

水の流れ
上流下流

図3－４ 　 イ ンブリ ケーショ ン 写真3－2　 イ ンブリ ケーショ ンが確認できる層面

図3－3　 石墨山系の形成過程模式図（『 川内町新誌』より 転載）
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（ ４ ） 滑川渓谷の名称の由来等

滑川渓谷の名称は、『 川内町新誌』 には一枚

岩の上を 滑ら かに流れていると こ ろ に、 由来し

ている と 記さ れている 。 昭和 43 年刊行の『 続

川内町誌』 には名所旧跡と し て「 汐嶽、 滑床」、

町指定文化財の一覧に「 滑川渓谷」 と し て記載

さ れている が、それ以前の文献には「 滑川渓谷」

の記載は見ら れない。 ただ、 滑川渓谷の入口に

は「 林道滑床線終点」 と 書かれた杭が残っ てい

る こ と から 、 古く は「 滑床」 と 呼ばれていた可

能性がある。 し たがっ て、 現在の「 滑川渓谷」

の呼称が定着する よ う になっ たのは、 昭和 38 年４ 月１ 日に川内町の名勝「 滑川渓谷」 と

し て指定を 受けたこ と が契機と なっ たも のと 考えら れる 。

ま た、 渓谷内の特徴的な 箇所には呼称が付けら れて おり 、 渓谷の特徴や散策する 際の

見どこ ろ と も なっ ている 。 それら は、「 塩
し おだけ

嶽」、「 前
ま え のた き

の滝」、「 龍
り ゅ う のお

の尾」、「 千
せんじ ょ う がわら

畳川原」、「 蓑
みのぶち

淵」、

「 熊
く ま のつ め

の爪」、「 犬
い ぬ く ぐ り

く ぐ り 」、「 龍
り ゅ う のはら

の腹」、「 奥
お く のた き

の滝」 と 呼ばれている 。

こ れら の呼称については、文献によ る調査を 実施し た結果、江戸時代後期に記さ れた『 伊

予古蹟志』 に「 塩嶽」 の記載が見ら れ、昭和 36 年刊行の『 川内町誌』 には「 汐嶽」 と 「 奥

の滝」 の名が紹介さ れているのを 確認し た。 その他については、 地域住民の聞き 取り でも

成果を 得る こ と ができ なかっ た。 そのため、 調査する 文献の対象を 拡大し た結果、 名称や

所在地の記載が見ら れたのは、 愛媛大学山岳会が昭和 48 年に刊行し た『 愛媛の山と 渓谷

中予編』 の「 滑川渓谷要図」 3） 中で、「 奥の滝」、「 龍の腹」、「 犬く ぐ り 」、「 龍の尾」、「 中の滝」、

「 前の滝」、「 塩ケ嶽」 が確認でき た。 こ の点から 、 昭和 40 年代には渓谷内の特徴的な箇所

に呼称が付けら れたも のと 考えら れる 。 ただ、「 蓑淵」「 熊の爪」などの名称は見受けら れず、

「 前の滝」 と 呼ばれる 箇所が「 中の滝」、「 前の滝」 がその下流部、「 塩嶽」 は「 塩ヶ 嶽」 と

さ れ現在と は異なるも のも みら れた。 また、「 千畳川原」 は昭和 59 年刊行の『 川内町の文

化財』 でその名を 見る こ と ができ た。 し たがっ て、 渓谷内に付けら れた呼称は「 塩嶽」 を

除き 比較的新し いも のであり 、 それら が定着し 現在に至っ ている も のと 考えら れる。

なお、 固有の名称の他にも 、 地元住民は渓谷内に見ら れる 甌穴のこ と を、 馬の足跡の

よ う に見えるこ と から 「 駒の足跡」、 本渓谷の特徴のひと つである 河床のこ と を 「 ナメ ラ 」

や「 ナベラ 」 と 呼んでいる 。 こ れら の名所は、 一部河床内を 通る こ と にはなる が、 下流の

塩嶽から 上流の奥の滝まで、 遊歩道や梯子、 木製の橋などが整備さ れている 。 遊歩道は渓

谷沿いを 通る左岸側のルート と 、 熊の爪から 県道 302 号の終点の入り 口への近道と なる 左

岸のルート があり 、 渓谷内を 約１ 時間から ２ 時間程度で巡る こ と ができ る。

写真3－3　「 林道滑床線終点」と 書かれた標柱
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図3－5　 滑川渓谷ガイ ド（ 東温市観光物産協会作成）

（ ５ ） 渓谷の風景地

滑川渓谷へのアク セスは、 下流部の塩嶽へ向けて入る 道と 県道 302 号の終点から 入る ２

つの道がある。 近年はト イ レ や民間の駐車場が整備さ れた関係も あり 、 後者で渓谷に入る

場合がほと んどである。 渓谷の内部には、 侵食作用によ る 形状や特徴などから ９ 箇所に個

別の名称が付けら れ、 下流側から 「 塩嶽」、「 前の滝」、「 龍の尾」、「 千畳川原」、「 蓑淵」、「 熊

の爪」、「 犬く ぐ り 」、「 龍の腹」、「 奥の滝」 と 呼ばれており 、 渓谷内には、「 千畳川原」 を

除いて、 名所に関する案内板が設置さ れている 。 なお、 こ れら の風景地の名称は資料によ

り 標記が異なる も のも ある が、 本報告書においては旧町誌及び旧町にて刊行さ れた資料な

どを 基と し た。

なお、 図 3 － 5 の『 滑川渓谷ガイ ド 』 は東温市観光物産協会が平成 24 年度に作成し 、

現在公開し ている も のである。
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１ ． 塩嶽（ し おだけ）

塩嶽は、 案内板のある下流側の入り 口から 進み、 橋を 渡っ た場所にある。 渓谷の下流部

右岸側に位置し ており 、 右岸は下部が水流によ り 抉ら れノ ッ チ状と なっ ている 。 現在の河

川と は約３ ｍの高低差があるが、 塩嶽の右岸下部が水流による 侵食を 受けた後、 水流が年

月を かけて河床の侵食を 続けたこ と で生じ たも のである 。

こ の塩嶽の名称は右岸の窪みで白い粉末が噴出する と こ と に由来する。 こ の白い粉末

は塩だと 言われ、 特に旧暦の朔（ １ 日） と 望（ 15 日） には噴出量が多く なる と 伝えら れ、

５ 社の祠が置かれて塩滝神社が祀ら れている。 こ の他にも 、 祠から 南に少し 離れた位置に

は如意輪観音菩薩が安置さ れ、 西国三十三箇所川内霊場 13 番霊場と なっ ている 。 右岸北

側には、 常夜灯の竿石のみが残さ れている 。

写真3－6　 西国三十三箇所川内13番霊場写真３ －5　 塩嶽に祀ら れた祠

写真３ －4　 塩嶽
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また、 こ の塩嶽では昭和 14 年に雨乞い行事が行われており 、『 川内町新誌』 にその状況

が記載さ れているので、 こ こ に追記する 4）。

『 滑川海上の塩嶽で今から 50 年く ら い前、不思議な現象が起きたと 今に伝えら れている。

時は昭和 14 年 (1939 年 ) こ の年は日照り 続きで困っ た年であっ た。 こ の年の７ 月５ 日から

21 日までの 17 日間、 夏の暑い日照り で畑作物などに旱害が出始めた。

そこ で百姓たちは集まっ て相談の上、 雨乞い祈願をし よう と いう こ と になり 、 梅藪の組

も 加わり 塩嶽さ んの広場に集まり 、 雨乞いを始めるこ と になっ た。 宇野市蔵さ んが神主と

なっ て拝んだが祝詞がのべら れない者は、 ただみんなについて頭を下げ、 雨を降ら し てく

れるよう お願いをするだけであっ た。 居並ぶ面々が相談し て宇野さ んだけに拝んでも ら っ

たのでは効果も 少ないから 、 ほかの参加者は太鼓に合わせてお不動尊を拝も う と いう こ と

になっ た。 それから と いう も のは、「 ナウマク サンマンダ、 バサラ ンダン、 センダン、 マ

カ ヨ シヤダ、 ソ ヤタ ヤウンタ ラ タ 、 カ ンマン」 と 合唱するこ と を 繰り 返し 、 10 日余り 続

けたけれども 雨は降ら ず、 さ すがにみんな疲れ果て、 広場に敷いたむし ろの上でう つら う

つら し ている時であっ た。 突然誰かが「 アリ ヤリ ヤ、 水が出かけたぞ！」 と 大きな声を上

げた。 みんなその声にびっ く り し て目を開けてみた。 すると 何と いう こ と であろう か、 あ

の塩嶽の崖の下の奥は、いく ら 雨が降っ ても ぬれるこ と がないのに、水がにじ み出ている。

そし てこ れが一時間も 続いて、 敷いていたムシロのく ぼみはみんな濡れてし まう ほど水が

たまっ たのである。

「 やっ ぱり 神様が聞き 届けてく ださ っ たんじ ゃ、 も う すぐ 雨が降るぞ」 と 口ぐ ちに天を

仰いで一同は喜んだが、本当に雨が降っ たのはそれから ４ 、５ 日後の 21 日であっ たと いう 。』

『 川内町新誌』 より 抜粋

写真3－7　 塩嶽の下流
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２ ． 前の滝（ まえのたき ）

前の滝は、 県道 302 号の終点、 渓谷の入り 口から 約 40 ｍ進むと 左に見える 、 落差約６

ｍの３ 段の滝である 。『 愛媛の山と 渓谷』 では「 中の滝」 と し て記載さ れていた。 砂岩及

び礫岩が流れによ る 侵食により 形成さ れた滝であるが、 なだら かな段の形状と なっ ている

こ と から 、 水の流れも 穏やかなも のと なっ ている。 河床には長軸が約３ ｍ、 短軸が 1.5 ｍ

の甌穴が形成さ れており 、 上流から 下流が長軸と なる 。 渓谷の入り 口にある こ と から 「 前

の滝」 の名称が付けら れたと 考えら れる 。

前の滝の右岸壁では、 地層の堆積状況を 観察する こ と ができ る が、 さ ら にこ の壁面と 河

床では貫入岩も 確認でき る。 こ の貫入岩は安山岩で、 1,500 万年前の石鎚山系の火山活動

によ るも のである 。 マグマが地下深く よ り 上昇し 、 堆積し ていた礫岩、 砂岩、 泥岩の層を

貫入し 固まっ たも ので、 幅１ ｍ～ 1.5 ｍの岩脈がほぼ東西に走っ ている 。

写真3－9　 甌穴

写真3－8　 前の滝

写真3－10　 前の滝下流の貫入岩
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３ ．千畳川原（ せんじ ょ う がわら ）

千畳川原は前の滝の上流に広がる 河床であり 、 県道 302 号終点の渓谷の入り 口から 訪れ

た人々が、 まず目にする のがこ の場所と なる。 河岸では春から 夏には緑、 秋にはカ エデや

モミ ジの紅葉、 冬には雪で彩ら れ、 氷の渓谷と 四季折々の異なる 風景を 楽し むこ と ができ

る 。『 愛媛の山と 渓谷』 や『 川内町新誌』 では「 中滑床」 と の表記も 見ら れる 。

砂岩や礫岩の一枚岩を 流水が磨き 続けたこ と により 、 河床は天然のモザイ ク 模様と なっ

ており 、 渓谷を 代表する 景観のひと つと なっ ている 。 その範囲は幅約 20 ｍ、 長さ 約 100

ｍにも 及ぶ。 流れの深さ は浅く 、 通常は２ ～３ cm 程度でゆる い傾斜である こ と も あり 緩

やかな流れと なっ ている 。 地元の住民は「 ナメ ラ 」 若し く は「 ナベラ 」 と 呼んでいる 。 渓

谷の河床は基本的にこ の「 ナメ ラ 」 と 呼ばれる も のと なる が、 河床が最も 広い範囲で露出

し た景観を 作り 上げている こ と から 「 千畳川原」 の名称が付けら れたと 考えら れる。

また、 千畳川原の上流部の河床には、 取水用の施設１ 基が設置さ れている。

写真3－12　 千畳川原（ 上流より ）

写真3－11　 千畳川原（ 下流より ）

写真3－13　 千畳川原の取水口



４ ． 龍の尾（ り ゅ う のお）

龍の尾は、 千畳川原の上流、 右岸約 20 ｍを 指す。 右岸壁の下部は、 柔ら かい泥岩層が

水の侵食により 抉ら れる こ と でノ ッ チ状と なっ ている 。 左岸壁の下部も 同様に抉ら れてい

る が、 右岸側の侵食が顕著と なっ ている 。 こ れは、 北西方向に流れていた川の流れが、 龍

の尾から 北東へ変わるこ と によ り 、 水の流れが右岸側へ膨ら んだこ と による も のである 。

壁面には砂岩や礫岩などの堆積を 観察するこ と も でき 、 抉ら れた下部の泥岩層の一部で

は、 厚さ 約３ ㎝の炭化層を 確認するこ と ができ る 。 抉ら れた下部は、 大人が横になり 入る

こ と ができ る程のスペースがある 。 こ の右岸を 離れて見る と 、 下部が抉ら れたこ と によ り

丸みを 帯びた形状と なっ ている 。 こ れに加え、 壁面に見える礫岩や砂岩の地層や、 壁面を

流れる水分などで色の濃淡が生まれており 、 独特の風合いと なっ ている 。 こ のため、 形状

や色などから こ の壁面を 龍の体に見立てて「 龍の尾」 の名称が付けら れたも のと 考えら れ

る 。

また、 龍の尾は厳寒期になると 上から 滴り 落ちる水滴が凍結し 、 壁一面に氷柱やつら ら が

連なる景色を作り 出す。 渓谷の入口に近いこ と も 合わせ、 滑川渓谷の冬を代表する場所のひ

と つと なっ ている。

写真3ー14　 龍の尾

- 56 -
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５ ． 蓑淵（ みのぶち ）

蓑淵は渓谷のほぼ中央に位置し ている 。 右岸側の河床に形成さ れた直径約３ ｍ、 深さ 約

２ ｍの甌穴で、 その深さ から 水は青みを 帯びているよ う に見える 。 甌穴はかめ穴やポッ ト

ホールと 呼ばれる 、 河床や河岸の岩石の表面にでき る 円形の穴のこ と で、 川の流れや窪み

に入っ た石などがその場所で渦を 巻く よ う に回転し 侵食するこ と で形成さ れる 。 こ の蓑淵

の上流は段状と なっ ており 、 その落差は約３ ｍである 。 落差が生じ た要因は渓谷を 横断す

る 形で走る 断層であり 、 その向き はほぼ東西と なる（ 写真 3 － 19）。 蓑淵はこ の断層で生

じ た落差から 流れ落ち る 水の侵食作用によ り 作り 上げら れた景観のひと つである 。 なお、

蓑淵の名称の由来は不明である 。

また、 蓑淵の西から 断層に沿う よ う に幅約 10㎝程度の溝が左岸に向けて掘削さ れてい

る 。 一部で黒色のパイ プが露出し ている こ と から 、 かつては蓑淵に溜まる 水を 生活用水と

し て取水するために利用し ていたも のと 考えら れる（ 写真 3 － 20）。

写真３ ー17　 厳寒期の龍の尾

写真３ ー15　 侵食を受けた右岸 写真３ ー16　 泥炭層
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写真３ ー19　 蓑淵の断層 写真３ ー20　 蓑淵の取水ホース

写真３ ー18　 蓑淵

６ ． 熊の爪（ く まのつめ）

熊の爪は、 渓谷の左岸よ り 流れ込む支流が、 滑川と 合流する 場所にある 。 流れが合流す

る 場所は、 滑川の侵食作用によ り 切り 立っ た壁と なっ ており 、 支流から 水が流れ落ち る 幅

は約 3.5 ｍ、 高さ 約５ ｍで、 普段の水量は非常に少ないが、 豪雨時などの水量が増し た時

には小さ な滝と なる 。 常に支流から 水が流れ落ち ている こ と で、 植物が定着し ておら ず岩

肌が露出し ている 。 また、 流水域は周囲よ り も 色濃く なっ ている こ と から 、 こ の部分が熊

の手の平に見立てら れ、 そこ から 流れ落ち る水や厳寒期にでき る つら ら などが爪に見える

こ と から 「 熊の爪」 の名が付けら れたと 考えら れる。
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また、「 熊の爪」 の前は、 滑川渓谷の左岸側を 通る 遊歩道と なっ ている こ と から 、 岩肌

を 間近に見るこ と も でき る 。

７ ． 犬く ぐ り （ いぬく ぐ り ）

犬く ぐ り は渓谷の左岸側に並ぶ２ つの巨石である。 川岸の壁面から 剥離し て落下し た礫

岩で、 その表面には樹木が生い茂っ ている こ と から 、 落下時よ り 動く こ と なく 時間が経過

し ている こ と が分かる。 東側の川岸に近い石の高さ が約６ ｍ、 西側の石の高さ が約５ ｍと

なる 。 ２ つの石は接し てはおら ず、 隙間を 空けて並んだ状態と なっ ている が、 見る角度に

よ り 石の下部に空間がある よう に見える 。 こ の犬く ぐ り の名は『 路線バスで行く ぶら り 滑

川の旅』（ 2018、 みんなの公共交通を 考える 会） によ る と 「 昔は岩と 岩の間が狭く 、 やっ

と く ぐ ら れるぐ ら いのひろ さ だっ たため「 犬く ぐ り 」の名がついた。 今は削ら れて広く なっ

ている。」 5） と も 記さ れている 。

８ ． 龍の腹（ り ゅ う のはら ）・ 奥の滝（ おく のたき ）

「 龍の腹」 及び「 奥の滝」 は別々の名称が付けら れている も のである が、 地形及び位置

的に同一箇所と なる ため合わせて記述する 。 こ の２ つの名所は、 滑川渓谷の上流に位置し

ており 、 渓谷最後のポイ ン ト と なっ ている 。 下流にある 「 犬く ぐ り 」 から 上流へと 進むと

傾斜がき つく なり 道がやや左へと 曲がる 。 こ こ から 、 本渓谷の特徴でも ある 独特の岸壁が

見ら れる よ う になる 。 こ の岸壁はほぼ垂直で、 下部に堆積する 柔ら かい砂岩及び泥岩層が

写真３ ー21　 熊の爪

写真３ ー23　 犬く ぐ り

写真３ ー22　 厳寒期の熊の爪

写真３ ー24　 犬く ぐ り の上に生える樹木
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水の侵食により 抉ら れノ ッ チ状と なり 、 壁の中段付近から 下部にかけて丸みを 帯びた形状

と なっ ている。 こ の形状は下流にある 「 龍の尾」 が水の侵食作用によ る 形成と 同様のも の

であるが、 規模や地層の色合い、 形状から 「 龍の腹」 と 名付けら れたと 考えら れる。

そし て、 こ の両岸が交わる 壁が交わる一番奥に落差約 8.5 ｍの滝「 奥の滝」 がある 。「 龍

の腹」 は河床から 地表面までの高さ 約 10 ｍ、「 奥の滝」 を 起点に右岸側が約 200 ｍ、 左岸

側は 45 ｍ下流へと 続いている。 下流の「 龍の尾」 と 形成さ れる 過程は同様である が、 比

較になら ない規模であり 、 近く で見る と 雰囲気に圧倒さ れる。

また、「 龍の腹」 のは南側に「 奥の滝」 と Ｕ 字状の形状と なっ ている、 川幅は約 20 ｍ、

約 10 ｍ上の岩壁に包ま れた様な空間と なっ て いる。 本渓谷で最も 特徴的な 場所であり 、

こ こ を 目的に訪れる 観光客も 多い。 また岩壁上の地表面は木々で覆われている ため、 日中

でも 薄暗く 深山幽谷の感を 深く し 、厳寒期には龍の尾同様、壁面から 滴り 落ち る水が凍り 、

見上げる 壁面に氷柱が連なる様は幻想的な情景と なる 。

なお、 左岸側の中程には土製の祠１ 基が祀ら れている が、 由来等は不明である 。

また、「 龍の腹」 下層にある 泥岩及び砂岩層は植物化石が含まれている こ と でも 知ら れ

ている。 龍の腹の河床には大小様々な転石が見ら れる が、 泥岩や砂岩には２ ～３ ㎝大の葉

や植物片の化石が含まれ、 容易に見出すこ と ができ る 場所でも ある。 かつては、 鑑定に耐

えう る葉の化石が産出し ていた。

写真3ー25　 奥の滝
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写真3ー27　 滝口から 見た龍の腹

写真3ー26　 龍の腹
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（ ６ ） 文献での滑川渓谷　

文献調査の結果、 本渓谷に関する記載が確認さ れる のは、 今治藩医であり 国学者であっ

た半井梧菴（ 1813 － 1889） によ る『 愛媛面影』（ 慶応２ 年（ 1866） 頃成立） の周敷郡（ 現

在の西条市及び東温市の一部） の章である 。 こ こ には「 木葉石　 我国木葉石を 出す所多し

明河山よ り 出る 物尤奇品なり 此石の出所ハ海上と いう 云所にてそこ に塩滝権現祠あり 祠前

に一石有て朔望にかなら ず潮の満干あり と 云傳へたり 甜て試る に鹹味あり と 由路も のがた

り き 」 6） と 示さ れている。 また、 西条藩士妻木某が紀州文士祇園南海（ 1677 － 1751） に明

河で採取さ れた木の葉の化石「 木葉石」 を 送っ たと こ ろ 、 南海が詩を 献じ 謝意を 示し た事

が記さ れている。 祇園南海は木葉石に関する 記文を 延享２ 年（ 1745） に記し ている。 本渓

谷に関し ては、 西条藩士妻木某と 祇園南海と の記載が現存する 資料と し て最も 古いも ので

ある と 考えら れる こ と から 、 少なく と も 江戸中期には本渓谷から 化石が採取でき る こ と が

知ら れていたこ と が窺える。

また、 松山藩士で儒者であっ た野田石陽（ 1776 － 1828） が文

政年間に編纂し た『 伊予古蹟志』 には、周布郡明河邑の項に「 危

岑之巓有一泉、 増減従海潮、 味亦鹹焉、 因名曰汐嶽」 と あり 、

明治 27 年（ 1894） に宮脇通赫（ 1835 － 1914） によ り 刊行さ れ

た『 伊豫温故録』 には、「 汐嶽　 明河村の一里十三町飛地字海上

に在り 繊沙凝結し て巖石と なり 高四尺餘横二十間はかり の巌窟

あり 其中繊沙巖下に墜下し 積も り て白色と なすこ と 恰も 食塩の

如く 土人よ つて塩と 稱し 月の朔望には殊に多く 堆積する と いふ」
6） と さ れ、「 塩嶽」 に関する 位置や、 塩が岩から 噴き 出すこ と の

事象に関する 記載を みる こ と ができ る 。 以上のこ と から 、 木の

葉の化石「 木葉石」 と 合わせ、 周敷郡を 代表する 場所と し て捉

えら れていたと 考えら れる 。

図3ー６ 　 半井忠見 (碧梧庵) 著『 愛媛面影』巻1.2 ,共耕社等,明8.3 . 国立国会図書館デジタ ルコ レク ショ ン
 https://dl.ndl.go.jp/pid/766428  (参照 2023-08-17)より 転載

写真3ー32　 久万層群植物化石

（ 滑川渓谷産）

愛媛県総合科学博物館蔵

https://dl.ndl.go.jp/pid/766428
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（ 7） 生活と の関わり

昭和 36 年刊行の『 川内町誌』 によ る と 、 滑川、 明河地区は山村部であっ たため水田は

非常に希少であり 、 傾斜地に粟、 稗、 と う も ろ こ し 、 大豆を 栽培し ていたと ある 。 江戸期

には茶、 楮、 煙草の栽培が始まり 、 明治期には三椏の栽培も 加わっ ている。 また、 大正期

に入ると 、山が地味肥沃であっ たこ と から スギやヒ ノ キの造林が盛んと なり 、終戦後には、

戦中の軍用材や木材の価格高騰によっ て伐採さ れた場所に植林が行われている 。 滑川渓谷

周辺も スギやヒ ノ キの植林に置き 換わっ ており 、 かつてはモミ ジやカ エデなどが見ら れた

と さ れる が、 現在ではその数は減少し ている 。 昭和期に入る と 木炭の生産が盛んと なり 、

昭和 8 年には桜樹木炭出荷組合が作ら れた。「 〇桜 」 のある印木炭は、 主に東予や阪神地方

に出荷さ れ、昭和 27 年から 29 年頃は年間 1 万数千俵が生産さ れ、滑川村の経済基盤と なっ

ていた。 こ の他にも 、 昭和 22 年に桜樹村長及び中山川漁業組合長であっ た門田義策が滑

川に鮎の放流を 行い、 翌年より 昭八や姫鱒等を 放流し て繁殖に努め、 各地の釣り 客が集ま

る 場所と なっ た、 と ある 。

滑川渓谷の観光化が進んだのは同地区が川内町と な っ た以降のこ と で、『 続川内町誌』

には「 川床のつまる 所に滝がある 。 奥の滝と いっ て、高さ 十六米余美観である 、春は山吹、

夏は氷水のよ う な涼気、 秋は紅葉と 知る 人はまだ少ないが地方稀な景勝地である。」 8） と

あり 刊行当時、 滑川渓谷の知名度はまだ低いも のであっ たこ と が窺い知れる 。 また、「 町

では最近桜の植樹を つづける他、 汐嶽に朱色の橋を 架け渓流ぞいに登り やすく するため三

ケ所に鉄梯子、 四ケ所に鉄鎖を 設置し て便利を はかっ ている。 近く 遊歩道数百米を 拡張す

る こ と や、 又渓谷の周囲の民有林の一部を 買収し て風致の保全を はかる 話が進めら れてい

る 。」 9） と あり 、 昭和 40 年（ 1965） ９ 月 10 日発行の広報かわう ち 第 46 号にも 第５ 回定例

町議会での佐々木岩男議員の一般質問で「（ 前略） 滑川滑床開発も 行われている が手近な

行き 易い所が反っ て荒廃し ている 。（ 後略）」 と あるよ う に、 優先的に滑川渓谷の整備が行

われている のが窺えるこ と から 、 旧川内町が本渓谷の観光地化を 積極的に進めていたこ と

が分かる 。 なお、 当時の名称は「 滑床渓谷」 と 記載さ れている 。 さ ら には、 平成元年７ 月

臨時町議会において、滑川渓谷遊歩道整備費と し て 500 万円の補正予算が可決さ れている 。

こ れによ り 遊歩道が現在の形と なり 、 平成４ 年度には遊歩道の舗装整備が行われている 。

「 滑川渓谷」 の名称が世に広まる のは昭和 38 年４ 月１ 日に町指定名勝と なっ て以降と 考

えら れる 。 指定当時は「 塩嶽」 以外の各名所に名前が付けら れていた様子も なく 、 その後

の滑川渓谷で撮影さ れた広報写真等も ほと んどが現在の「 龍の尾」 及び「 千畳川原」 であ

る ため、 当時の渓谷の主と なる 景勝地は「 龍の尾」 及び「 千畳川原」 であっ たも のと 推測

さ れる。 渓谷の県道 302 号終点の入り 口近く には、 今から 30 年ほど前まで個人が経営し

ていた民宿「 滑床」 があり 、 宿泊や食事、 鱒の養殖や釣り 堀、 一時期ではある が炭焼き な

どを 行っ ていた。 こ の経営者が渓谷内の土地を 所有し ていたこ と も あり 、「 千畳川原」 で

鱒のつかみ取り などを 行っ ていた写真も 撮影さ れている 。

なお、 近年の傾向と し て、 渓谷の上流にある 「 奥の滝」 や「 龍の腹」 には四季を 通じ て

人が訪れ、 下流域の「 塩嶽」 に訪れる人はあまり いない。 こ れは、 民間駐車場から 「 千畳
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写真３ ー29　 龍の腹の祠 写真３ ー30　 植物化石を含む龍の腹下層

写真３ ー31　 龍の腹下層から 見ら れる植物化石

写真３ ー28　 厳寒期の奥の滝と 龍の腹
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川原」 よ り 上流へのアク セスが容易である こ と や、「 塩嶽」 へ行く には鉄梯子を 利用し な

ければなら ないこ と 、「 奥の滝」 や「 龍の腹」 がイ ン タ ーネッ ト などによ る 口コ ミ によ り

広まっ たこ と 等が要因と し て挙げら れる 。

また、「 滑川渓谷」 は、 地層の成り 立ち や堆積構造、 植物化石の採集、 地形の変遷、 風

化・ 侵食、 断層や安山岩の貫入など、 地質 ( 地層 ) と 地形観察には最適の場と なっ ており 、

小学生から 大学生、 教育関係者が訪れ、 直に学ぶこ と ができ る 場所と なっ ている 。

写真3ー33　 東谷小学校生徒・ 同幼稚園児によるアメ 、マスのつかみ取り（ 平成２ 年4月26日撮影）

写真３ ー34　 厳寒期の龍の尾（ 平成２ 年撮影）
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2． 白猪の滝（ し ら いのたき ）

　 　 地　 　 　 区　  東温市河之内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　  経度  132°58′10″

　 　 　 　 　 　 　 　  緯度    33°45′3 2 ″

　 　 分　 　 　 類　 　  瀑布、 渓流

　 　 文化財指定　  市指定名勝（ 昭和 38 年４ 月１ 日指定）

（ １ ） 滝の位置等

白猪の滝は、 東温市南東部の河之内問屋地区から 南に入っ た山間部の標高 627m 、 皿ヶ

嶺北側斜面の白猪峠の麓に位置する。 白猪の滝を 形成する 白猪谷川は、 重信川の支流であ

る 表川の支流のひと つにあたる 。 河之内地区の南側は久万高原町面河地区と 川瀬地区に境

を 接し ており 、 黒森峠（ 991m）、 割石峠（ 1,015m）、 白猪峠（ 1,116m） の各峠道を 越え る

往来が盛んであっ た。 こ の内、白猪峠のルート が白猪の滝の東側を 通り 川瀬地区へと 続く 。

なお、表川が流れる谷は「 東谷」、井内川が流れる 西側にある 谷は「 西谷」 と 呼ばれている。

白猪の滝は、 皿ケ嶺連峰県立自然公園の東部に位置し ており 、 第 1 種特別区域に指定さ

れている 。 こ の県立自然公園は昭和 42 年１ 月 25 日に指定さ れた地域で、 西日本最高峰で

ある 石鎚山を はじ め、 石鎚山系西部に位置する 標高 1,271 ｍの皿ヶ 嶺を 中心と し 、 東西約

16㎞にわたっ て連なる 山々と 山麓の一部 3,095ha の面積と なる。 その範囲は東温市と 久万

高原町の境界部を 中心に、 松山市、 砥部町、 伊予市の一部を 含むも ので、 皿ヶ 嶺連峰の山

岳、 森林の景観と 山麓一帯の渓谷美、 人工湖、 瀑布などの特異な展望景観が特色と し て挙

げら れており 、 白猪の滝は自然公園の河之内地区を 代表する滝と なっ ている 。

（ ２ ） 滝の範囲

令和４ 年度に白猪の滝の範囲について検討する ため踏査を 行っ た結果、 白猪の滝から 下

流約 210m ある ５ 段の滝までの渓流が良好な景観を 保っ ていた。 さ ら に、 滝上流部は滝口

から 上流約 60 ｍ付近で２ つの河川が合流し 、 その上流は多数の転石により 河床全体が覆わ

れているこ と を確認し た。

こ れら を 踏ま え、 委員会で協議し た結果、

白猪の滝滝口上流の河川合流部から 下流 5 段

の滝までの約 270m 区間及びそれに関連する

周囲を「 白猪の滝」 の範囲と する こ と と し た。

な お、 近年の災害は、 平成 11 年（ 1999）

年９ 月 14 日から 15 日にかけて襲来し た台風

16 号にと も な う 豪雨によ る も ので、 河之内
写真3ー35　 滝口上流の河川合流部
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地区は土石流が発生する など甚大な被害が生

じ た。 白猪の滝においても 滝に至る 橋や歩道

が被害を 受けている 。

（ ３ ） 滝の成り 立ち

白猪の滝は、 皿ヶ 嶺連峰の北斜面にあり 、 石鎚層群のメ ンバーである 輝石安山岩が造る

も のである 。 東西に伸びる 皿ヶ 嶺連峰の南北地形断面は、 ひら がなの「 へ」 の形を し てい

る 。すなわち北側東温市側が急傾斜で、南側久万高原町側は緩傾斜と なっ ている 。し たがっ

て皿ヶ 嶺連峰の北斜面、 東温市側に滝の発達が顕著と なる 。 白猪の滝は輝石安山岩の柱状

節理によ っ て形成さ れた急崖に懸る も ので、 滝壷は落ち てき た岩石で埋めら れている 。

（ ４ ） 滝の概要

白猪の滝の規模については、『 川内町誌』 では「 高さ 四十八間、 二段…」『 川内町新誌』

では「 高さ 約 96 メ ート ル、 二段…」、『 東温市の文化財』 では「 高さ 87 ｍ、 ３ 段…」 と あ

り 、 文献により 相違が見ら れる こ と が問題であっ た。 こ のため、 本調査で滝上流部の踏査

及び滝口から 滝壺までの落差の測量調査を 実施し た。 その結果、 白猪の滝は２ 段の滝であ

り 、 落差は 84 ｍである こ と を 確認し た。 ３ 段の滝と みら れたこ と は、 上部の滝口から 滝

写真3ー36　 白猪の滝と 下流の5段の滝

図3ー７ 　 広報かわう ち（ 平成11年11月号）
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図3ー８ 　 白猪の滝範囲図
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壺までの全体を 見る 場合、 滝壺の下流の落差がある付近から 眺めるこ と と なる 。 その地点

から 見た白猪の滝の上部から 、 下流の落差までが一連の滝に見る こ と で３ 段の滝と さ れた

要因と 考えら れる 。

滝から 流れ落ち た流水が安山岩を 侵食し 流れる こ と によ り 、 滝から 下流 210 ｍ付近まで

渓流と なり 最後は５ 段の滝へと 至る。 白猪の滝の名前の由来は、『 川内町誌』 によると 「 元

中の昔、 南朝の敗将河野氏の霊が白猪にのっ て山中より 現れた。 よっ て白猪の瀑と 名づく 、

と 云う 伝説も 面白い。」 10） と あり 、 それ以降川内町が刊行し た町誌なども 同様と なっ ている

が、 こ れ以前に「 白猪」 の由来に関する記載を 見出せないこ と から 、 地元での伝承に基づ

いて名付けら れたも のと 思われる。

春は山吹や藤の花、 夏は新緑、 秋は紅葉な ど 季節毎に風景を 楽し むこ と ができ る。 特

に厳寒期になる と 滝全体が氷結し 、 滝の表面はつら ら に覆われる 様子はこ の地域の名物と

なっ ており 、 年を 通し て白猪の滝を 鑑瀑する人は多数訪れる。 厳寒期の氷瀑と なる時期は

地元新聞紙などのマスコ ミ でも 季節の風物詩と し て取り 上げら れるこ と から 、 と き に行列

ができ る ほどの景勝地と なっ ている 。 し かし 、 近年は温暖化の影響によ り 、 氷結する 期間

や規模は減少傾向と なっ ている 。

白猪の滝のさ ら に上には、 市指定名勝「 唐岬の滝」 が

ある 。 唐岬の滝は、 流れ落ち る さ まが優美なこ と から 「 雌

滝」 と 呼ばれる のに対し 、 白猪の滝は勢いのある 流れか

ら 「 雄滝」 と 呼ばれている 。

ま た、 平成２ 年度に、 愛媛県が自然環境に対する 県民

の一層の愛着と 保護意識の高揚を 図る ため、 県内各地域

に存在する 貴重な 自然景観や特異な 自然現象から 特に美

し いも のを 選定し た「 え ひめの自然百選」 の中に、 白猪

の滝が「 滝、 湖沼 58」 と し て挙げら れている。

（ ５ ） 白猪の滝と 四国内の滝と の比較

白猪の滝は、その景観から 「 雄滝」 と 呼ばれるほど雄大な滝と いわれている 。 こ こ では、

四国四県の滝と の比較を 行い、 白猪の滝がどの程度の規模である のかを 検討し てみたい。

なお、 四国四県すべての滝を 比較対象と すると 、 膨大な数と なる ため名勝と し て指定を 受

けている も ののみと し た。

現在、 四国四県で国・ 県・ 市町村指定を 受けている 滝の数は 23 件であり 、 その内訳は

高知県９ 件（ 国０ 件、 県３ 件、 市町村６ 件）、 徳島県 2 件（ 国０ 件、 県０ 件、 市町村２ 件）

香川県２ 件（ 国０ 件、 県０ 件、 市町２ 件）、 愛媛県 10 件（ 国０ 件、 県０ 件、 市町 10 件）

である。 愛媛県の 10 件が最も 多く 、続く 高知県が９ 件、香川県及び徳島県が各２ 件と なっ

ている。 文化財指定は、 各自治体等の指定基準に基づく こ と から 一概に結論付けるこ と は

でき ないが、 愛媛県は県東西にかけて四国山地が通っ ており 、 全域的に山から 海までの距

離が近く 河川の距離も 短かいこ と などから 、 地形的に多く の滝が形成さ れる 要因がある。

ま た、 高知県も 同様に東西にかけて四国山地が通り 、 林野面積が県総面積の 86％を 占め

写真3－37　 えひめ自然百選看板
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ている。 １ 級河川吉野川を はじ め、 そこ から 流れ出る 数多く の河川や支流が、 山間部等を

流れるこ と によ り 数多く の滝が形成さ れ、 滝自体の数が多く なる こ と が、 指定数が多く な

る こ と と 関連がある のではないかと 考えら れる 。

指定状況を 見る と 、 四国４ 県を 合せた 23 件の内、 高知県美香市の「 轟の滝」 のみが名

勝と 天然記念物の指定を 受けている が、 その他の滝 22 件はいずれも 名勝と し て指定さ れ

ている。 国指定件数は４ 県で０ 件、 県指定は「 轟の滝」（ 高知県美香市）、「 大樽の滝」（ 高

知県高岡郡越知町）、「 長沢の滝」（ 高知県高岡郡津野町） の３ 件と なり 高知県のみと なる 。

他の 20 件はすべて市町村の指定と なる 。 指定時期は、「 大樽の滝」 が昭和 28 年１ 月 29 日

と 最も 古く 、 昭和 30 年代に「 轟の滝」、「 白猪の滝」・「 唐岬の滝」（ 愛媛県東温市） の３ 件、

昭和 40 年代に３ 件、 昭和 50 年代に 11 件、 昭和 60 年代に３ 件、 平成期に２ 件と なっ てお

り 、 昭和 50 年代の指定が最も 多く なっ ている 。

こ れら の滝の中で、 落差の数値のない「 銚子口」（ 土佐郡大川村） を 除き、 22 箇所の滝

で落差での規模を 比較する と 、「 小金滝」（ 高知県高岡郡大川村） の 106 ｍが、 四国の中で

は最も 大き な落差を 持つ滝と なり 、 対し て落差の小さ いも のは「 長走の滝」（ 愛媛県宇和

郡愛南町） の 15 ｍと なる。 落差の規模では 30 ｍ規模の滝が６ 箇所と 最も 多く 、 20 ｍ規

模が４ 箇所、 40 ｍ規模が３ 箇所、 80 ｍ・ 50 ｍ・ 10 ｍ規模が各２ 箇所、 100 ｍ・ 60 ｍ規模

県名 所在 指定 区分 名称 よみ 落差 指定年月日

高知県

香美市 県 名勝・ 天然記念物 轟の滝 と どろ き のたき 80m 昭和 35 年 1 月 29 日

高岡郡越知町 県 名勝 大樽の滝 おおだるのたき 34m 昭和 28 年 1 月 29 日

高岡郡津野町 県 名勝 長沢の滝 ながさ わのたき 34m 昭和 60 年 4 月 2 日

南国市 市 名勝 毘沙門の滝 びし ゃ も んのたき 30m 昭和 41 年 8 月 26 日

香美市 市 名勝 大荒の滝 おおあれのたき 40m 平成 5 年 7 月 14 日

長岡郡大豊町 町 名勝 六本の滝 ろ っ ぽんのたき 20m 平成 21 年 6 月 17 日

土佐郡大川村 村 名勝 小金滝 こ がねたき 106m 昭和 54 年 3 月 31 日

土佐郡大川村 村 名勝 銚子口 ち ょ う し く ち - 昭和 54 年 3 月 31 日

土佐郡大川村 村 名勝 銚子滝 ち ょ う し たき 50m 昭和 54 年 3 月 31 日

徳島県
吉野川市 市 名勝 水神の滝 すいじ んのたき 17m 昭和 57 年 3 月 15 日

吉野川市 市 名勝 母衣暮露滝 ぼろ ぼろ たき 30m 昭和 52 年 12 月 26 日

香川県
さ ぬき市 市 名勝 三重の滝 さ んじ ゅ う のたき 52m 昭和 62 年 10 月 14 日

三豊市 市 名勝 不動ケ滝 ふどう がたき 50m 昭和 42 年  1 月 1 日

愛媛県

四国中央市 市 名勝 清滝 き よたき 30m 昭和 47 年 11 月 3 日

四国中央市 市 名勝 城後の滝 じ ょ う ごのたき 20m 昭和 55 年 11 月 3 日

新居浜市 市 名勝 銚子の滝 ちょ う し のたき 30m 昭和 53 年  4 月 6 日

新居浜市 市 名勝
樽の滝

（ 窓の滝）
たるのたき

（ まどのたき ）
40m 昭和 53 年  4 月 6 日

今治市 市 名勝 歌仙滝 かせんのたき 65m 昭和 58 年 3 月 19 日

今治市 市 名勝 霧合滝 むごのたき 20m 昭和 58 年 3 月 19 日

東温市 市 名勝 唐岬の滝 から かいのたき 48m 昭和 38 年  4 月 1 日

東温市 市 名勝 白猪の滝 し ら いのたき 84m 昭和 38 年  4 月 1 日

西予市 市 名勝 樽滝 たるたき 20m 昭和 56 年 2 月 13 日

南宇和郡
愛南町

町 名勝　 長走の滝 ながばし り のたき 15m 昭和 61 年 12 月 25 日

表3－３ 　 四国県内指定滝一覧
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が各 1 箇所、 30 ｍから 40 ｍ規模の滝が 13 箇所と 最も 多く 全体の 59％を 占める が、 50 ｍ

以上の規模の滝は６ 箇所、 全体の 27％と なり 滝の数は減少する 。 こ のため、「 白猪の滝」

の落差 84 ｍは、 四国四県での指定を 受けた滝の中では２ 番目の落差を 誇る 滝である こ と

が分かる 。

（ 6） 文献での白猪の滝

文献等で白猪の滝に関わるも のは非常に少なく 、 明

治８ 年（ 1875） に完成し た石鎚県の地誌『 地理図誌』 が、

現時点では最も 古い資料と な る。 こ の『 地理図誌』 は

明治５ 年（ 1872） ８ 月に石鎚県から 地理図誌編輯御用

掛に任命さ れた半井梧庵（ 1813 － 1889） が、 同年７ 月

に「 地理図誌稿」 を 完成さ せ、 それを 基に編纂さ れた

も ので、 明治５ 年の各郡、 各町村の概要や統計を 取り

纏めたも のと なる。 こ の地理図誌の河之内村の項に「 白

井滝弐所　 上瀑　 高廿間幅四間半　 一名唐峡瀑　 下瀑　

高廿三間幅十間下流は即本川に落ツ」 11） と ある。

白猪の滝の名が広く 知ら れる こ と と なっ た経緯は、

宇都宮丹靖（ 1822 － 1909） が著し た『 瀑布の記』 が

詳し い。 宇都宮丹靖は、 松山俳壇の中心人物で、 喜多

郡滝川村（ 現大洲市長浜町） 出身、 20 歳の時に出家

し 京都で仏門に入り 、 地元へ帰り 龍泉寺の跡を 継いだ

が 36 歳で還俗、 松山移住後は方易業を 営みながら 旧

派俳人内海淡節（ 1810 － 1874） の門下と なり 俳句に親し んだ。 明治 26 年（ 1893） 10 月

31 日に豊島天外の紹介によ り 正岡子規（ 1867 － 1902） と 文通を 始め、 子規が愚陀仏庵で

夏目漱石（ 1867 － 1916） と 同居し た際は、 丹靖宅が北隣であっ た縁で、 初めて顔を 合わ

せている 。

『 瀑布の記』 は、 明治 14 年（ 1881） 10 月 29 日発行の俳誌『 俳諧花の曙』 に掲載さ れて

いる 。『 俳諧花の曙』 は新聞『 愛比売新報』 の付録、 俳諧関係の週刊誌である 。 その内容

は次のと おり である 。

瀑布の記　 伊豫 丹靖　 名あり 名にし たかふは德なり 其德にし たかふは望なり 望広う し

て名大になるも 德よ り 出る 処にし て萬の事なへて一圓廊を 廻る か如く 共に追ひ共に追はれ

て三全彌成ると かや爰に扶桑南方なる 二名洲愛媛の内浮穴郡の河の内てふ郷に三全の瀑布

あり 三全の人あり 三瀑雄を 白猪の瀧と いふ雌を 唐岬の瀧と いひ源は皆別にし てみな山を へ

たつ雄は荒々し く 二段に落て音怒るかと も 思う 計におそまし 千樹百草し んへと し て峨々た

る 嶺に縋り 蒼々たる 空にさ へ雨常に降て止す東西南北に無き 風の青潭を 穿て寒し 観客只神

図3－9　 地理図誌「 白猪滝圖」
（ 東京大学恩資料編纂所所蔵）を改変（ 東京大学史料編纂所所蔵）を改変
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を飛し 足よろへと 吟膓をさ ら し て去るに巨聲猶送り て怖髪を吹雌は又雄に水勢丈巾の右を

ゆつら すと いへと も 音和ら かにし て無か如し 二筋三段に落ちて佐保姫立田姫の糸く り 機を

綾なすさ まにていと やさ し く 美なり 早く も 見ゆる上弦の月影に梳り て粧ひ翠紅の装木をま

と ひ笑を含みし 姿にそあり ける。 遙か左り の山一つあなたに小瀧を愛し 子瀑布また父に叱

ら れ母にめてら れ餘念なく 遊ふか如く 唐岬の道のほと り に流れ落て父におそれ母をし たひ

各其情を顯し 観客其景情にう かれんと 其名をし たふて望を起し て開主の人の德を仰ぎ或は

詩文あるいは歌俳を吐競述て瀑布のため開主の德のためにし て開主は又道の徳を補ひ草に

鎌し あるいは宿を投し て観客のためにす鳴呼開主の善雅瀧の青觴より 深く 深嶺より 高し 開

主近江藤原の姓にし て名を五揚と 呼其昔國のために盡し たるいさ ほし なと よく 國の人々の

し る處なり さ れは氏の徳必榮瀑布の名必廣觀客の望必盛にこ そなら め　 見る瀧は秋の一は

いの景色哉

こ の中に「 開主近江藤原の姓にし て名を五揚」 と 紹介さ れている人物の名が見える。 こ

の人物は河之内村（ 現在は東温市河之内） の「 近藤林内」 である。

近藤林内（ 1818 － 1888）は、こ の河之内村出身の篤志家で諱を是正、通称を林兵衛と 称し 、

後に林内と 改めた。 文政元年 1 月２ 日に河之内近藤次

右衛門是之の三男と し て誕生し た。 文政 10 年（ 1827）

本家近藤是衡の養子と なり 、 天保９ 年（ 1838） に家督

を 相続する。 近藤家は代々裕福な家柄であっ たが、 勤

倹に努めたこ と や、酒造業を営み「 柳荢」、「 根引松」、「 朝

みどり 」 の銘柄を 販売し ていた。 家業も 発展し 一代で

松山藩領屈指の財産家と 称さ れる に至っ たと いわれて

いる。 また、 貧困者援助のため、 米や金を 与えて構成

の助言を 行い、 備荒貯蓄を 説き、 自ら 基金を 出し 、 公

共施設や橋梁の新設修復に寄付する など、 人格識見と

も に優れた人物と し て尊敬さ れた。 また、 松山藩が窮

乏し た際にも 差上米を度々行っ ており 、天保 13年（ 1842）

に庄屋格、 同 15 年（ 1844） に庄屋格帯刀御免、 文久３

年（ 1863） には大庄屋格十人扶持を 三代にわたっ て許

さ れた人物である。 林内は俳句も たし なみ、「 五揚」 と

名乗っ た。 五蕉門人であり 『 ちなみぐ さ 』、『 子の日の松』 などに入集するなど、 俳人と し

ての活動も 盛んに行っ ている。

また、 明治 24 年（ 1891） ９ 月５ 日発行の『 はせを影』 第２ 号に正岡子規が『 山路の秋』

と いう 題名で紀行文を寄せている。 こ れは、 明治 24 年（ 1891） ８ 月下旬に正岡子規がこ

の地を訪れ、 白猪の滝及び唐岬の滝を観瀑し た際のも のである。

『 山路の秋』 は次のと おり である。

図3－10　 近藤林内（ 五揚）画像
『 ちなみぐ さ 』より

東温市立歴史資料館蔵
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「 山路の秋 在帝國大學 子規子　 そよと ふく 秋風に驚かさ れて二旬の閉居に足の豆消 

えし こ と あさ まし く 覺え佛は西へと 歸り 玉ひつゝ の日東の方河の内の山奥へと 志

し ぬ家を いづると き

　 山こ えていさ 見にゆかんあき の秋

　 途上畑中村にて老松の下にいこ ふ

　 順禮のゆめを ひやすや松のつゆ

川上よ り 奥は山水の景色はや尋常なら すと ある絶壁の下にて

追ひつめた鶺鴒見えず溪の景

河の内の近藤氏に一夜の宿り をたのむ山深ければさ すがに秋既に多し 「 夜も すがら

秋風きく やう ら の山」 と いう 曾良の名吟も 折から 思い出さ れて猶ほ哀れに情ふかゝ り

翌朝山路あやし く たどり つく 案内の小童にひかれて路と も なく 叢と も なく わけ行く

に萩、 女郎花の思はすふみし かれてあと より う ら めし げに起き直り たるをかし 行き

へてつまる處を唐岬の瀧、 其隣の谷間を白猪の瀧と いふ突兀たる巖は天を衝きて銀

河脚下に傾き 氤氳たる白雲は衣の袖より 起り て蛟龍乍ちに隠現す小童の瓢をさ ゝ げ

ていざまゐれと いふ三杯の村酒に眼ちら つきて千山萬岳瀧の音に動き出し 見ぬ世の

謫仙し ばら く 我身を かる尊と さ よ

　 瀧湧く や秋のはら わたち き れけん

見るが内に瀧のけし きすざまし く 肌をう つの冷氣腹の底までこ たへて垢離と ら ぬ身の

留まら んこ と 覺束なく 一里の嶮坂を飛ぶが如く いそき下り ぬ顧れは山も さ けなん音ばか

り 聞こ えて瀧の水そこ と も 知ら す見渡す限り 雲又雲鳥も 通ふみちも なし 」

文中で、 正岡子規は河之内の近藤家に宿泊し 、 近藤家は翌日の案内人と し て童を 同行さ

せたと ある 。 その道中、子規は滝の冷気で腹の底までこ たえたため急ぎ山を 下っ たと あり 、

「 滝湧く や秋のはら わたちぎれけん」 の句を 残し ている 。

こ の観瀑には、「 五友」 と いう 、 子規が松山中学時代最も 親し かっ た詩文仲間５ 人（ 正

岡子規・ 竹村鍛（ 黄塔）・ 三並良（ 松友）・ 森知之（ 松南）・ 太田正躬（ 柴洲）） の内、 竹村

鍛・ 太田正躬の２ 人が同行し ていた。 松山の俳人である 柳原極堂（ 1876 － 1957） が自身

の著書『 友人子規』（ 1943、柳原極堂） において、太田正躬から こ の観瀑の思い出話を 聞き 、

その内容を 記し ている 。 子規一行が近藤家を 訪ねた時近藤林内は既に没し ていたが、『 友

人子規』 による と 、 近藤家が五友のひと り 、 三並良の母方の親戚にあたる こ と から 、 三並

良の父歌原邁氏の指示によ り 近藤家の世話になる に至っ たこ と や、 森知之と 三並良も 観瀑

に誘っ たが断わら れた、 と ある 。

子規の観瀑の４ 年後、 明治 28 年（ 1895） 11 月２ 日には夏目漱石がこ の地を 観瀑のため

に訪れている。 子規と 同様に近藤家に宿泊し 、 翌３ 日に白猪の滝、 唐岬の滝を 観瀑し てい

る 。 こ れは『 漱石全集第十二巻』（ 1967、 夏目漱石） に「 明治二十八年十一月二日河の内

に至り 近藤氏に宿す翌三日雨を 冒し て白猪唐岬に瀑を 觀る 駄句數十　 三日夜し る す　 愚陀



- 74 -

仏」 と あり 、 こ の観瀑にて詠んだ 50 も の句を 正岡子規に送っ ている 14）。 ま た、『 漱石全

集第十四巻』（ 1966、 夏目漱石） には、 近藤家へ送っ た手紙が掲載さ れている 。「 十一月

五日 火 ニ便 松山市二番町八番戸 上野方より  愛媛縣川上大字河の内近藤へ　 拝啓仕候観

瀑の節は一方なら ぬ御世話に相成御厚意の段感銘の至に不堪候野生事昨三日徒歩にて六時

頃平井河原へ着夫よ り 滊車にて無事歸松仕候先は右御禮まで匆々如此れ御座候　 草々不一 

十一月四日　 夏目金之助　 近藤様」15）と あり 、内容は観瀑の際の礼状であり 、３ 日の観瀑後、

徒歩で約 16㎞離れた平井河原駅（ 現在の伊予鉄道平井駅： 松山市） に移動し 、 そこ から

列車で松山市へと 帰っ たと ある 。 愛媛大学の和田茂樹名誉教授は、 こ の漱石の観瀑につい

て、 昭和 38 年（ 1963） 11 月 1 日発行の『 愛媛』 第３ 巻第８ 号『 唐岬の滝の漱石句碑と 子

規の「 山路の秋」』 の中で、 漱石の観瀑のき っ かけと なっ たのは正岡子規であり 、『 山路の

秋』 なる 紀行文があるこ と を 省みる必要がある と 述べている。

こ のよ う に、 文献資料から 近藤林内が同地区にある 「 白猪の滝」「 唐岬の滝」 の２ つを

江戸末期から 明治初期に見出し 、 滝までの道の整備を 行う と 共に、 自身の俳人と し ての活

動を 通じ て、 同じ 文人ら に滝を 紹介し その存在を 広めていっ たも のと 考えら れる 。

なお、 子規・ 漱石が宿泊し た近藤宅は、 昭和 40 年（ 1965） ９ 月 17 日、 台風 23 号及び

24 号の連続襲来によ る 集中豪雨にと も ない、 河之内日浦地区の柳
やなぎそたに

荢谷で大規模な地滑り

が発生し たこ と によ り 全壊し 、 現在は残っ ていない。
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図3－11　 夏目漱石が観瀑に際し 詠んだ句『 漱石全集第十四巻』（ 1966、夏目漱石）より
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写真3－41　 白猪の滝下流5段の滝写真３ －40　 白猪の滝下流の渓流

写真３ －39　 秋の白猪の滝写真３ －38　 夏の白猪の滝



- 76 -

写真3－42　 厳寒期の白猪の滝



- 77 -

（ 7） 滝と の関わり

白猪の滝は、 先述のと おり 江戸末期から 明治初期にかけて近藤林内及び近藤家が見出

し 、 その存在が世間へ知ら れ、 文人墨客ら が訪れる河之内村の景勝地と し て認知さ れる こ

と と なっ た。 河之内村は昭和 23 年（ 1948） の町政実施の際、 則之内村と 井内村と の３ 村

合併によ り 「 三内村」 と なっ た。 三内村と なっ て以降も 白猪の滝は同村の景勝地と なっ て

おり 、 冬の厳寒期に人が訪れている 写真が『 川内町誌』 にも 掲載さ れている。 厳寒期に滝

全体が凍り 付き あたかも 氷のシャ ン デリ アと も なれば、 テレ ビ や新聞等で紹介さ れ、 さ ら

に多く の人が見物に来る こ と と なる 。 も ち ろ ん、 四季折々、 水量の変化による 滝の様相の

違い、 若葉から 紅葉への変化、 鳥のさ えずり 等々、 五感を 通し ての楽し みと し て訪れる 人

も 多い。

三内村は昭和 30 年（ 1955） ４ 月 25 日に川上村と の合併によ り 川内村へと なり 、 翌年９

月 1 日、 周桑郡中川村大字滑川地区を 編入合併し 川内町と なっ た。『 川内町誌』 には「 町

民の娯楽保険のための観光施設と し て、 川内公園、 白猪滝、 笠方ダムを 結ぶコ ースを 、 昭

和三十二年度よ り 五ケ年計画を も っ て整備充実を する。」 16） と あり 、 観光資源のひと つと

し て「 白猪の滝」 を 取り 上げて道路など の整備が進んでいく こ と と なる 。 現在は、 平成

10 年（ 1998） 月に国道 494 号沿いと なる 白猪の滝の入り 口に「 白猪の滝農村公園」 が完

成し 、 駐車場やト イ レ も 合わせて整備さ れている 。 こ の公園横を 流れる 白猪谷川には砂防

堰堤「 白猪谷堰堤」があり 、その壁面には、親子の猪のレ リ ーフ が施さ れて滝への目印と なっ

ている　 ( ち なみに、 東温市のイ メ ージキャ ラ ク タ ーの「 いのと ん」 は、 白猪のイ ノ シシ

の「 イ ノ 」 と 東温市の東 ( ト ン ) から 名付けら れたも のである )。 駐車場から 白猪の滝まで

は 1.5㎞ほどあるが、遊歩道が整備さ れており 、滝の手前には民間の駐車場（ 有料） も ある 。

また、 平成元年 11 月３ 日に「 白猪の滝祭り 」 が初めて開催さ れた。 祭り では、 餅ま き

や農産物の特売会、 俳句大会などが行われ、 数多く の人が訪れる イ ベン ト と なっ た。 し か

し 、 コ ロ ナ禍によ り 開催は途絶え、 現在では形を 変え、 キッ チン カ ーなどが集まるイ ベン

ト が定期的に開催さ れている 。 ま た、 11 月には地元の特産品の販売が観瀑などと 併せて

行われている。

こ の他にも 、 滝へ渡る 木橋の手前には如

意輪観音菩薩が安置さ れて いる 。 こ れは西

国三十三箇所川内霊場１ 番霊場で あり 、 巡

礼者が最初に訪れる 場所と な っ て いる 。 ま

た、 如 意 輪 観 音 菩 薩 の 横 に は 昭 和 58 年

（ 1983） 10 月に、 土地所有者の一人で ある

伊予鉄道株式会社社長新野進一郎が句碑を

建立し ている 。「 追いつめた鶺鴒見えず渓の

景　（ 子規）」、「 雲来り 雲去る瀑の紅葉かな　（ 漱石）」 の句と と も に、 白猪の滝を 観瀑で訪

れる 人たち に、 郷里文人が愛し た名瀑であるこ と を 伝えている 。

写真3－43　 西国三十三箇所川内１ 番霊場
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写真3－44　 正岡子規・ 夏目漱石の句碑

写真３ ー45　 句碑

写真３ ー46　 碑文
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3． 風穴（ かざあな）

　 　 地　 　 　 区　  東温市上林（ 旧重信地区）

　 　 座　 　 　 標　  経度   132°53′07″

　 　 　 　 　 　 　 　  緯度    33°43′22″ 

　 　 分　 　 　 類 その他

　 　 文化財指定 なし

（ １ ） 風穴の位置及び立地等

風穴は東温市南部の上林瞽女 童 地区を 過ぎ た

皿ヶ 嶺登山道南側の標高約 960 ｍ付近にある 。 標高

1,271 ｍの皿ヶ 嶺の北に位置し 、 南は久万高原町と

接し 、 上林森林公園内に位置し ている 。

皿ヶ 嶺山頂付近は比較的平ら な 地形と な っ て お

り 、「 竜神平」 と 呼ばれて いる 。 ま た、 皿ヶ 嶺を

含む山々の稜線が皿を 伏せたよ う に見え る こ と が

「 皿ヶ 嶺」 と いう 名の由来と なっ たと 言われている 。

なお、 こ の平坦面は永井浩三によ っ て「 皿ヶ 峰準平

原」 と 命名さ れている。 風穴が位置する のは、 松山

平野を 望む皿ヶ 嶺北側の傾斜面から 、 なだら かな傾

斜へと 変わる 地形変化点の谷状と な っ た場所に２

ｍ大の安山岩の礫が積み重なっ たと こ ろ である 。 こ

の風穴の上部では、 安山岩の礫がまと まっ て堆積し ている 様子を 視認する こ と はでき ない

が、 斜面の至る 所に安山岩の転石がある こ と を 確認する こ と ができる。 こ の斜面は約 40°

近い傾斜角と なっ ており 、皿ヶ 嶺山頂付近のフ ラ ッ ト に近い地形の様相と は異なっ ている 。

（ ２ ） 風穴の概要

当地の風穴は「 かざあな」 と 呼ばれている。 富士山麓などで見ら れる 溶岩が冷却し 固ま

る と き にでき た火山洞穴の風穴「 ふう けつ」 と は異なり 、 堆積し た安山岩の巨礫の隙間か

ら 冷気が噴き 出し ている 。 こ の冷気は夏季になる と 発生するも ので、 礫の隙間から 発生し

た冷気は白い霧と なり 、 ゆっ く り と 地面を 這う よ う に低い場所へ流れてゆく 光景を 見る こ

と ができ る。 また、「 天然のク ーラ ー」 と 例えら れる よ う に、 風穴周辺だけでなく 北側の

遊歩道辺り まで冷気を 感じ るこ と ができ る 。 こ のため夏は涼を 求めて、 また白い霧が流れ

る 幻想的な現象を 一目見よ う と 多く の来訪者で賑わい、愛媛県の夏の風物詩と なっ ている 。

写真3－47　 竜神平

写真3－48　 風穴上部の斜面
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写真3－49　 風穴と 石組構造物

今回、 令和５ 年度に風穴の範囲の踏

査及び簡易調査を 実施し た。 その結果、

安山岩の隙間から 風が吹き 出す事象が発

生する 堆積範囲は約 801㎡であり 、 等高

線に沿う 形で南西から 北東にかけて堆積

し ている こ と が認めら れた。 また、 その

堆積範囲は幅約 25 ｍから 約 50 ｍ、 長さ

約 30 ｍ の範囲で ある こ と を 確認し た。

風が吹き 出す事象が確認でき る 箇所は、

皿ヶ 嶺北側ではこ こ のみと なり 、 その範

囲は非常に限定的である こ と が判明し た

（ 図 3 － 12）。

現在、 風穴の周辺には東屋や散策路、

皿ヶ 嶺への登山道などが整備さ れている

が、 その他にも 、 風穴北側の前には地面

に掘り 込まれた周囲に石組構造物がある

（ 写真 3 － 51）。 こ の施設は東西約５ m 、

南北約 4.3m 、 深さ 2.4m と なり 、 周囲は

石組と なっ ている 。 かつては石組の隙間

から から 噴き 出す冷気を 利用し 、 蚕卵紙

や杉の種子を 保管し ていた施設であっ た

と 言われて いる 。 ま た、 皿ヶ 嶺及び上

林森林公園は、 平成 15 年３ 月に愛媛県

によ っ て「 えひめ森林浴八十八カ 所」 の

53 番と し て選定さ れている 。
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図3－12　 風穴範囲図

写真3－50　 石組構造物



- 81 -

温泉郡重信町“ 風穴” 調査報告書

まえがき

昭和 61 年 10 月 30 日、 重信町役場の依頼によ り 、 同町上林地区の“ 風穴” を 調査

する機会を 得た。風穴の調査には不適当な時期にあたる上に短時間の物ではあっ たが、

以下２ 、 ３ の結果について報告する。

調査のあたっ ては、 町助役和田勉氏、 森林組合長・ 町議会議員八木昌延氏、 産業経

済課長和田正氏及び職員の方々にご同行を いただき 、 種々のご教示を いただいた。

１ ． 風穴の位置・ 地質

風穴の位置は、 重信町上林地区の標高約 960 ｍから 1,060 ｍ付近の谷部（ 上部は未

調査） に分布する 古期崖錐の末端部に位置する 。 かつて、 蚕卵紙の保存に使用さ れた

石組構築物は、 こ の古崖錐最下部末端を 利用し たも のである 。

夏季の冷気は、 こ の古崖錐の末端部や石組の間の各所よ り 流出するも のであり 、 一

個の風穴より 流出する も のではない。

古崖錐の末端部は直径数ｍの安山岩質岩石の巨礫よ り なる が、 崖錐の上部では礫径

は小さ く なっ ており 、 皿ヶ 嶺を 作る山体の一部が大崩壊し て形成さ れた堆積物である

可能性がある 。 し かし 、 古崖錐の表面には大樹が生長し ている と こ ろ から 、 最近の動

き はないも のと 判定さ れる。 更に、 古崖錐を 作る 岩塊の間を 埋める 堆積物は少なく 、

空気の流通に好条件を 与えている 。

また、 こ の古崖錐は地形的に谷部に堆積し ており 、 その内部（ 下底部） には地下水

流がある も のと 推定さ れる。

（ 3） 風穴の成り 立ち及び調査等

風穴の地質的な調査報告は、 こ の地域を 森林利用高度化対策パイ ロ ッ ト フ ォ レ スト 整備

事業の一環と し て、 公園と し て整備する 計画が挙げら れたこ と が契機と なる。 こ の計画に

先立ち 、 当時の重信町役場は昭和 61 年度に、 愛媛大学の鹿島愛彦教授に風穴の調査依頼

を 行っ た。 鹿島教授は、 風穴に関する簡易調査を 実施し 、 その成果は『 温泉郡重信町“ 風

穴” 調査報告書』 と し て報告さ れた。 調査報告書では、 風穴の成り 立ち 冷気が噴き 出す事

象について推測を 行い、 今後の課題点などについてが記さ れている。 以下がその内容と な

る 17）。

なお、 本報告書については、 東温市立歴史民俗資料館にて参考資料と し て保管さ れてい

た報告書の複写を 基に転載し ている。 原本の所在については、 所管課である 東温市役所産

業経済部農林振興課にて検索を 試みたが、 こ の調査に関する書類は現在残さ れていないこ

と を 確認し た。
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２ ． 風の起る 原因

乾燥し た空気の温度による 密度の変化（ 圧力 760m mHg） は次の通り である。

  0℃ 1,293 ｇ /㎤ 20℃　 　 　 1,205

  5℃ 1,270 25℃　 　 　 1,184

 10℃ 1,247 30℃　 　 　 1,165

 15℃ 1,226　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　（ 理科年表によ る ）

即ち 、 低温の空気の密度は大き く 、 温度上昇に伴っ て小さ く なる 。

現地の推定断面図を 図に示し た。 崖錐の内部の空気（ 地中温度は年間を 通し て、 そ

の地の年平均気温に相当する と さ れる ） と 、 外気と の温度差が、 崖錐末端部での風の

起る原因であり 、 夏季は下底部より の流出が、 冬季には上層部より の流出が起る。 更

に、 崖錐下底部の地下水流がある場合にはこ の効果が大になる と 考えら れる が、 現地

では地下水流の有無についての確認はなさ れていない。

３ ． 今後の調査方針

風穴の原因が上に述べた過程によ る も のであるか否かの検証は、 風穴の各季節にお

ける外気の温度、 流出する冷気と 外気の温度差、 冬季の古崖錐より の上昇流（ 降雪の

と ける 原因でも ある ） などの測定・ 観察によ り 可能である。

風穴の原因が理論的に推定でき ても 、 実際にどのよう である のかは、 現地のデータ

なし には空論に終っ てし まう 。 重信町役場におかれては、 ぜひ現地の気象的なデータ

を と っ ていただく よ う お願いする次第である 。

こ のよ う な科学的な資料は、 将来同地の観光化が進めら れる 場合にも 、 訪れる人々

のための教育的価値を 持つこ と になる のは疑いのないと こ ろ である 。

なお、 10 月 30 日午後 2 時の外気の温度は 4℃で空気の流出は認めら れなかっ た

当時、 重信町役場は鹿島教授以外の専門家にも 風穴の調査を 依頼し ており 、 報告書が提

出さ れている。 こ の報告書は愛媛大学理学部地球科学科の桃井齊教授による も のである 可

能性が高いが、 報告書に筆者の記載がないう え、 関係書類も 残さ れていないため、 断定す

る こ と ができ なかっ た。 ただし 、 風穴に関連する 数少ない貴重な報告である こ と から 、 参

考までに掲載し ておく 。 18）
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重信町風穴について（ その地学）

パイ ロ ッ ト フ ォ レ スト 整備「 重信」 モデル計画（ 案） に示さ れた、 風の森整備ゾー

ン の重要な資源である 風穴について、 地学的な考察を 行なう よ う 、 重信町役場産業経

済課（ 元課長）和田正氏よ り 依頼を 受けていたので、その検討の若干について報告する。

重信町産業経済課よ り は、 1986 年 10 月 30 日に現地を ご 案内いただいた外、 1987

年 1 月から 12 月にかけての風穴の気温変化データ の提供を 受けた。 こ の機会に厚く

お礼申し 上げる 。

１ ． 風穴について

一般に、 風穴（ かざあな） と 呼ばれる のは、 山腹などにあり 、 冷たい風を 吹き 出し

ている 穴を いい、 こ れに対し て富士山や阿蘇山にみら れる溶岩が冷却し 固まる と き に

でき た火山洞穴には風穴（ ふう けつ） の名のつけら れたも のが多い。 こ れから する と 、

重信町の風穴は「 かざあな」 に相当する 。

２ ． 風穴の位置

重信町風穴は、 東経 132˚53’ 25”・ 北緯 33˚43’ 11” に位置する 。 こ の地点は、 上

浮穴郡久万町と の境界になっ ている 引地山（ 1,026.8m ） から 皿ヶ 嶺（ 1,270.5m ） にか

けての山稜の北側山腹の、 頂上から の急傾斜面が急に緩やかになる 地形変換点にあた

り 、 風穴の石組構築物は標高 960m にある。

３ ． 風穴の地形と 地質

かつてこ の風穴の冷気は、 杉の種子の貯蔵に利用さ れており 、 当時の地下貯蔵庫で

あっ た石組構築物だけが残さ れている 。 その縦横幅 5m × 4.3m ・ 深さ 2.4m あり 、 体

積は約 52㎥である 。

こ の風穴は、1 個のほら 穴ではなく 、最大直径 2m におよ ぶ巨礫を 含む岩塊堆積物（ 崖

錐） のすき 間から 冷気を 吹き 出し ている も のである 。

風穴の岩塊は、 地形的には昔の谷の部分に急斜面を 作っ て堆積し ており 、 岩塊の粒

径は上に登る ほど小さ く なる 特徴を 示し ている 。 こ れは、 同時に山腹を 転がり 落ち て

き た岩塊が、 巨礫を 下にし て次々と 堆積し たこ と を 示し 、 皿ヶ 嶺の北斜面を 構成する

岩体の一部が崩壊（ 山く ずれ） し て形成さ れたも のと 考えている。

こ の山く ずれが何時発生し たかは、 今のと こ ろ 不明であるが、 崖錐を 構成する岩塊

の上には樹齢 50 ～ 100 年（ ？） 年の大木が生育し ている と こ ろ から 、 それ以前のも

のであり 、 最近の動き 、（ 岩塊の転落） も ないと 推定さ れる 。

崖錐を 構成する 岩塊は、 新鮮な部分で黒灰色～黒色を 呈し 、 黄緑色の斑晶が認めら

れいずれも 同一種のも ののよ う に見受けら れ、 適当に採取し た 3 個の試料はいずれも

両輝石安山岩であっ た。 鏡下では、 斜長石・ 紫蘇輝石・ 普通輝石の斑晶と 、 その間を

埋める 微細な斜長石の流理構造が特徴的である 。

重信町風穴は、 皿ヶ 嶺の山体を 構成する 両輝石安山岩が崩壊し 、 その岩塊が堆積し
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た古期の崖錐（ 古崖錐） の末端に位置し ており 、 その岩塊のすき 間から 冷気を 吹き 出

し ている も のである 、 と いえる 。

４ ． 風の生じ る 原因

風穴周辺の気温変化について は、 重信町役場産業経済課によ る 1987 年 1 月～ 12

月間の観測記録がある 。 付図 1 は、 風穴（ 下部） における 気温変化を 、 こ の記録に

1986 年 10 月、 1989 年 4 月の結果を 加えて示し たも のである 。 黒点を 太線で結んだグ

ラ フ が外気の温度変化を 、白点を 細線で結んだグラ フ が内気の温度変化を 示し ている。

こ の結果よ り 次のこ と が明ら かになっ た。

①風穴下部外気の温度は、 － 3℃から 23℃（ 7 月のデータ があればも っ と 高温にな

る と 思われる が） の間で変化し ており 、 その年較差は 26℃である 。

②風穴下部内気の温度は、 － 2℃から 10℃までの間で変化し ており 、 その年較差は

12℃である。

③風穴下部内気の温度は、 おそ ら く －

2℃が最低で、 3 月よ り ゆっ く り と 昇温し 、

外気の気温がすで に最高を 過ぎ た 9 月末

（ 秋） に最高温度を 示すよ う になる 。（ こ の

事実は、 熱伝導率の小さ い岩石塊中のすき

間を 満たす空気である こ と に起因する も の

と 考えら れる 。）

④風穴下部における 外気と 内気と の温

度差が 10℃を 超えるのは、 5 月、 6 月、（ お

そら く 7 月も ） であり 、 6 月には 17℃の差

が認めら れる （ こ の時風穴上部の温度差は

5℃にすぎない）が 8 月には 8℃と 激減する 。

1987 年 6 月 27 日の測定記録を 用いて、

気温の測定さ れた 各場所における 空気の

密度を 計算する と 付図 2 のよ う になる 。 但

し 、 温度は測定さ れていないので 、 外気湿度 50％、 内気湿度 100％と 仮定し た。 ま

た風穴下部（ 標高 960m） の気圧を 677.4mm Hg、 風穴上部（ 標高 1,000m ） の気圧を

674.1m m Hg と し た。

こ の結果を みると 、 風穴下部（ 石組構築物） では、 外気の密度が 1,060 × 10-3 であ

る のに対し て、 内気の密度は 1.125 × 10-3 と 大き く なっ ている 。 すなわち 崖錐下部の

すき 間から 、重い（ 1.125 × 10-3）冷たい（ 6℃）空気が、軽い（ 1,060 × 10-3）暖かい（ 23℃）

外気の下側に流れ出ているこ と が理解でき る 。

崖錐を 構成する両輝安山岩の間を 満たし ている空気の温度変化が、 付図で認めら れ

る よう に地表における 空気の温度変化に比べて変動が少い原因は、 岩石が熱伝導率の

小さ い（ 暖まり にく く 、 さ めにく い） 物質であるこ と による も のである。
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また、 単純計算では、 風穴下部外気（ 23℃、 湿度 50％ ( 仮定 )） は、 12℃まで冷却

すると 霧が発生する条件はと と のう こ と になり 、 外気の湿度が高いほどその条件は良

く なる 。 風穴に霧の発生する のは、 内気（ 冷気） の流出によ っ て湿度の高い冷却さ れ

た場合である と 考えら れる。

５ ． 今後の課題など

①重信町役場産業経済課によ る観測記録の追加。 気温については 7 月のデータ がな

いのでこ れを 追加し ていただく こ と 。 また、 湿度変化も 測定する必要がある 。

②風の吹き 出し の強い時期の、 1 日 24 時間の気象観測を 実施し て 、 年間の記録と

合わせて説明文に入れる 。

③現地に温度計・ 湿度計（ 可能であれば自記記録系） を 付設し 、学習上の便宜を 計る。

以上の報告書から 、 風穴に積みあがっ た安山岩の巨礫（ 写真 3 － 52） は、 山体を 構成

する 石鎚層群の安山岩が崩壊し たも のが皿ヶ 嶺の北斜面の急勾配から 緩勾配へと 変化する

谷部に堆積し たも のである こ と がわかっ た。 また夏季に岩のすき 間から 吹き 出す冷気は、

冬季には上部よ り 噴き 出し ており 、 その要因と し て地下水が関連し ている 可能性が指摘さ

れている 。

なお、 風穴の前にある 石組構造物では、 皿ヶ 嶺山草会によ り ヒ マラ ヤケシ（ メ コ ノ プ

シス） の栽培が続けら れている 。 こ の栽培については、 代表であっ た玉井忠幸氏が、『 趣

味の山野草 10 月号』（ 2005、 ㈱栃の葉書房） に風穴の概要やヒ マラ ヤケシの栽培環境につ

いて 寄稿し て いる 。 そこ には、 平成 15 年（ 2003） ５ 月８ 日から 平成 16 年（ 2004） 10 月

３ 日までの気温や、 風穴から 噴き 出す風の温度の変化を グラ フ 化し たも のが掲載さ れてい

る 。 東温市立歴史民俗資料館では、 玉井氏より 、 掲載以後の平成 18 年（ 2006） ５ 月 27 日

までのデータ 及び風の流出に関する 記録を 提供いただいている が、その温度変化グラ フ（ 図

3 － 13） でも 鹿島教授の報告同様、 外気温と 風穴の温度差がなく なる と 風の流出が止まる

こ と が分かる。

写真3－51　 積みあがっ た安山岩の巨礫
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図3－13　 皿ヶ 嶺風穴の年間温度変化グラ フ (玉井忠幸氏提供資料を基に作成)
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（ ４ ） 風穴と の関わり

風穴の周辺には、 皿ヶ 嶺へと 続く 遊歩道や東屋のほか、 北側の上林森林公園内には駐車

場やキャ ン プ施設などが整備さ れており 、 四季を 通じ て多く の人が訪れる 場所と なっ てい

る。 文献での調査を実施し たが、風穴に関し て記載さ れたも のは見つけるこ と はでき なかっ

た。 し かし 、 風穴の横には現在の久万高原町へと 続く 道が通っ ており 、 古く から 人々が往

来する場所でも あっ た。 地元の方への聞き 取り 調査から 次のよ う な回答を 得る こ と ができ

た。

50 代後半の方　「 昔から 道の横に風穴がある のは知っ ていたが、 う っ そう と し た中に涼

し いと こ ろ がある なと いう 認識だっ た。 地元以外にはあまり 知ら なかっ たよう だ。」

70 代中頃の方　「 小学校の頃に遠足で峠道を 登っ て、 瞽
ご ぜ

女石
いし

の前を 通り 風穴へ行っ た。」

聞き 取り 調査によ れば、 かつての「 風穴」 はう っ そう と し た森林に囲まれており 、 一般

的に知ら れる景勝地ではなく 、 人があまり 近づかない、 地元の人たち のみが知っ ている 場

所であっ たよう である。

こ の後、 皿ヶ 嶺周辺一帯が昭和 42 年（ 1967） １ 月 25 日に皿ヶ 嶺連峰県立自然公園の指

定を 受け、皿ヶ 嶺への登山者などが増加し たこ と によ り 、風穴が知ら れてゆく よう になる 。

以降も 、 昭和 63 年度から 平成５ 年度にかけて上林森林公園の整備工事が実施、 平成６ 年

４ 月１ 日に供用さ れ、 平成 11 年度から 平成 15 年度には、 ２ 度目の工事によっ て、 大型の

駐車場や風穴近く まで道が整備さ れた 。 こ れによ り 、 風穴へのアク セスが容易と なっ た。

夏季にはマスコ ミ による 季節の風物詩と し ての情報発信なども あり 、 旧重信町を 代表する

景勝地と し ての認知が深まり 、 現在へと 至っ ている。

風穴の冷気を 利用する も のと し て、 皿ヶ 嶺山草会がヒ マラ ヤケシ（ メ コ ノ プシス） の栽

培地と し ている 石組構造物がある 。 こ の石組構造物は、 先述のと おり 養蚕紙や杉の種子の

保存を 目的に造ら れたと 伝えら れている が、 造ら れた時期については文献や聞き 取り によ

る調査を 行っ たが不明であっ た。『 重信町誌』 に、 こ の地域の養蚕については、 拝志村（ 現

在の東温市下林地区） では、 明治 20 年頃に初めて蚕を 試育し たと ある。 その後、 明治 30

年代には南吉井村や北吉井村でも 養蚕の記録がみら れる よ う になるが、 いずれも 昭和５ 年

に生糸の価格が大暴落し 衰退し たと ある。 昭和 36 年、 愛媛県の蚕糸振興五カ 年計画によ

り 、 昭和 41 年には旧重信町の山之内、 上林、 下林（ 佐川） の山間地で養蚕が復活し ていた

が、 結局は減少の一途を たどる こ と と なっ た。 以上の記録と 聞き 取り 調査から 、 石組構造

物が設けら れた時期については、養蚕が盛んであっ た明治 20 年代から 大正期と 考えら れる。

現在、 石組構造物の中では、 皿ヶ 嶺山草会がヒ マラ ヤケシ（ メ コ ノ プシス） の栽培を 継続

し ており 、 ６ 月～７ 月の開花時期には来訪者を 楽し ませている。 また、 現在はコ ロ ナ禍の

影響によ り 中止と なっ ているが、 上林森林公園から 1.7㎞ほど下っ た場所にある 「 水の元」

では、 夏季に皿ヶ 嶺から 流れてく る 豊富な水を 利用し て、 地元である 上林地区がそう めん

流し を 行っ ており 、 風穴観光と あわせて数多く の人が毎年訪れている 。
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４ . 皿ヶ 嶺連峰北壁の滝群（ さ ら がみねれんぽう ほく へきのたきぐ ん）

（ １ ） 位置及び立地等

東温市南部には、 久万高原町と 接する 標高約 1,000m 級の山々が、 北東から 南西に向け

て約 17㎞に渡り 連なっ ている 。 こ の山々は石鎚山脈の一部で、 西日本最高峰である 石鎚

山（ 標高 1,982 ｍ） から 西へ堂ケ森（ 標高 1,689m）、 石墨山（ 標高 1,456m ）、 陳ケ森（ 標

高 1,278m ）、 皿ヶ 嶺（ 標高 1,271 ｍ）、 引地山（ 標高 1,026 ｍ）、 三坂峠（ 標高 720 ｍ） へ

と 続いている。

皿ヶ 嶺を 中心と し た山々は皿ヶ 嶺連峰と 呼ばれ、 中央構造線の南側に位置し 、 石鎚山第

三系に覆われている 。 石鎚山第三系は下部の久万層群と 上部の石鎚層群と に分けら れてい

る が、 黒森峠、 白猪峠、 井内峠や皿ヶ 嶺を はじ めと する 南部の山地のほと んどが石鎚層群

から なる 。 県内の石鎚山第三系が、 海抜高度 200 ｍから 2,000 ｍ近く に渡っ て分布し てい

る こ と は、 中央構造線の断層活動の激し さ を 示すも のと なっ ている。

皿ヶ 嶺連峰北側の急峻な地形も 、 中央構造線の活動など地殻変動が要因と なっ て形成さ

引地山

皿ヶ 嶺
三坂峠

陣ケ森

石墨山

石鎚山

堂ケ森

白猪の滝

御来光の滝

琴の滝

水神の滝

白糸の滝

唐岬の滝

0 1 0 k m

図3－14　 皿ヶ 嶺連峰北壁の滝位置図

写真3－52　 皿ヶ 嶺連峰
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れたも のである 。 こ の連峰北斜面を 源流地と する 表川、 拝志川、 佐川川などが、 多く の支

流を 伴い北流し 、 １ 級河川重信川へ注いでいる 。 また、 こ れら の多く の流れと 急勾配の地

形が重なり あう こ と によ り 、 数多く の滝が形成さ れる こ と と なっ た。

本項では、 地区や地域別によ ら ず広範囲に点在する 滝について記載する 。 こ れら は皿ヶ

嶺連峰の北壁部分に位置し ており 、 地形的に共通し た成立過程を 持つこ と から 、 河之内地

区「 唐岬の滝」、 井内地区「 御来光の滝」、「 琴の滝」、「 水神の滝」、 上林地区「 白糸の滝」

の計５ 箇所を 「 皿ヶ 嶺連峰北壁の滝群」 と し てまと めて記載する こ と と し た。 なお、「 白

猪の滝」 も 立地的に本滝群に該当するも のと なる が、 先に記述し ている ため本項では除外

する 。

① 唐岬の滝（ から かいのたき ）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市河之内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度  132°58′52″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  緯度    33°44′59″ 

　 　 類　 　 　 型　 　  瀑布

　 　 文化財指定　 　  市指定名勝（ 昭和 38 年４ 月１ 日指定）

唐岬の滝は、重信川の支流である 表川の上流部、皿ヶ 嶺連峰県立自然公園内に位置する 。

標高約 819m、 久万高原町と の境界の近く 、 割石峠の渓谷にある 。 唐岬（ から かい） の由

来は定かではないが、『 川内町新誌』 によ る と 「 高い水の涸れ易い渓」 と 記さ れて いる。

同地区にある白猪の滝が激し く 流れ落ち る 様と 比べ、 流水が岩肌を 優し く 流れ落ちる 様子

が、 女性的な風情に見える こ と から 「 雌滝」 と も 呼ばれる 。 　 　

唐岬の滝は、 水の流れが安山岩を 侵食し て形成さ れた滝である 。 滝の規模について は、

『 川内町誌』 は「 高さ 五七間、七段…」『 川内町新誌』 は「 高さ 一一四メ ート ル、幅二四メ ー

ト ルの断崖から 落下する 瀑布は幅七段…」 と あり 、 落差の大き な滝である と 考えら れる。

７ 段の滝と さ れる のは５ 段の滝から 少し 下流にある２ 段を 含めたも のと なる。

昭和 60 年頃に滝の中段付近の岩壁が自然崩落し たこ と や、 平成 11 年９ 月に表川流域の

各地で発生し た土石流の影響によ り 、 ５ 段目の滝壺が巨石によ り 埋も れてし まっ ている 。

こ のため、 本調査において唐岬の滝の現状確認及び滝の落差の計測を 行っ た。 滝口から 巨

石によ り 埋まっ た箇所を 滝壺と し て計測し た結果、 落差約 49 ｍ、 ４ 段の滝と なっ ている

こ と が分かっ た。 こ のため、 滝自体の様相は以前と は異なっ ているこ と が判明し た。

本滝は「 白猪の滝」 で先述し たと おり 、 近藤林内が白猪の滝と 同様に見出し 世に紹介し

たも ので、 明治期には正岡子規や夏目漱石などが訪れる など、 文人墨客の探勝の地と なっ

た。

漱石は子規への手紙にて「 蓑笠にて白猪唐岬の瀑一覧致候」 と 書き 送っ ており 、『 漱石

全集第十二巻』（ 1967、 夏目漱石） に「 明治二十八年十一月二日河の内に至り 近藤氏に宿
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写真3－55　 崩落し 堆積し た礫群　

写真3－53　 唐岬の滝 写真3－54　 唐岬の滝（ 昭和40年頃）
『 続川内町誌』より 転載

す翌三日雨を 冒し て白猪唐岬に瀑を 觀る 駄句數十　 三日夜し る す　 愚陀仏」 15） と あり 、

こ の観瀑で詠んだ 50 も の句を正岡子規に送っ ている。 その時の作と し ては「 山鳴るや滝

と う と う と 秋の風」「 滝五段一段毎の紅葉かな」「 鎌さ し て案内出たり 滝紅葉」 などが知ら

れている。 14）

現在滝へのアク セスは、 東温市河之内地区から 黒森峠を 抜け、 久万高原町へと 続く 県

道 494 号沿いの小道から 入るよう になっ ている。 こ の道は滝の上流を渡っ た後、 川の左岸

側の斜面に付けら れた小道に続き、 さ ら にそこ を下っ て行く 。 整備工事に関し ては、 昭和

37 年（ 1962） ６ 月１ 日発行の「 広報かわう ち第 43 号」 掲載の一般会計歳出予算の産業経

済費商工観光費の説明に「 割石峠一帯を「 自然公園化すると 共に、 唐岬開発の為三〇〇米

の小歩道を設ける 300,000 円」 19） と あり 、 白猪の滝と 同様に川内町発足後に、 唐岬の滝周

辺の観光開発を進めている。 ただし 、 現在はこ の小道も 途中で侵食などにより 荒れている
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ため、 非常に険し いも のと なっ ている。

また、 県道沿いの唐岬の滝入り 口の広場には、 漱石を 師と 仰いだ松根東洋城（ 1878 －

1964） が揮毫し た「 滝五段一段毎の紅葉かな」 の句碑が建立さ れ、 昭和 38 年９ 月 28 日に

除幕式が執り 行われている 。 松根東洋城は東京築地生まれの俳人で、本名を 豊次郎と いう 。

東京築地の文海学校、 伊予大洲小学校、 松山中学校、 旧制一高、 東京帝国大学を 経て京都

帝国大学法学部を 卒業、 松山中学校五年生時には英語科教師と し て赴任し ていた夏目漱石

の授業を 受けている 。 旧制一高在学中も 、 熊本五高にいた漱石から 俳句の指導を 受け、 子

規庵にも 出入する などし て研鑽を 積み、 大正４ 年（ 1915） には俳誌「 渋柿」 を 創刊、 主宰

を つと めた。

また、 昭和 25 年８ 月から 昭和 26 年３ 月、 昭和 26 年８ 月から 昭和 27 年３ 月の間、 東洋

城は河之内地区にある 惣河内神社の社務所内縁の一畳を 借り て、「 一畳庵」 と 称し て起居

し ていた。 こ の社務所は昭和 52 年４ 月 25 日に川内町の指定文化財と なり 、 現在へと 受け

継がれている。

② 御来光の滝（ ごら いこ う のたき ）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市井内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度 132°56′49″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  緯度  33°44′27″ 

　 　 類　 　 　 型　 　  瀑布

　 　 文化財指定　 　  なし

「 御来光の滝」 は、 表川の支流である 井内川の支流の上流部、 皿ヶ 嶺連峰県立自然公園

内に位置する 。 標高約 750m 、 今回調査対象と し た井内地区の自然名勝の中では最も 高い

標高にある 滝と なる 。

落差約 50 ｍの１ 段の滝で、 その中間付近を 東温市井内地区と 久万高原町直瀬地区を 結

写真3－56　 夏目漱石の句碑（ 松根東洋城揮毫） 写真3－57　 一畳庵
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写真3－58　 御来光の滝 写真3－59　 滝を横切る御来光橋

ぶ林道梅ケ谷永子線の「 御来光橋」 が横切るよ う に架かっ ている ため、 容易に訪れる こ と

ができ る 。 節理（ 岩の割れ目） が縦横に走る安山岩の岩肌や水が流れ落ちる 様子を 間近に

見ながら 、 暑い夏にはミ スト シャ ワーが、 また両岸から 延びる 木々の葉の変容から は四季

それぞれの風景が楽し める 。

名前の「 御来光」 の由来である が、本滝は御来光を 見るには難し い場所に位置し ている 。

こ のため、 後述する 下流の滝「 琴の滝」 が本来の御来光の滝であっ たのが、 いつから か、

本滝が御来光の滝と し て呼ばれる よう になっ たのではないかと も 言われている 。

③ 琴の滝（ こ と のたき ）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市井内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度 132°55′49″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  緯度  33°44′31″ 

　 　 類　 　 　 型　 　  瀑布

　 　 文化財指定　 　  なし

琴の滝は、 表川の支流である 井内川の支流の上流部、 皿ヶ 嶺連峰県立自然公園内に位置

する 。 標高約 670 ｍ、上流約 150m には先述し た御来光の滝が位置し ている 。 落差約 32 ｍ、

２ 段の滝で安山岩の岩肌を 流れ落ち る 水は、 １ 段目では勢いのある 流れと なっ ている が、

２ 段目から は穏やかな流れへと 変化し 、 表面を 流れ落ち ていく のを 見る こ と ができ る 。

本滝には名前がなく 「 御来光の滝の下の滝」 など と 呼ばれていたが、 近年地元の一部
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の人や山登り を 行う 人たち から 「 琴の滝」 と 名前が付けら れ呼ばれる よ う になっ ている。

本委員会でも 滝の状況について現地視察の後、 検討を 行っ た結果、「 琴の滝」 の名が妥当

であると 判断し たため、「 琴の滝」 と し て報告を 行う こ と と なっ た。 名前の由来と し ては、

流れ落ち る 何条も の水の連なり を 竪琴 ( ハープ ) の弦に見立てる と 、「 琴」 を 想起する 佇ま

いである こ と によ る のも のではないかと 考える 。 耳を 澄ませば、 水琴窟と は異なる、 天然

の造形から 奏でら れるメ ロ ディ ーが聞こ えてく る 。 独特の流下形態の滝である 。

なお、 令和２ 年度に土石流が発生し たこ と により 、 滝の北側を 通る 林道や架橋に被害が

生じ た。 こ のため、 令和３ 年度に林道等の復旧工事が行われ、 滝壺や周囲に堆積し た岩や

土砂の撤去、 滝の北にかかる「 岩流橋」 が架け替えら れたこ と により 、 滝の周囲の景観は

以前と は大き く 変化し ている。

写真3－60　 琴の滝
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がコ ンク リ ート で設けら れている が、 現在滝壺から の

取水は廃止さ れている。 し かし 、 滝の下流には農業用

水の取水が行われており 、 滝入り 口の周辺も 草刈り な

どの環境維持がなさ れ、 地域住民の生活と の繋がり が

深い滝と なっ ている 。

東温市は、 愛媛県で は数少な い海を 持たな い地方

公共団体である 。 し かし ながら 、 山間部に「 海上」 や

山の名には「 塩ヶ 森」、また、前述し た滑川渓谷には「 塩

嶽」 と いう 地名がある。 一方、川に関する 地名は、「 滑

川」 を はじ め「 河之内」、「 横河原」、「 志津川」 など枚

挙にいと まがない。 それほど東温市は「 水」 を 身近に

感じ 、 意識し てき た地域である と いえる 。

し かし 、 瀬戸内気候と いう 温暖で少雨の傾向にある

地域に位置する ため、 と き に渇水に苦し む。 そう し た

時の水量の変化は、 滝から 流下する 様子を 見れば一目

瞭然である。 ゆえに人々は古く から 、「 水神の滝」 のよ

う に「 水神社」 を こ し ら え、 渇水時には雨乞いを、 平

時は水神様を 祀り 、 祈る。 こ のよ う に滝は、 人々が生

き てゆく ために必要不可欠な水量を みる バロメ ータ ー

でも ある。

⑤ 白糸の滝（ し ら いと のたき ）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市上林（ 旧重信地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度 132°53′55″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  緯度  33°44′03″

　 　 類　 　 　 型　 　  瀑布

　 　 文化財指定　 　  なし

白糸の滝は、重信川の支流である 拝志川の上流部、上林峠（ 456 ｍ） 北方、標高約 647 ｍ、

皿ヶ 嶺の北壁から 北へと 続く 斜面の終焉部に近い谷部に位置する 。 また、 皿ヶ 嶺連峰県立

自然公園内に位置し ており 、 東温市域では最も 西側にある 滝と なる。 　

白糸の滝は入り 口よ り 約 370m 先まで、 上流に向かっ て遊歩道や橋が設置さ れている 。

最上流の落差約 20m の滝までの間には、 大小様々な滝や落差があり 、 露出する 安山岩に

は節理が顕著に縦横に走っ ている のが見ら れる など、 こ の地域の地質を 間近に観察する こ

と ができ る 場所と も なっ ている 。 全国に「 白糸の滝」 と 名付けら れた滝は数多く ある が、

当市の「 白糸の滝」 も 他の滝に劣る こ と なく 美し い。「 絹糸の滝」 と も 呼べる 程、 光沢の

ある 水がほと ばし る よう に流下し ている。 黒みを 帯びた安山岩の上を 流れ下る絹のよう な

写真3－62　 水神を祀る祠

写真3－63　 滝の取水口
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④ 水神の滝（ みずがみのたき ）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市井内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度  132°56′21″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  緯度    33°44′59″ 

　 　 類　 　 　 型　 　  瀑布

　 　 文化財指定　 　  なし

水神の滝は、 表川の支流である井内川上流部の支流、 標高約 575 ｍに位置し ている 。 落

差約 10 ｍの滝で、 安山岩中に節理が顕著に発達し ている 。 周囲の山林は「 水源の森林づ

く り 推進モデル林」 と し て「 活力水源林誘導事業」 で整備が行われている。

当初、 滝の名称について調査を 行っ たが、 文献等での報告事例がないこ と から 、 情報提

供元である 山歩き グループに話を 聞いたと こ ろ 、滝の入り 口にある 水神様から 「 水神の滝」

と 呼んでいると のこ と であっ た。 一方、 地元の古老へ聞き 取り 調査を 行っ たと こ ろ 「 名前

はない」と のこ と であっ た。 両者の回答を 踏まえ、委員会で検討し た結果、滝の入り 口に「 水

神様」 が祀ら れており（ 写真 3 － 63） 山歩き グループなどが「 水神の滝」（ みずがみのたき ）

と 呼んでいるこ と から 、 その呼称を 使用するこ と と なっ た。

滝から 流れる 水は、 かつては下流にある 大平地区が副水源と し て長ら く 利用さ れてき

た。 入り 口にある 自然石の上には石製の祠があり 、 水神様が祀ら れている。 祠には「 水神

社」「 昭和十四年九月十五日建之」「 大平組中」 と 刻まれ、 シキミ や酒などが供えら れてい

る 。 現在でも 大平地区によ り 年 1 回お祀り が行われているが、 以前は四季ごと に行われて

いたと のこ と である 。 こ のため、 滝へと 続く 道の途中には止水栓、 滝壺の東部分は取水口

写真3－61　 水神の滝
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写真3－66　 中流域の滝

写真3－64　 白糸の滝 写真3－65　 白糸の滝（ 昭和60年頃撮影）



- 97 -

白い水流、 両者の色のコ ント ラ スは一見の価値がある。

重信町は平成８ 年（ 1996） に町政 40 周年を 迎え、 同年６ 月 28 日には町制 40 周年記念

式典が開催さ れた。 その記念のひと つと し て町の名所と し て「 重信八景」 が選定さ れてい

る。こ の重信八景は、町の自然や施設などを対象に町内から 以下の８ 箇所が挙げら れた。「 奥

重信自然公園」、「 北重信歴史の道」、「 重信町総合公園」、「 桜つつみふれあい公園」、「 吉井

の親水公園」、「 上村大橋公園」、「 南重信歴史の道」、「 皿ヶ 嶺自然公園」 である。 こ れら は

『 広報し げのぶ 7 月号別冊町政 40 周年記念特集号』 にて公表さ れ、 白糸の滝は「 皿ヶ 嶺自

然公園」 を 代表し 、「 皿ヶ 嶺と いえば、 白糸の滝を 連想するほど、 こ の滝はよく 知ら れてい

ます。」 と 紹介さ れている。 また、 重信八景を 写し た８ 枚組の絵はがき が発行さ れ、 その中

の「 皿ヶ 嶺自然公園」 の写真にも 取り 上げら れている。 他にも「 重信町制 40 周年記念エコ ー

はがき 」 が記念式典日に発売さ れ、 こ のはがき のデザイ ン にも 白糸の滝の写真が使用さ れ

ているこ と から 、 重信地区を 代表する景勝地のひと つであっ たこ と が窺える。

図3－15　 重信八景絵はがきと エコ ーはがき発売の記事（ 広報し げのぶ）
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５ ． 雨滝（ あまたき）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市河之内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度  33°47′12″

　 　 　 　 　 　 　 　 　   緯度 132°57′27″

　 　 分　 　 　 類　 　  瀑布、 深淵

　 　 文化財指定　  なし

（ １ ） 滝の位置及び概要

雨滝は、 重信川の支流である表川の上流、 標高約 230 ｍの河之内音田地区に位置する。

上流約 600 ｍには後述する窪野淵がある。 表川の流れが西向きに湾曲する地点より やや上

流部の約 50 ｍ区間で、 両岸は切り 立っ た崖と なっ ている。 流れは右岸に当たり 、 西へ向

き を変えた後すぐ に北へと 流れている。

雨滝は和泉層群中に貫入し た安山岩で形成さ れ、 表川の水流が安山岩を侵食するこ と に

より 両岸が下刻さ れ急崖と なり 、 さ ら に滝の後退が進んだも ので、 小さ な滝と 下流の淵に

より 構成さ れている。 現在ある滝は、 安山岩にでき たポッ ト ホール ( かめ穴・ 甌穴 ) が成

長し 、 Ｕ 字状と なっ た岩の壁の中央から 流れ落ちている。

（ ２ ） 生活と の関わり

雨滝左岸の高台には、 現在は惣河内神社へ合祀さ れた雨滝三嶋神社が明治４ 年（ 1871）

まであり 、 公儀の雨乞所と し て知ら れていた。 川内町誌によると 享保８ 年（ 1723） の大旱

時に古式の祭事を 行い、 合祀以降では明治 27 年（ 1894） と 昭和９ 年（ 1934） の旱魃時に

も 同様に執り 行っ た。 その際には、 松前（ 現伊予郡松前町） より 魚売女（ おたた） の行列

写真3－67　 雨滝
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が賑々し く たと 記さ れている。 こ のよう に、 瀬戸内気候の松山地域は渇水に苦心し てき た

が、 そのたびに海辺で暮ら す人たち までも が、 重信川の支流である表川の雨滝にやっ てき

て雨乞を 行っ たのである 。本市がいかに水と の関わり を 持つ地域である かが分かる 。また、

『 続川内町誌』 には上流の窪野淵と 同様に、「 伊豫温古録に「 河之内六所」 と し て、 一、 城

岸望桜 二、 白猪春景、 三、 名越暮蛍、 四、 窪野納涼、 五、 唐岬秋興、 六、 雨滝観雪、 と

河之内の勝景を あげている 。」 と の記述がある 。『 伊豫温古録』 での確認はでき なかっ たが、

雨滝も 河之内地区の景勝地のひと つであっ たと 思われる 。

雨滝には赤色の鉄橋が架かっ ており 、 対岸の雨滝三嶋神社へ渡る こ と ができ た。 こ の赤

橋は雨滝のシン ボルと なっ ていたが、 平成 11 年（ 1999） ９ 月台風 16 号による 水害によ り

流失し ている。 現在は両岸にその基礎部が残さ れている 。

また、 雨滝三嶋神社境内には、 ひょ んの木と も 呼ばれるマン サク 科の常緑高木イ スの木

の群生があり 、 昭和 38 年４ 月１ 日に市指定天然記念物に指定さ れている。

写真3－70　 雨滝に架かる橋(昭和63年頃撮影)

写真3－68　 水流により 侵食を受けた安山岩 写真3－69　 雨滝三島神社跡から の雨滝
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６ ． 窪野淵（ く ぼのふち）

　 　 地　 　 　 区　  東温市河之内（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　  経度   132°57′30″

　 　 　 　 　 　 　 　  緯度    33°46′54″ 

　 　 分　 　 　 類　  瀑布、 岩石

　 　 文化財指定 なし

（ １ ） 窪野淵の位置及び概要

窪野淵は、 重信川の支流である表川の上流、 標

高約 270 ｍの河之内狩場地区に位置する 。 窪野淵

の真上には、 昭和 46 年（ 1971） に国道 494 号清

水橋が架けら れたこ と も あり 、 今は目につき 難い

景勝地と なっ ている 。 窪野淵の滝口と なる 清水橋

の下では、 北流する 表川を 斜断するよ う に安山岩

が貫入し 、 岩体の南側には顕著な柱状節理を 見る

こ と ができ る （ 写真 3 － 72）。 安山岩が貫入し て

いる のは中央構造線に沿っ てであり 、 和泉層群が

北西方向から 南東方向の久万層群明神層の上に乗り あげている よ う に見える 。 なお、 こ の

地域は、 東西に伸びる中央構造線が大き く 南に曲がる 桜樹屈曲部に位置し ている 。

窪野淵は、 下流から 見る と 椀を 伏せたよ う な形に見える 大き な岩である 。 表面には表川

の激し い水流が左岸側を 流れ続けたこ と によ る 侵食作用で 岩に流路ができ 、 そこ から 約

10 ｍの落差で流れ落ちる 水の力が安山岩を 大き く 抉り 、 椀状の深い淵が形成さ れている 。

写真3－72　 窪野淵

写真3－71　 安山岩の柱状節理
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（ ２ ） 生活と の関わり

前述のと おり 、『 続川内町誌』 によ る と 「 伊豫温故録に「 河之内六所」 と し て、 一、 城

岸望桜 二、 白猪春景、 三、 名越暮蛍、 四、 窪野納涼、 五、 唐岬秋興、 六、 雨滝観雪、 と

河之内の勝景を あげている 。」 と の記述 21） がある が、 こ の記述は『 伊豫温故録』 の中では

確認する こ と はでき なかっ た。 こ のため、『 続川内町誌』 の出典資料は判明し なかっ たが、

河之内地区の夏を 代表する 景勝地のひと つであっ たと 考えら れる 。

また、 滝北側の岩の中央付近には、 淵の上流よ り

水を 下流へと 取水する ための穴と 溝がある。 こ れ

は、「 窪野の刳り 貫き 用水路」 と 呼ばれる 取水堰で、

明治 27 年（ 1894） に造ら れたも のである。 取水口

は上流側に開けら れ、 ト ン ネル状と なっ ている 。 工

事には住友鉱山の技術者が携わっ ており 、 当時と し

ては珍し い火薬が使用さ れた。 こ れによ り 、 下流に

ある 音田と 徳吉２ つの地区合わせて約 31 町歩の田畑を 潤すこ と ができ る よ う になっ た。

こ のよ う に、 水路が造ら れ下流域での水の確保ができ るよ う になっ てから も 、 音田と 徳

吉地区では、 田植前の時期になる と 渇水対策のため、 上流から 水を 通す通水管を 窪野淵に

掛ける 「 お樋掛け（ おと いかけ）」 が行われていた。 お樋掛けの現状について聞き 取り 調

査を 実施し たが、「 現在では圃場整備が行われ用水の確保ができ る よ う になっ た 。」「 平成

12 年９ 月の水害によ り 清水橋に掛けていたお樋掛けの道具が流さ れてし まい、 現在では

行われていない。」 と の事であっ た。 また、「 昔は窪野淵の淵は深く 高知まで続いている と

いう 話も あっ たが、 平成６ 年（ 1994） の渇水時に見たら そう でも なかっ た。」 と いう 話を

聞く こ と ができ た。

写真3－73　 刳り 貫き 用水路

図3－16　 広報かわう ちの記事（ 平成９ 年６ 月号）

写真3－74　 お樋掛けの様子（ 平成３ 年撮影）
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７ ． 山椒ヶ 崖（ さ んし ょ う がだけ）

　 　 地　 　 　 区　  東温市南方（ 旧川内地区）

　 　 座　 　 　 標　  経度   132°55′29″

　 　 　 　 　 　 　 　   緯度    33°47′46″ 

　 　 分　 　 　 類　  岩石

　 　 文化財指定　  なし

（ １ ） 山椒ヶ 崖の位置及び概要

山椒ヶ 嶽は、 １ 級河川重信川の支流である 表川の中流、 標高約 144 ｍの南方天神地区に

位置する 。 こ こ は表川と その支流である 本谷川が合流する 地点で、 やや下流で川の流れが

蛇行する 場所がある 。 山椒ヶ 崖はこ の蛇行する 右岸にあたる。 本露頭は、 中央構造線の北

側、 領家帯南部を 占める 和泉層群の砂岩泥岩互層で、 比高約 70 ｍの南向き の崖を 形成し

ている。 こ の崖は、 表川と 本谷川が谷幅や谷底を 侵食する 過程で形成さ れたも ので、 南向

き に屈曲し た幅約 70 ｍの間には草木が生えておら ず、 地層が露出し ている。 こ れは、 和

泉層群の砂岩や泥岩が風化や侵食に対し て弱く 崩れやすいため、 表面に草木が生える こ と

ができ ないから である。 よ っ て、 和泉層群の砂岩と 泥岩の各層が交互に堆積し た状況を 観

察するには最適な場所と なっ ている。 また、 地層の成り 立ちの学習や地層の説明のための

写真等にも 利用さ れている 。

山椒ヶ 崖で見える 地層の堆積面 ( 層面 ) は、 一見東西方向へ水平に重なっ ている よ う に

見える が、 上流約 350 ｍ付近の右岸側の西壁から 見る と 北へ約 10 度傾斜し ている こ と が

分かる。 すなわち 、 表川が大き く 蛇行する こ の場所では、 東西断面と 南北断面の和泉層群

の地層の広がり を 立体的に観察するこ と ができ る のである 。 和泉層群が傾いている（ 褶曲

写真3－75　 山椒ヶ 崖
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し ている ） こ と や、 東温市の南側に位置する皿ヶ 嶺連峰を はじ めと する 山々が隆起し てで

き たこ と など、 今見ている 大地が地殻変動で形成さ れたと いう こ と が実感でき る 。

（ ２ ） 文献等で見る山椒ヶ 崖

山椒ヶ 崖について書かれた文献等はほと ん

どなく 、 唯一、 文政８ 年（ 1825） に成立し た

『 安国寺古地図』 にそ の姿が描かれて いる。

安国寺は東温市則之内にある寺院で、 暦応２

年（ 1339） に足利氏の命を 受けた河野通盛に

よ り 建立さ れた。 古地図によれば、 建立当時

は現在地よ り 330 ｍ西にある市営住宅保免団

地付近であっ たと さ れている 。 現在地には嘉

永６ 年（ 1853） に移転し ている ため、 文政年

間に描かれた『 安国寺古地図』 は移転前の地域を 示す貴重な資料と いえる 。 安国寺を 中心

に則之内村庄屋宅、 周辺の寺院や山や古城跡、 河川などが記さ れている 。 山椒ヶ 崖も 南側

から 見た絵が描かれており 、「 三所ヶ 巖」 と 呼称が記さ れている 。 山椒ヶ 崖は、 古く から

ラ ン ド マーク と し て利用さ れていたのである。 ち なみに、 松山から 来て合流する 讃岐街道

（ 金毘羅街道） は、こ の山椒ヶ 崖を 左に曲がり 桧皮峠を 越え、讃岐 ( 香川 ) へと 伸びている 。

図3－17　 安国寺古地図に描かれた「 山椒ヶ 崖」

写真3－76　 地層の傾斜が確認でき る堆積層
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８ ． 阿歌古渓谷（ あかごけいこ く ）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市山之内（ 旧重信地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  経度  132°56′47″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  緯度   33°52′37″ 

　 　 類　 　 　 型　 　  渓谷

　 　 文化財指定　 　  なし

（ １ ） 渓谷の位置及び概要

阿歌古渓谷は、 東温市北部の山之内木地地区にある 渓谷で、 東温市北側の高縄半島から

続く 山塊を 南北に流れる １ 級河川重信川の支流のひと つ、 阿歌古谷川の中流標高約 415 ｍ

にある。 今回の調査において唯一東温市北側に位置する 景勝地である 。

阿歌古渓谷は地質的には領家帯の和泉層群に属し て いる。 こ の地層は中央構造線北側

に沿う 形で分布し ており 、 約 7,000 万年前の後期白亜

紀に海底の砂や泥が堆積し てでき たも のである 。 東は

奈良県から 西へ、 大阪府の和泉山地、 淡路島南部、 讃

岐山脈を 経て愛媛県大洲市の青島にまで及ぶ地層であ

る 。 和泉層群の南北の幅は 8 ～ 13 km で、 当市で 最

大幅を と る 。 こ の渓谷から 南南東へ約 1.1km 先には、

約 7,000 万年前の波の跡（ 漣痕） の化石が、 重信川右

岸の南に傾斜する 一枚岩上に露出し ている 。 こ れは中

写真3－77　 阿歌古渓谷の上流部

写真3－78　 阿歌古渓谷上流の流出砂礫
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央構造線の活動や地殻変動の痕跡を 物語っ ている。 こ の化石は昭和 56 年（ 1981） ７ 月１

日に重信町の天然記念物「 漣痕化石」 と し て指定さ れ、 合併後、 東温市になっ ても 市の天

然記念物と し て引き 継がれている 。

阿歌古渓谷周辺は和泉層群の塊状砂岩層が卓越し ており 、 こ の砂岩を 建築材に利用する

ため、 重信川沿いに複数の採石場がある 。 阿歌古谷川は、 西流する重信川に北の高縄山塊

から 流れ込んでいる も ので、 河床勾配が急で流水によ っ て砂岩が侵食さ れ、 短い区間では

ある が両岸が切り 立ち、 渓谷が形成さ れている 。 幅の狭い場所では小さ な落差と 淵を 伴っ

ており 、 本渓谷を 代表する 場所と なっ ている。

（ ２ ） 渓谷の範囲

阿歌古渓谷の範囲が明確でないこ と から 、 委

員会にてその範囲について確認を 行う 必要性が

挙げら れた。 阿歌古渓谷に関する 文献はほと ん

どなく 、『 重信史談』 第 9 号（ 1990、重信史談会）

に渡部正寿氏が「 山之内阿歌古渓谷水車遺構と

その周辺」を 寄稿し ている。 渡部氏はこ の中で、

阿歌古渓谷は約４ ㎞続いている こ と や、 明治中

期から 後期にかけて創業さ れた製材所跡に残る

水車小屋や藤山簡易小学校分校跡の位置、 さ ら

にその上流には神里の滝を はじ め大小様々な滝

があるこ と に言及し ている （ 図 3 － 18）。

こ れを 基に現地調査を 実施し たが、 渓谷から

上流へと 向かう 道は落石等によ り 荒れ、 通行が

困難な状況で、 現地にたどり 着く こ と はでき な

かっ た。 また渓谷上流には砂防堰堤、 下流域も

砂防堰堤に堆積し た砂礫による 河床が続いてい

る こ と を 確認し た。 以上を 前提に、 渓谷についての検討を 行っ た結果、 沈下橋から 上流側

最初の砂防堰堤までの約 230m を その範囲と し た。

（ ３ ） 阿歌古渓谷と の関わり

阿歌古渓谷の景勝地と し て の歴史は古い文献等で は見る こ と がで き な い。 平成８ 年

（ 1996） に重信町が町政 40 周年記念のひと つと し て選定し た「 重信八景」 のひと つに、 重

信川源流域「 奥重信自然公園」 がある。 こ の自然公園内の紹介には「 漣痕化石、 阿歌古渓

谷、 烏ヶ 嶽叢林、 稲荷五社社叢、 福見寺、 キャ ン プ場等」 と あり 、 阿歌古渓谷も その名が

挙げら れている 。 当時は、 渓谷の近く に酒樽村と いう 民間のレ ジャ ー施設があり 、 アメ ノ

ウオの養魚施設や釣り 堀、 宿泊などができ た。 観光客も 多く 訪れていたこ と から 、 近く に

ある 阿歌古渓谷の存在も 徐々に知ら れる よ う になっ たと 考えら れる。 現在、 酒樽村は廃業

図3－18　 阿歌古渓谷周辺図

『 重信史談』第9号掲載図を一部加工
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写真3－83　 砂礫が堆積し た阿歌古渓谷下流の河床

し てし まっ たが、 夏の時期になる と 、 周辺の河原などで水遊びやデイ キャ ン プを 楽し む人

や、 秋の紅葉を 見る 人が多く 訪れている 。

なお、 阿歌古渓谷の「 阿歌古」 の由来は、 前述の渡部正寿氏が「 昔、 木地の竹屋敷（ 東

谷） に、 合戦に敗れた落ち 武者が住み、 昔（ 古） を 偲んで和歌（ 阿歌） を よ く し たので阿

歌古と いう 「 ホノ ギ」（ 地名） ができ たと いう 。」 24） と 記し ている 。

写真3－79　 阿歌古渓谷上流の砂防堰堤 写真3－80　 阿歌古渓谷中流

写真3－82　 阿歌古渓谷下流写真3－81　 阿歌古渓谷中流から 下流
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９ ． 重信川の霞堤（ し げのぶがわのかすみてい）

　 　 地　 　 　 区　 　  東温市見奈良地区から 南野田地区（ 旧重信地区）

　 　 座　 　 　 標　 　  見奈良霞　 経度  132°52′50″　 緯度 33°47′13″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  井口霞　 　 経度  132°51′11″　 緯度 33°47′ 3″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  開発霞　 　 経度  132°50′56″　 緯度 33°46′46″

　 　 　 　 　 　 　 　 　  南野田霞　 経度  132°49′58″　 緯度 33°47′10″

　 　 類　 　 　 型　 　  築堤

　 　 文化財指定　 　  なし

（ １ ） 重信川の霞堤の位置及び概要

重信川は、松山平野中央を 流れる 河川で、東温市の北に位置する 東三方ヶ 森（ 標高 1,233

ｍ） の標高約 1,000 ｍ付近を 源と する 幹川流路延長約 36㎞、 流域面積約 445㎢の１ 級河川

である。 東温市を 南西に流れ、 表川と 合流後、 流路は西へと 変わる。 こ こ から 拝志川、 内

川、 砥部川、 石手川などの支流が合流し 、 松山市、 砥部町、 松前町を 抜け伊予灘へと 注い

でいる。

地質的に重信川上流域は、 領家帯の花崗岩類と 変成岩類、 そし て和泉層群が分布し てい

る 。 花崗岩類は強風化し ており 石材と し ての利用はでき ず、 も っ ぱら 真砂土と し て流下し

ている 。 パラ パラ と 花崗岩の表面が侵食さ れ草木も 生える こ と ができ ない場所に「 白
し ら つえ

潰」

と 名付けら れている 。 し たがっ て、 非常に脆く 崩れやすい花崗岩類の分布する 高縄山塊で

豪雨が降っ た場合などには、 各支流から 多

量の砂礫が重信川に流れ込み、 流路延長が

短いこ と も あり 、 中・ 下流域では頻繁に水

害が発生し ていた。 重信川は、 かつては暴

れ川の「 伊予川」 と 呼ばれていた所以であ

る 。 今日では、 数多く の砂防堰堤が高縄山

塊から 流れ下る各谷に造ら れている が、 多

く の砂防堰堤が砂礫で埋まり 、 本来の機能

を 失っ ている 。

現在、 重信川では堤防の護岸工事や、 上流域には前述のよう に多数の砂防堰堤が設けら

れる など災害対策が行われている が、 江戸時代初期にも 水害対策と し て、 足立重信の手に

よ り 「 霞堤」 が、 築かれる こ と と なり 、 今なお、 その痕跡を 見る こ と ができ る 。

霞堤は、 連続し た堤防ではなく 、 本堤に切れ目があり 、 そこ から 上流側へ開いた形状の

「 控堤」 を 設ける こ と で遊水地を 確保する も のである。 こ れによ り 、 増水時には水が遊水

地へと 流れ込み、 一時的な貯水を 行う 共に、 本堤の決壊を 防ぐ こ と を 目的と し た。

現在、 霞堤は重信川流域には９ 箇所確認さ れており 、 東温市域では４ 箇所を 確認するこ

と ができ る。 上流は、 重信川が南西から 西へと 流路が変わる 場所で、 支流の表川や拝志川

写真3－84　 重信川の堰堤（ 除ヶ の堰堤）
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が合流する場所でも ある。 こ のため、 下流域では急激に増す水量が原因と なり 、 水害によ

る被害を 受けやすく なる。最も 上流に築かれた霞堤と し て「 見奈良霞」（ 見奈良地区）がある。

こ こ より 下流約 4.7㎞の間に「 井口霞」（ 牛渕地区）、「 開発霞」（ 上村地区）、「 南野田霞」（ 南

野田地区） の 3 つの霞堤を 確認するこ と ができ 、 上村地区の開発霞以外はすべて右岸に設

けら れている 。

（ ２ ） 重信川の霞堤と の関わり

第 1 章で述べら れているよ う に、 霞堤が築かれたのは江戸時代初期にあたる。 松山藩主

加藤義明は、 家臣である 足立重信（ ？－ 1625） に、 暴れ川で流路の定まっ ていなかっ た

伊予川の改修工事を 命じ た。 足立重信は、 河川改修工事の指揮監督を 行い、 伊予川と その

支流のひと つである 石手川の流路を 現在の位置に近いも のと し 、 松山藩及び松山平野の発

展に寄与する こ と と なる 。 こ の改修工事のひと つと し て行われたのが霞堤である。 後に、

足立重信の功績を 称え、 伊予川は「 重信川」 と 呼ばれる よう になっ た。

以後、霞堤は流域の水害による被害を 軽減すると 共に重信川の風致景観のひと つと なり 、

現在まで引き 継がれてき たが、 本堤の改修工事が進むにつれ、 堤防の上部には自転車専用

道路などの整備が進み、 遊水地は田畑や民地、 公園と し て使用さ れるなど徐々にその姿が

変わり つつある。 こ れにより 、 水害軽減のために築かれた霞堤の本来の目的が忘れら れゆ

く 現状と なっ ている 。

市内の霞堤のう ち、 上村地区の開発霞では、 平成６ 年 4 月 1 日に「 重信川かすみの森公

園」 が開園し た。 また令和２ 年度には重信川自然再生事業の一環で、 開発霞自然再生事業

と し て泉や魚道の整備や植樹などが行われ、 人と の生活と 関わっ ていたかつての霞堤内の

自然環境を 復元する 取り 組みが続けら れている。 週末には多く の人たち がこ の公園を 訪れ

ている 。

写真3－85　 重信川（ 表川合流地点下流）
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図3－１ 9　 霞堤位置図
「 地理院タ イ ルに『 霞堤』の位置と 名称を追記し て掲載」
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写真3－86　 見奈良霞本堤・ 控堤

写真3－87　 見奈良霞（ 下流から ） 写真3－88　 本堤と 控堤の間の遊水地

控 堤

本 堤

見奈良霞（ みなら かすみ）
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写真3－90　 井口霞（ 下流から ） 写真3－91　 本堤と 控堤の間の遊水地

井口霞（ いぐ ち かすみ）

写真3－89　 井口霞本堤・ 控堤

控 堤

本 堤
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写真3－92　 開発霞本堤・ 控堤

控 堤

本 堤

開発霞（ かいはつかすみ）

写真3－93　 本堤 写真3－94　 本堤と 控堤の間の遊水地
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写真3－95　 南野田霞本堤・ 控堤

控 堤

本 堤

南野田霞（ みなみのだかすみ）

写真3－96　 南野田霞（ 下流より ） 写真3－97　 本堤（ 下流より ）
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第４ 章　 調査成果の評価

『 東温市の文化財』（ 東温市教育委員会、2006.3） によ れば現在、東温市の指定名勝は「 白

猪の滝」「 唐岬の滝」「 滑川渓谷」 の 3 箇所で、 それぞれ昭和 38 年（ 1963） 4 月 1 日に指

定さ れた。 いずれも 東温市誕生（ 平成 16（ 2004） 年 9 月 21 日、旧川内町及び旧重信町合併）

前の町指定名勝が市指定に継承さ れたも のである 。

本調査では前記 3 件を 先行事例と し て、 市域に存在する 自然的名勝を 抽出する こ と を 目

的と し て行われた。 文献資料、 地元住民の聞き 取り から 30 箇所を 選び、 さ ら に景観が良

好で特出する も のを 13 箇所に絞っ た。 13 箇所には瀑布 8 箇所、 渓谷 2 箇所と それ以外に

広く 水系に関連し たも のと し て、上林地区の風穴と 重信川の霞堤も 候補にいれた。（ 第 3 章、

78・ 106 頁参照）

選定地の分布は北部の阿歌古渓谷、 中央部の山椒ヶ 崖、 西部の重信川流域の霞堤以外の

候補地は結果的に市域の南部に偏在し たも のである。 本市は南に皿ヶ 嶺連峰に連なる 山地

が存在し 、重信川に流入する 支川も 多く 、地形も 変化に富み豊かな自然環境を 有し ている 。

調査対象地で名勝地と し て特出する も のは、 いずれも 規模と 多様な景観が見ら れ、 特に

名勝地と し て優れたも のは中山川の支流にある 「 滑川渓谷」 である。 久万層群の礫岩層を

侵食し てでき た渓谷で、 全域が皿ヶ 嶺連峰県立自然公園内に位置する 。 上流には砂岩層上

層に礫岩層があり 、 水によ る侵食で大き く 抉ら れ、 その形状から 「 龍の腹」 と 呼ばれ、 そ

の最奥には「 奥の滝」 がある。 下流には礫岩、砂岩、頁岩が交互に重なっ た「 塩嶽（ 汐嶽）」

がある。 中間部には「 滑川」 の呼称と なっ ている 広く 平ら で滑ら かな河床を 水が流れてい

る 。 冬季に訪れる と 両岸の岩盤から 長尺の氷柱が連続し 、 夏季と は違う 景観を 見るこ と が

でき る。 四季を 通し て変化に富む風景は格別である。

重信川支流の表川にある 「 白猪の滝」「 唐岬の滝」 には明治期に夏目漱石、 正岡子規等

が訪れ、 観瀑の句を 詠み、 現地にはそれにちなんだ句碑が建立さ れ、 人文的要素があげら

れる。「 白猪の滝」「 唐岬の滝」 の下流には「 雨滝」 と 「 窪野淵」 がある。「 雨滝」 の左岸

には旧雨滝三嶋神社境内のイ ス の木群生地が昭和 38 年（ 1963） 4 月 1 日に町指定の天然

記念物に指定さ れ、 現在は市指定と し て継承さ れている 。「 窪野淵」 には明治期に人工的

に岩を 貫通し てつく ら れた取水堰（ 水路） が残っ ている 。

重信川支流の井内川には「 水神の滝」「 琴の滝」「 御来光の滝」 がある 。 いずれも 林道沿

いに位置し 、 人工林に囲まれている。

重信川支流の拝志川上流には「 白糸の滝」 がある 。「 白糸の滝」 到達までに大小様々な

滝があり 、 皿ヶ 嶺の地質を 間近で観察でき る。

「 白糸の滝」 南西部に位置する 「 風穴」 は上林森林公園内にあり 、 谷部に堆積し た安山

岩の崖錐の隙間から 夏季に冷風が噴出し 、 それを 利用し 過去には蚕卵紙（ 蚕の卵が産み付

けら れた厚紙） やスギの種の貯蔵施設が設けら れた。 日本各地の風穴では希少植物が確認

さ れ、 ま た、 冷風の活用が行われている。 風穴は富士山麓、 鳥海山など 各地で見ら れる。

南部地域の名勝候補地は概し て阿歌古渓谷の北の東三方ヶ 森に源流を も つ重信川の支流に
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分布する 瀑布群である。

先に述べた重信川の「 霞堤」 は河川氾濫を 制御するために人工的に構築さ れたも のであ

る が、 現在では河川の自然環境と 一体になり 、 名勝候補地と し て位置付けた。

以上、 東温市における 名勝調査の概要を 述べたが、 今後、 文化財の名勝指定に向けて 、

詳細な追加指定が求めら れる。 活用に向けて、 名勝へのアク セスの計画、 来訪者の安全を

確保する ため登山道ある いは歩道の整備、当該地での便益施設などの問題が残さ れている 。

各名勝地には個別に対応すべき 課題が残さ れている。

【 丸山　 宏】



おわり に

今回の調査では、 東温市全域にある 名勝の中から 「 水」 に関連する 自然名勝に焦点を 絞

り 調査を 実施し た。 こ れら の自然名勝が成立し た背景には、 東温市内を 東西に走る中央構

造線やその南北で異なる 地質帯、 造山運動などによる 地質的環境が大き な要因と し て挙げ

ら れる。 またそこ から 豊富に湧き 出す水により 渓谷や滝などの自然名勝が生み出さ れてい

る 。

東温市の自然名勝の中で渓谷美に加え、独特の河床や岩肌などが特徴である「 滑川渓谷」

や、 厳寒期に氷瀑と なる 「 白猪の滝」、 夏季の避暑地と し て知ら れる 「 風穴」 はマスコ ミ

等に取り 上げら れる 頻度が高く 数多く の来訪者がある 。

し かし ながら 、 文献での調査から 東温市域の自然的名勝が一般的に認知さ れる よ う に

なっ たのは比較的新し い。 文献調査によ る 最も 古いも のは、 文政８ 年（ 1825） に成立し た

『 安国寺古地図』 に、山椒ヶ 崖が「 三所ヶ 巖」 と し て描かれているも のと なる が、他に山椒ヶ

崖に関する 文献や伝承はないこ と から 、 ラ ンド マーク 的な捉え方で描かれたのではないか

と 考えら れる。 その後、 慶応２ 年（ 1866） に半井梧菴が編集し た『 愛媛面影』 の中で「 滑

川渓谷」 にある 「 塩嶽」 を 紹介し ており 、 塩が噴き 出す事象や、 木葉の化石が産出する こ

と が紹介さ れている のみで、 現在のよ う な景勝地と し て周知さ れてはいなかっ た。

江戸末期から 明治期に、 河之内地区で近藤林内が「 白猪の滝」「 唐岬の滝」 を 見出し 、

それを 広めたこ と により 、 後に正岡子規や夏目漱石ら を はじ めと する 俳人や文人が訪れる

場所と なっ ていっ た。 以後、 昭和の大合併によ る 温泉郡重信町及び川内町の誕生にと も な

い、 こ れら の名勝は観光資源と し て各町が周辺環境の整備を 進め、 遊歩道や看板の設置な

どが行われ、 現在に至っ ている 。 また、 東温市南部の皿ヶ 嶺が愛媛県立自然公園と し て指

定さ れたこ と も 自然名勝が認知さ れる 要因と なっ たと いえる。

文献調査の他にも 、 現地調査を 行う こ と により 、 自然名勝が持つそれぞれの特色を 確認

する こ と ができ た。 と り わけ、 その中で特に特色のある も のと し て「 滑川渓谷」 と 「 白猪

の滝」 の２ 箇所が挙げら れる。

「 滑川渓谷」 はナメ ラ と 呼ばれる 河床が、 塩嶽から 上流へ約１ ㎞続いており 、 渓谷内に

見ら れる 甌穴や、 長い年月を 経て形成さ れた龍の腹と 呼ばれる 川壁など独特の景観が保た

れている 。また、渓谷で見ら れる 地層から は、形成過程に関する 痕跡を も 見る こ と ができ る 。

「 白猪の滝」 は、 その規模から 見ても 皿ヶ 嶺連峰北壁にある 滝を 代表する も ので 、 四季

折々に見せる 姿は多く の人を 魅了し ている。 特に厳寒期の氷瀑は地域を 代表する も のと

なっ ている 。 特に明治を 代表する 文人が訪れ、 俳句を 残すなど愛媛における 近代文学史の

象徴的な場所のひと つであり 、 その背景には地域文化の一翼を 担っ た近藤林内の尽力が

あっ たから こ そである。 こ れら の２ つの自然名勝は、皿ヶ 嶺連峰県立自然公園内に位置し 、

指定名勝と し て保護さ れてはいる が、 今後も 周囲の景観を 含め、 保護を 継続し ていく 必要

がある。

また、「 風穴」 も 皿ヶ 嶺連峰の形成によ り 成立し た自然名勝と し て挙げら れる 。 現在も
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夏季になる と 崩落し た安山岩礫の隙間から は安定し て冷気が吹き 出し ている。 冷気を 利用

する ために造ら れた石組構造物のよ う な施設が現地に残さ れているこ と は、 自然の事象を

利用し た人々の生活と の繋がり を 示すこ と を 物語るも のである 。 し かし 、 風穴は皿ヶ 嶺連

峰県立自然公園に近接し ている も のの、 指定や登録等によ る 文化財と し ての保護は受け

ていない。 今後、 こ れら を 視野に入れた保護を 検討する 必要があると 考えら れる 。

その他にも 、 本調査で新たな報告事例と なっ た「 水神の滝」 を はじ め、 各地域に残る 自

然名勝を 確認する こ と ができ た。 また、 重信川流域に残る 「 霞堤」 も 河川の風景の一部で

あり 、 かつては流域に暮ら す人々の生活の一部であっ たが、 開発等によ り 本来の役割や姿

が忘れら れつつある 。 開発霞では環境再生事業が行われている が、 改めて霞堤についてそ

の役割や歴史などを 周知する必要がある と 思われる。

こ れら の自然名勝が生み出さ れた背景には、 地質や河川などの水資源、 地域に住む人々

と の関わり を 通じ て醸成さ れた様々な要因によ る も のであり 、 今後こ れら の自然名勝を 地

域に残さ れた資源と し て、広く 周知を 行い、活用し ていく こ と が今後の課題と 考えら れる。

最後に今回の調査にご指導、 ご協力及び資料提供を いただき まし た徳島県三好市教育委

員会、 また愛媛県総合科学博物館を はじ めと する 、 各名勝に関する資料情報提供を 頂き ま

し た、 各方面の皆様に付記し て深謝申し 上げます。
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